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    　あらゆる妖精の中で、パックこそがもっとも精せい霊れいとしての能に長たけた者であったという。


    　その素質は妖精の王オベロンも認めるところであり、誕生してすぐに見いだされた彼は最良の教育を受け、旬じゆん日じつにしてその才を開花させるに至った。妖精の誰だれもがそうであるように、騒そう擾じよう的てきな面を多分に持ち合わせるパックであるから、神々をも欺あざむくと称される変化の術を体得して以来、器から溢あふれんばかりの天てん稟ぴんは人間どもが眉まゆをひそめるような性しよう悪わるな悪いた戯ずらにはばかることなく活用されてきた。しかしそれは、妖精たちの世界にあっては美徳となる。


    　妖精王オベロンはそんな彼をいたく気に入り、自みずからのそばに置いて重ちよう用ようした。無論、オベロンとて妖精であり、腹ふく心しんたるパックに人間どもがそうするような上うわっ面つらの慇いん懃ぎん（俗にそれは忠義とも呼ばれる）を求めたわけではない。悪戯、大いに結構。オベロン自身、ほんの気まぐれから人間どもに魔ま法ほうをかけて慌あわてふためく様を楽しんだことは数知れず。だがこのたびパックがしでかした仕し儀ぎについては、さしものオベロンとても統治者として晦かい渋じゆうな物言いをとってみせねばならないと感じていた。


    　魔法の浮気草から抽ちゆう出しゆつした惚ほれ薬を、気に入りの人間たちの問題解決に役立ててやれという王の命令を、パックは違たがえたのである。


    　王の厳おごそかな言葉は切り株の王座から投げつけられ、パックの脳天に突き立った。並の妖精であるならたちどころに縮こまっていたであろう、怒ど気きと威い風ふうに満ち満ちた言葉であった。


    「もー。おくすりぬりぬりするの、あかいふくきたほうって、ゆーたのにー」
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    　クスノキの里は壊かい滅めつしました。


    　人類は衰退しました、みたいに言いましたけど実感のないその慣用句とは裏腹に、こちらは今そこにある深刻な被害です。


    　原因は、前回のモニュメント騒さわぎ。まさかあんなことが起こるだなんて、誰に想像できたでしょうか。とにかく里は隅々まで丁てい寧ねいに破壊され、今クスノキは局地的に、再衰退の危機に瀕ひんしていたのです。


    　人死にはなかったものの里の被害は甚じん大だいで、未いまだ復旧の見込みは立たず。


    　重要施設が破壊されたり出火があったり、ほとんどの地域に大なり小なり被害が出ており、里はその機能を失っています。


    　ここまで大ダメージを受けたなら、いっそ引っ越した方がいいのでは、という意見も人々の間にはありました。このような意見のブレもあって初動対応が遅れたことも、その後のぐだぐだした展開を招いた一因かもしれません。


    　壊こわれた家、建て直すの？　どうするの？　引っ越すなら、建て直しは無む駄だになるけど。


    　一理ありますよね。


    　ありすぎて、誰も家を修しゆう繕ぜんしようとしませんでした。


    　それでも避ひ難なん生活が続くようなら、多少の無む駄だとなっても修しゆう繕ぜんくらいはしようと考えたはずです。


    　避難生活が。不自由なものなら。


    　……全っ然不自由じゃなかった。


    　ぐだっているうちに、近くの人里や国連などから、支援物資が大量に送られてきてしまったんです。山盛りの物資でした。おかげで、わたしたちは焦あせらずとも衣食に足りることはなくなりました。それがイカンのでした。


    　支援をしてもらったんだからお礼をしましょう、のターン。


    　みなさん支援物資をありがとう！


    　感謝の気持ちを込めた、クスノキの有志による演劇をお楽しみください……というこのねじの外れた試み、すでに七度目の公演。


    　急ごしらえの野外劇場では、今まさに有志による劇が演じられています。


    　さて、気になるそのクオリティは？


    「……あーあ、オベロン様の羽根とれちゃってるよ」


    　舞ぶ台たい袖そでで、等身大妖精さんみたいな格好をしたＹが気け怠だるげに言いました。


    　今、舞台の上では、妖精王が部下のパックを[image: ]しつ責せきしているシーンが演じられています。


    　魔ま法ほうの森を舞台とし、妖精王オベロンとその妻ティターニアの夫婦喧げん嘩かを発ほつ端たんとした、人間十人を巻き込む大おお騒さわぎ。それがこのシェイクスピア原作『夏の夜の夢』の主なストーリーです。


    「……やる気が出ない。客、全然盛り上がってない」


    「まあ、七度目ですからね」


    「違うね。純じゆん粋すいにクオリティが低いからだ。本当に面おも白しろけりゃ、何度やったって客は詰つめかけるさ」


    　彼女の役は、妖精王の歩く先に花びらをまく妖精というもの。


    　台詞せりふも少なく、出番も少ない。地元ではなく、国連スタッフとしてのゲスト参加である彼女は、ずけずけとお客様視点で物言いをします。


    「衣装はそこらのあり合わせだし、美術はショボいし、派手な演出も独自の解釈もなし。これじゃあ受けるわけがないって」


    　……そんなこと、言われずともわかってます。


    　観客席の反応を見れば、楽しんでいる人などほとんどいないことは瞭りよう然ぜんです。


    　まだ舞台裏でひっそりとリアルタイムに模も倣ほうされている、妖精さん劇の方が何倍も見所があります。


    「てたにあ、むかつく」「ほれぐすり、だれでもいーからぬっちゃえぬっちゃえ」「ぼく、こいびといたとおもってましたが、そんなことはなかったです」「せーりゃくけっこん、しなきゃだめ？」「しなくていーけど、しけいです？」「らいさんだー」「おべろんろーん」


    　おお、愛くるしい。


    　あとクオリティが素晴らしい。


    　優美な衣装、精せい緻ちな背景美術、きらびやかな演出。文字通り花が咲き、森が波打つ、幻げん惑わく的てき演出。


    　さすが妖精さんだけのことはあります。


    　ほんと、これだけのことができて、どうしてわざわざ人間の低質な演劇をわざわざ真ま似ねするんでしょう？


    「脚本は頑張ってますよ。ただし内容ではなく、脚本を形にまとめるまでの頑張りですけど」


    「自じ画が自じ賛さんかい」


    　脚本、それはわたし。


    　シェイクスピアの原文から、演劇に使えるように脚本を起こす作業は、思っていたよりずっとずっと想像力とセンスと工夫のいる作業でした。その大変さの前には、面おも白しろさなど消し飛んでしまうのもやむなしでした。


    　苦労に見合った成果が得られたでしょうか？


    　舞ぶ台たい袖そでから、改めて客席の様子をうかがいますと……


    「ふわーあ」


    　いきなりあくびをしている人を見つけてしまいました。


    　なんだか、場違いなくらいに若い女の子。


    　地元の娘さんたちがこの劇を見に来てくれたのは、最初の一度目だけだというのに。


    　最近あまり流は行やってない、ゆったりとした末広がりのワンピースを着ています。太ってはいませんが、おなかだけが大きいところを見ると、妊にん婦ぷでしょうかね？


    　農作業もできないし、安静にしてないといけないし、つまらないのはわかっているけど観みに来た感がありありでした。


    　やる気、だだ下がり。


    「よーし、今日も行ってくるかぁ」とＹ。


    「いってらっしゃい～。客受けするアドリブ可～」


    「無理！」


    「あ……」


    　舞台に向かう彼女の背に、衣装のほつれがあるのを見つけてしまいました。だけどもう、直す暇ひまもありません。なんで他スタッフは誰だれもこれを事前に発見できないんでしょう？


    　それは出演者だけではなく、裏方にもイマイチやる気がないからです。


    「はあ……」


    　細部に宿る神とやらも、これでは去っていくでしょうね。


    　誰にも望まれないことを手間暇かけてやっている。クスノキの里チャリティー演劇部の活動は、いまやその域に堕だ落らくしつつありました。


    



    



    「なあ先生、チャリティー演劇っていうのはこういうものだったかな？」


    　公演後、クスノキへ支援物資を運んできてくださった支援団の団長さんは、うんざりした様子を隠すこともなく言いました。


    「俺もガキの頃ころにチャリティー活動ってのを手伝ったことがあるがよ、出し物をやって寄付の物品を集めて、それを困ってる土地に送り届けるって感じだったんだよ。支援に対してお礼をするってのは、ふつうチャリティーとは言わねぇ」


    「おっしゃる通りです」


    　頭を低くして恐縮するわたし。


    「この劇を観みるのはこれで七度目だ。お礼なのはわかるが、毎回毎回はいらねぇ。そう思ってる者は多いはずだ」


    「おっしゃる通りです……」


    「正直、こんな劇に力を入れるんじゃなく、さっさと復興してもらいたいんだ」


    「おっしゃる通り以外に言葉がありません」


    　しかしそうなると、観客席は無人になってしまいます。


    　里の人たちからしてみれば、家をなくしちゃった上に、厚意まで拒絶されるのは二重にトラウマになりそうで、そのあたりとても心配です。


    「だってよ、もう一か月が経たつってのに建物だって倒とう壊かいしたままで、修復なんてちっとも進んでねえ。こりゃ一体全体どういうことだって話になるわな。こういう時、調ちよう停てい官かんの先生ってのはその知識を活いかしてみんなを引っ張って行かなきゃ駄だ目めなんだよ。だって、昔の知識をいっぱい蓄たくわえてるんだからさ。俺の村にいた調停官だってそうしてたもんさ。そりゃ頼たよりになったもんだぜ。若いのに、長老みてえにいろんな知恵を持っててよ。決して妖精絡がらみのトラブルばかりに専念してたわけじゃないのよ。あんただってインテリなんだからよ、仕事を広げてみんなの役に立たなきゃ駄目ってもんだぜ」


    「おっしゃる通りですよねぇぇぇ……」


    　矛ほこ先さきがわたしに対するダメ出しに！


    　……支援団体の人たちも、だいぶ限界が近いみたい。


    「演劇もいい。が、一体いつになったらこの里の再建は進むんだい？　今日はそいつを聞いて帰りてぇもんだが」


    　答えることはできませんでした。


    　わたしにさえ、その目星はついていません。


    　それは彼らの気持ち次第なのです。


    



    



    　前回の騒そう動どうによって里が廃はい墟きよになって以来、里の住人は健康で文化的な最低限度の生活を営いとなむ権利を失効してしまいました。里はすべての生活面において社会福祉・社会保障・公衆衛生の向上・増進などなどなどに努つとめなければならないのですが、今のご時世でそこまで完かん璧ぺきな行政を要求することにはまったく現実味がありません。


    　人々は不安に苛さいなまれ、眠れぬ夜を過ごし、行く末を嘆なげきました。


    　里にはかつての軍隊的なアレコレが大好きな人々がサークルを作っていて、それは大砲俱ク楽ラ部ブなどと呼ばれておりますが（おじいさんもその有力なメンバーであったりしますがそれはさておき）、彼らがどこに保管していたのかコレクションの中から膨ぼう大だいな数の軍用テントを提供してくれたことで当面の寝ね床どこに目め処どが立ったことが、のちのぬるま湯状況を形成する地じ盤ばんとなったことは否定できません。


    　テントでの暮らしは案外具合が良く、晩春から初夏にかけての過ごしやすい気温とあいまって大きな不満が封殺されてしまったというか、キャンプ気分でちょっと楽しいかもって思ってしまったことが堕だ落らくへの第一歩だったのかなと今になって思います。


    　大砲俱楽部はその後も調子こいてテントを大量に調達してきたため、クスノキの中央円形広場はあっという間に色とりどりのテントで満たされてしまったわけです。


    　さて、すると今度は食料の心配が出てきますよね？


    　その危機感も、国連や近きん隣りんの村々からの過か剰じような支援物資が相そう殺さいしてしまいました。


    　寝る場所もあるし、食べるものもあるし、着るものもある。


    　ここで素そ朴ぼくな質問。


    



    　質問　働かずとも衣食住がそこそこ満たされた場合、人々の意欲はどうなりますか？


    　回答　［　　　　　　　　　　　　］


    



    　正解です！


    　よくできましたね。そういうことですね。


    　人々は急いで里を再建する理由を失い、とりあえずは明日の朝のパンを焼くことの方を優先してしまいました。


    　石を積み上げた野外オーブンがあちこちに作られて、焼かれているパンやビスケットのいい匂においが絶えることなく漂ただよってきます。


    　パンの匂いは、人を無む闇やみにほっとさせてしまって困ります。


    　それらの家事にいそしむ女性たちの表情も悲壮感からはほど遠く、平常業務に専念できている安心からか、血色の良いものでありました。


    　いつもと違うのは、働き盛りの男性らがそこらで飲んだくれていることです。


    　子どもたちも走り回ってまあ元気。


    　ボロっちい里の有様とは裏腹に、談笑する人々の顔はどれもつやつやしていました。


    　栄養、満点。


    「おじいさん、ポリッジができましたよ」


    　わたしたちの現住居である軍用テント（大型、２ＬＤＫ）でも、今までに比べてさほど生活水準の落ちない暮らしが営いとなまれていました。


    「いつもすまんな、苦労ばかりかけて」


    「それは言わない約束でしょう」


    　楽らく隠いん居きよで趣しゆ味み人じんのおじいさんも、里がこうなってしまうと何かと仕事も増えているようで、ここのところ家事はもっぱらわたしの仕事です。


    　ちなみにポリッジとは、穀こく類るいを牛乳で煮たお粥かゆ状じようの料理です。


    　それにボイルしたウインナーと、新鮮な玉ねぎがつきます。お好みでコーヒーか紅茶を。貧乏人（の概がい念ねんはないのですが言葉だけは残っています）のための完かん璧ぺきなる朝食。


    　里が崩ほう壊かいした今でも完璧な朝食をいただける理由。それは支援物資です。


    　クスノキの里には現在、全国から送られた支援物資が山積みです。特に穀物はふんだんにあり、このオーツ麦だってもらいもの。


    　あれ？　もしかして今のクスノキの里って……働かずして食っていける？　楽園？


    　とんだ楽園ではありますが、おじいさんが真ま面じ目めに仕事してくれてわたしは嬉うれしいです。


    「ところで業務連絡がある」


    　朝食をたいらげて、おじいさんが言います。


    「奇き遇ぐうですねえ。わたしも相談があったんですよ」


    「ふむ。ではそっちの相談から聞こうか」


    　わたしは里の現状について相談をしました。


    　どうすれば、このグダグダした状況から脱出できるのか悩んでいる、と。


    　おじいさんは「そろそろ来るタイミングだと思っていた」と鷹おう揚ようにうなずきました。


    　頼たのもしい。


    　こういう時こそ、調ちよう停てい官かん事務所の現所長であり経験豊富なおじいさんの出番です。経験値って大事。


    　ところがそのおじいさんが、困ったことを言い出しました。


    「ところで私の話だが、調査旅行に参加するため里の再建は手伝えなくなった。すまんな」


    「わたしの相談への答えはいずこへ？」


    「相談事の九割は、解決策など求めてはおらん。話を聞き終わった時点で、相談者の鬱うつ屈くつは軽減されているのだ」


    「そういう搦からめ手てみたいなコミュニケーション能力を肉親に運用しないでくださいよ」


    　こっちは本気で経験者の知恵を必要としているのです。


    「では真ま面じ目めに答えるが……この里はすでに復興する機を逸いつしたな」


    「そう思うでしょう？　どうしたら良いですか？」


    「こうなる前になんとかするのでなければ、打てる手はない。放置が一番だ」


    「そんな無責任な」


    「いや、調ちよう停てい官かんがそこまで背負う必要はない。職しよく掌しよう範囲外だ。なるようになる。それが歴史というものだ」


    「うーん……」


    　いろんな意見があるものです。


    「無論、ずっとこのままが続くわけもない。いずれ不当な支援物資浪費は問題視されるはず。支援が打ち切られるなどの危機的状況が再来し、はじめて大衆は本気になる。いざその時が来たらよりよく行動できるよう、準備しておけばよかろう」


    「うっ……ドライな考え……」


    　ちょっと引きます。


    　問題は事前に予測するのではなく、発生してから対処しろということです。


    「出世したいなら、その際に自分の手柄が最大になるように準備しておけということだ」


    「出世なんてどうでもいいですよ」こんな時代に何を言うんでしょうか。「それより問題が起こる前に、未然に防ぐ方が良いのでは？」


    「綺き麗れい事ごとはいつか子どもでも生んだら教えてやれ。おまえはもう大人なんだし、両親の期待に反して現実的に育ってくれたからには、こうした考えもできる調停官でありなさい」


    「こずるいですよ、この考え。だいたいわたしには、妖精さんの力で一発解決という最後の手段もあるんですよ？」


    「今までそれで苦労なしに丸く収まったことがあるか？」


    「……」


    　反論もございません。


    　今は何もしないでいい、というのは楽なアドバイスではあるんですが。


    「はあ……わたしの方はもういいです。おじいさんの方の調査旅行ってのはどちらまで行かれるんですか？」


    　ため息まじりに問いました。


    「うむ、実はな」その行き先が振るっていました。「月に行くことになった」


    「あはは」


    　冗談だと思ったんです。


    「事実だぞ」


    「……どこぞでロケットでも発掘されたとか？」


    「うむ、往おう還かんシャトルが発見された。その試験運用に誘さそわれたというわけだ」


    「そんな馬ば鹿かな」


    「いや、本当に月なのだ」


    　しばらく言葉がなかったです。


    「モニュメント騒そう動どうのさなかに妙な手紙が何度か来ていただろう？」


    「ああ、あの迷惑メール」


    　わたしとおじいさんが受け取った、まったく同じ内容の手紙。


    　めちゃ慌あわただしかったのですべて無視していました。


    　それはこんな書き出しでした。


    



    『うわっ！　私の高度、低すぎ？　誰だれよりも高い世界に行ってみたくはありませんか？』


    



    　マッハで暖だん炉ろに捨てました。


    「実に魅み力りよく的てきな手紙だった。抗あらがうことなどできなかった」


    　読んでおられる……。


    「あの手紙、実は同じ内容のものが全国の名だたる学士に送られていたことがわかってな」


    「え？　手書きでしたよねあの手紙？」


    「そうだ。手書きで複写したらしい、この発ほつ起き人にん」


    「アホみたいに凄すごい人ですね」


    　どんなに機材がなくとも謄とう写しや版ばんくらい調達できたでしょうに。


    「手書きの方が誠意があると考えたそうだ。世界中に三百通ほど送り、返答があったのは一割以下だったようだぞ」


    「でも三十人近くが反応したんですね。呆あきれた」


    「知的好奇心があるから学校を出たのだろうしな」


    「そういう人たちって変わり者っていうか、一般常識には力入れてないっていうか……」


    「変人率が一割。そんなところだろう。ぴたりと合致する」


    　ならば自分が常識人であることを、喜んでおくとしましょう。


    　おじいさんの専門的な説明によると、迷惑メールの意図はこういうものでした。


    　送り主は、かつてのお貴族様。世が世なら資産家というお人だそうで、しかも重度の科学愛好家。つまり昔のテクノロジーが大好き。


    　道楽の果てに、洋上に展開できるフロート構造物を、その人は修復したのだそうです。


    　実物は見たことないのでわかりませんが、それは巨大なイカダのようなもので、海の上に連結して広場を作ることができるのです。


    　構造物を海に展開する目的は何だったのでしょうか？


    　実用に耐える段階にまで修復すると、それがシャトルを打ち上げるためのカタパルト設備であることが判明したと。気になるコースは……、


    「はあ、お月さまですか」


    「洋上の打ち上げ施設だったわけだな。シャトルも一いつ緒しよに保管されていた」


    「何百年前か、ことによっては何千年前かの、ね。まさかそんなものに乗ろうなんて酔すい狂きようは……」


    「酔狂というのは正しい言い方ではない」


    「ではなんと？」


    「浪漫ロマン、と言わんか」


    「出ましたね、浪漫」


    　助けて、おじいさんがなかなか衰退してくれません。


    「私は月に行こうと思う。行かねばならん」


    「やめましょうよ、危ないですよ」


    「私だけではない。世界中から勇者が集まり、この計画に参加するのだ」


    「月には妖精さんもどんくらい活動しているのかわからないですし、やめた方がいいと思いますよ」


    「いや、もう行くと返事をしてしまった」


    「体力的に無理がありませんか」


    「旧人類絶頂期か、それに類する時代のシャトルだぞ。オーバーテクノロジーの塊かたまりだ。すごい科学で守られる」


    「すごい科学もきっと錆さび付いてますよ」


    「楽しみすぎて夢にまで見るほどだ。どうにもならん」


    　ああ、とわたしは机に突っ伏しました。説得不可能性を感じたのです。


    　この状況を打開するために天が遣つかわしたのか、テントの入り口がばさっと開き、ひとりの少年が後光を背負って現れました。


    　ああ、助手さん！


    　我わが調ちよう停てい官かん事務所、期待の新人さんも、今ではすっかり一員です。


    　思春期を素通りしたような大人しげな印象の彼ですが、これでけっこう、頑張る時には頑張ってくれます。立場上はおじいさんの助手である彼ですが、一緒に苦労した回数ではわたしの方が上。


    　つまりわたしの味方という方程式が成り立ちます。


    　その助手さんが言いました。


    　自分も月に行きます。
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    　……敵対勢力でした。


    　ああ、誰だれも彼もが自分の味方……。


    　おじいさんは首を振りました。


    「残念ながら、スポンサーの希望でな。自分の見込んだメンバーだけで計画を推進したいんだそうだ」


    　助手さんはがっかりしました。


    「君は里の再建に協力するように。おまえもいいな？」


    「え～～～～？」


    「おまえな。知識なんてものはそれだけでは無用の長物で、知恵に嚙かみ砕くだいてやっと人の役に立つものなんだぞ？　だから調ちよう停てい官かんはご意見番としての役割も期待される。そういうことができねば一人前とは言えん。今のうちから経験値を積んでおけ」


    「経験値稼かせぎはわたしのペースでやりますから、おじいさんは生しよう涯がい現役でいてくださいよ。引き継つぎに十年かける勢いでＯＫですから」


    「いや、もう決めたのだ」


    「も～～～」


    　さんざん止めはしたんですが、無む駄だでした。


    「じゃあ行ってくるぞ。あとのことは任せた。よろしく頼たのむぞ、代理所長」　結局、おじいさんはアロハシャツ姿で旅立ってしまいました。
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    　丸投げされた側としてはもうぽかーん、ですよ。


    　お守りとして、妖精さんボール（丸まったまま休眠しちゃった長期保存向き妖精さん）を渡しておきましたけれども。


    　この世にこれ以上の護ご符ふは存在しません。


    　妖精さんがひとりでもいれば、最悪のことにはならないはずです。


    　でも残された側は、いろいろ大変。


    



    



    　元の建物はもう危険で使えないので、新事務所もこれまたテントなのです。


    　事務所ビルは直接的な被害を免まぬがれたと思いきや、おじいさんたちの戦車からの投石攻こう撃げきにより、壁に大穴があいています。


    「公共施設の建物なのだから、できるだけ大きなテントがいいだろう」


    　というおじいさんの要求によって調達されたのは、なんとテントビル（五階建て）。事務所はこれまたおじいさんの提案により五階に設置されました（わたしの提案は一階）。


    「……無む茶ちやなものがあったもんだね」とＹ。


    「足震ふるえてますよ、あなた」


    「た、高いっ……高いのにテント……！」


    　いじめっこ気質のくせして、とんだ臆おく病びよう者ものです。


    　骨組みに布を張った構造で、窓もトイレもあるし水道も繫つなげられるしで、そう不便はないのですがね。とはいえ、やはり不安な物件ではあります。


    　早くここから脱したい。


    「それもこれも復興しないのが悪いのですよ。アイディアをお出しなさい居い候そうろう」


    「里を潰つぶして、別のところと合併する」


    「よそ者の発想！」


    「実際よそ者だし、現実的な判断だと思うけどね」


    「ふるさとになくなられちゃあ困るんですよ、こっちは」


    「テント暮らしになってもあまり困ってないようだけど？」


    　クスノキ生まれではないため、里の存亡について関心がないのです。


    「わたしは壁はかたい方が好みなんです。落下防止ネットが張り巡らされたビルで仕事なんてしたくないです」


    「前のビルでいいのに。穴あいた程度なんだし」


    「ずっと昔からある建物だから、いつ崩くずれてもおかしくないですよ、あれ」


    「なるほどな、全体的に老ろう朽きゆう化かしてるんだ。全部新築ってのも景気が良くていいかも。そうなったらなんか楽しいこと、あるかな？」


    「あるかも……」


    　遠い目をしてわたしは言います。


    「なになに？」


    「昔の都市開発技術を調査して資料化してわたしに提出する遊び」


    「仕事じゃん？」


    　人々のテンションを考えると、必要性は当面乏とぼしい気もしますが（だからこそ人に振ってしまいたい）。


    「ふう。終わり、と」


    　不足物資の注文票をまとめて、トントンして揃そろえます。これを今日中にキャラバンの人に渡せば、本日のお仕事完了。


    「おつかれ。チェスでもどう？」


    　先に仕事を終えていたＹが言いました。


    　同じ国連職員であってもわたしと別のセクションに属するＹとでは、上から回ってくる仕事にかなりの差があって、彼女が自みずからの業務に専従している時間はわたしの半分程度しかありません。あっちの水は、本当に甘い。


    　そういう有り余った時間を活用し、やれ同類誌だやれ電子遊ゆう戯ぎだのといった遊びをクリエイトする企画をごり押ししているのでした。


    　今もまた、Ｙは新たな企画の準備に取り組んでいるようですが……。


    「……配給券を賭かけないでいいなら」


    「いいわ。それでやろう」


    　どうせ家に帰ってもそこは無人テントなのです。


    　どうも今の避ひ難なん生活には、不自由もないけど張りもない気がします。もうちょっと命とかかかってた方がいいのかも？


    　なんて不ふ謹きん慎しんなことを考えていると、来客がありました。


    「すいません。調ちよう停てい官かん事務所ってここでいいんですかね。所長さんはどちらに？」


    　来客は、中年の男性でした。何度か見かけたことがある、里の古くからの住人です。


    「所長の祖父は不在ですので、わたしがかわりに伺うかがいます」


    「ありゃ、そうでしたか。所長さんにはいろいろお世話になったんで、最後にご挨あい拶さつをと思ったんですが」


    「最後？」


    　男性の背後には、奥方とご息女の姿もありました。全員、旅行かばん。


    「はあ、実は親しん戚せきの住む遠方の村に、引っ越しすることになりまして……」


    　ががーん、でした。


    　実はこれで、二十七組目の引っ越し。最近、わたしの仕事を増やしている原因でもあります。


    「クスノキの里、順調に過か疎そ化かの一いつ途とだなー」


    　家族が去ったあと、Ｙが他ひ人と事ごとのテンションで言います。


    　わたしはまとめた書類を裏返して、白い方を上にして『メモ帳』と書かれた木箱に放り込みます。


    「……住人が三人マイナスだから、作り直さないと」


    　不足物資の余よ剰じよう申告は厳しくチェックされるので（過去になんぞ不正でもあったんでしょうね）、支援物資の申告は正確な人口に基づいて行われなければならないのでした。このまま出したら突っ返されるのでした。


    　最近、こんなことばかり。


    「人口三人減らして、物資の請求数も修正しなきゃ……」


    　書類はかのＶＩＰ局長により無修正が励行されているため、こう引っ越し続きだと表の作り直しが果てしなくめんどい。


    　いや、そんなことよりもですよ。


    「今週だけで人口が八十人近く減ってるんだなあ……」


    　クスノキの里は大きい集落ですが、それだって八十人も減れば一大事です。


    　間接的にとはいえ、わたしがこの流れの関係者であることも、無視できません。


    「……やばい」


    　やばいのです。ナントカしなければならないのです。


    　Ｙの気楽さが羨うらやましい。


    「わたしも部外者になりたいなあ、誰だれかさんみたいに」


    「なれば？」


    　確かな防御力。


    　装備している鉄てつ面めん皮ぴのせいでしょうか。


    「そういや、以前の同類誌騒さわぎのあと、里の人口がちょっとだけ増えましたよね？」


    「うん、何十人かここに住みついたよな」


    「またイベントを開けば、村起こしになって人口が増えたりするんでしょうか？」


    「イベントはたまに聖地でやるから楽しいんであって、住居は別じゃないか？　少なくとも落ち目の里には引っ越さないと思うけどね」


    　ですよね。


    　他ほかにいい村起こしの手はないものだろうか。呟つぶやいたわたしに、Ｙはチェスの駒こまを指の間でもてあそびながら、妖あやしく輝かがやく目を向けてきました。


    「ないこともない」


    「どんな？」


    「……アニメーション」


    　Ｙは野太い男性の声を意識してか、やたら重々しく言います。


    「アニメーション？」


    　観みたことはあります。


    　グリム童話のやつとか、猫とネズミが追いかけっこするやつとか、《学がく舎しや》のライブラリーで視し聴ちようしたことがあります。でもＹが言っているのは、もう少しベクトルの違うもののような気がしました。


    「知っているか？　アニメは……手作りできる。高度な機材がなくとも、手間さえかければやれるんだ。歴史を調べて、私はそれを知ったよ」


    「ふーん」いまいち興味が持てない。「つまり、どういうこと？」


    「アニメを作れば里は復興する」


    「ハッ！」


    　笑い飛ばしました。
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    　二日くらいして、なぜかセル画を描いている自分に気がつきました。


    「な、なぜわたしがこんなことを？」


    　笑い飛ばしたはずのアニメ作りに、無意識のうちに参加させられてしまっている……？


    『フフフ……絵心が少しでもある者は、アニメーティストをやってもらう』


    　そんなセリフが脳裏をよぎっていきました。そのセリフ、最近聞いたことがある。でもいつどの状況で耳にしたかは記き憶おくにない。Ｙがわたしに告げた言葉であることは間違いなし。せ、洗脳？　あの女の他人を利用する能力は半はん端ぱなものではないようです。


    　ちなみにアニメーティストというのは、アニメ＋アーティストを掛け合わせたＹの造語であり、意味などは知らない。


    　制作スタジオである大型テントには、わたしの他ほかにも十数人のスタッフが押し込まれています。Ｙがスカウトしてきた彼女らは、皆イラストが達者です。


    　仲間うちで見せっこするだけのスキルだったイラスト技能。それをアニメ作りに昇華するという今回のたくらみには、人を惹ひきつけるものがあったんでしょうね。


    　素人しろうとでなんとかアニメ作りをするためのマニュアルは、Ｙがわかりやすいものを作成していました。


    　彼女には山やま師しとか詐さ欺ぎ師しの才能があるとわたしは思います。


    「……あの、描けました、けど？」


    　描き上がったセル画をＹに見せます。


    「うん、だめ」


    　監督はたまにしか合格をくれません。


    「どこが？」


    「動きが繫つながってない。原画をちゃんと見て、きっちり間あいだとってくれないと」


    「ド素人しろうとに高度な技を要求しないでくださいな」


    　パラパラマンガを頑張って作ると、んまっ不思議、アニメになります。


    　だけど死ぬほど頑張らねばなりません。大変です。


    　だいたいチャリティー自体に疑義を生じているというのに、ここまで力を入れる意味があるのでしょうか。


    「絵はけっこう描けるけど、どうも人の絵に合わせる気がないね、あんた」


    　考えてみれば学生時代からそうだったな、などと笑うのです。


    「いや、難しいですよ原画の間とるのって。絵のうまさとかじゃなくて、動きの表現をしないといけないのがよくわからないです」


    「うーん。じゃあ動画じゃなくて他ほかの仕事に回る？　第二スタジオで撮影の助手がいるから、そっちどう？」


    「第二スタジオまであったとは」


    「編集したり撮影したりする場所。他にもいろいろと必要があって、第三スタジオも用意するつもり。だから仕事はいくらでもあるよ。今空あいてるポストは……」


    　細こま々ごまと役割説明をしてくれましたが、結局どの仕事も作業内容がわからなかったので、動画ちゃんに戻りました。


    「うう……リテイク……リテ……」


    　動画ちゃんには尋常ではない頑張りが求められます。


    　無心になって手を動かしていると心配事を忘れがちになります。


    　祖父不在の件、クスノキ再建の件、人口流出の件。ああ、なにをどうしたら、ぜんぶよくなるのであろうか？


    　悩みながら逃とう避ひ的てきに手を動かしていると、時間の流れが異様に加速します。


    　気がつくと、夜中になろうとしていました。


    「きゃあ、サビ残！」


    　わたし、サービス残業って嫌きらいです。


    　通貨による給与がない昨今、仕事は早く終われば終わるほどお得なのでした。


    　周囲を見渡すと、ほとんどのスタッフが床や机に突っ伏して寝ています。女の子なのに……と思わなくもないのですが、帰宅してもテント暮らしに変わりはなく。


    「それは作監チェックにまわしてさ」「カラーボードがまだでしてぇ」「他の里に外注するって手もさ」「監督がいいならそれでいいですけどぉ」


    　奥からはＹとスタッフの熱っぽい話し声が漏もれ聞こえます。


    「よくやる……」


    　机に突っ伏して寝るのは、さすがに無理がありました。寝袋はありますが、ちょっと歩けば自宅に戻れるのだし。


    　よし、帰りましょう。


    　お先にー。囁ささやくように挨あい拶さつして、テントを出て行こうとすると、上着の裾すそを弱々しく引っ張る者がいました。


    「ん？」


    「……ぁぁ……ぅぅ……」


    「あら、助手さんも動画マンやってたんですか？」


    　そういえば彼も絵心はありましたね。


    　死にそうな顔で何事かを訴うつたえようとしています。


    「……え？　何度提出してもリテイクで、ノルマがクリアできない？　ははあ、みんな無理難題ふっかけられてるんですねえ」


    　良かった、わたしだけ理り不ふ尽じんな要求されてるわけじゃなくて。


    　サビ残に義務なし、ということで勝手に一いつ緒しよに帰ることにしました。


    



    



    「深夜の廃はい墟きよって、なんだか非日常そのものって感じがして嫌いやな感じですよね」


    　今は破は壊かいされたかつての目抜き通りを歩いていると、妙に空くう虚きよな気持ちになります。カラフルな里だったのに。


    「いっそ妖精さんに復興してもらった方がいいのかも」


    　……おっと、トラブルに発展するパターンですね、これ。


    　下へ手たな旗を立てたりしないよう、要注意要注意。


    　突然、隣となりを歩いていた助手さんが立ち止まりました。ある潰つぶれてしまった一点を、まじまじと見ています。


    「え？　妖精さんがいる？　どこです？」


    　その指さす先、崩落した屋根を舞台がわりに、妖精さんたちがこまごまと動き回っていました。いつもの妖精さん服ではなく、立派ななりをしています。豪華な軍服のような。


    　つい最近、似たような光景を目にしたことを思い出します。


    「ああ、あれは演劇をしているんですね。観客なんて誰だれもいませんけど……」


    　妖精さんはいかにもそういうことをしそうです。


    　足下にチラシがたくさん落ちていました。


    『げきだんむしょく、はたあげちゅう！　しょかいこうえん　さいこうきゅうぎろちん』と書いてあります。イラストは下手っぴ。


    「人に見られているかいないかの違いがあるだけで、基本はごっこ遊びなんでしょうね」


    　劇団なのに？


    　と助手さんは不思議そうな顔をしました。


    「シャイなんですよ」


    　そんな妖精さんたちも、わたしには不思議とよく懐なついてくれます。彼らが餌え付づけに弱いということもまあ、すごくあるんですが。


    　わたしたちは身を潜ひそめて、妖精さんたちの劇を覗のぞき見ることにしました。


    　さて──


    　ひとりの豪華な服装の妖精さんがてくてく歩いてくるところから、場面ははじまります。


    　すると、その先にやはり豪華な服を着た妖精さんたちが、井い戸ど端ばた会議をしていました。


    　豪華妖精さんはその集団に近づきます。


    「きみら、どこちゅー？」


    　意味はわかりませんが、どうやら因いん縁ねんをつける言葉のようでした。


    　しかし井戸端妖精さんたち、動じません。


    「しょーそつですが？」「ぼくなんか、しょーがっこーちゅーたい」「いましょーがくじゅーななねんせーです」「じどうしゃがっこうよねんせいです」


    「そーなんだー」


    　なぜか豪華妖精さんの溜りゆう飲いんは下がったようでした。


    「そういうきみは、どちらさまのひと？」井戸端のひとりが問います。


    「ちんは、こっかなり？」


    「……なに？」「わからんなった」「こっかってなに？」「ひざたたくやつ？」「かっけだそれー」


    「こうきょうてきりえきにみせかけた、さくしゅこうぞう……だたかな？」


    「いかんやないかい」「さくしゅされたい？」「たまにされたいかも？」「ならいいか」「いいんかい」「おなまえおせーて？」


    「るい？」と豪華妖精さんが答えます。


    「るいっていっぱいいるぞなもし？」


    「まじでー」


    「ぐーぜんにも！　ぼくら、ぜんいん、るいですし」「れあど、たらんなー」「いまどきるいだけじゃ、うりにならーん？」


    「そーなので？」


    「ぼく、るいろくせー」「るいはっせー」「るいん・ざ・さーど」「るいじゅーろくせー」「るいひゃくせー」「ぼく、るいせんこ」


    「なーんだ、みんなるいだー」


    　ルイたちは意気投合した感じになりました。みんなじゃないでしょ。違うの混ざってるでしょ……という突っ込みは観客の仕事なんでしょうね。


    「あんたは、なんせー？」


    「そーいわれると、じゅーよんせーなきがします？」


    「ふーん」「じゅーよんせーって、なにしたひと？」


    「いいおもい？」


    「ほんとー？」「うらやましー」「あやかりたーい」「ぶるぼーん」「じゅーよんせーって、なにがすきー？」


    「ぜいたく？」


    「ほんとー？」「うらやましー」「あやかりたーい」「ぎろちーん」「ぎろちんだねー」


    　妖精さんサイズのギロチンが、舞ぶ台たい袖そでから引っ張り出されました。


    「あの……」十四世、さすがに汗をかきます。「ぎろちんはじゅーろくせーでは？」


    　いきなり正しい歴史認識になっていました。


    「えっ？」と十六世。


    「そーだ、じゅーろくせーだったねー」「ぎろちんたんとー？」「いいなー」「ぎろちんは、こっかなり？」


    　井い戸ど端ばた組だった十六世は、完全に不意を突かれていました。


    「……なんで？」


    「さー？」「なんでとかー、いわれてもー」「じょーまえとか、すきだったせい？」


    「そーなのかー……」


    「ぎろちん、いや？」


    「じゅーよんせーが、ぜいたくしたのに、ぼくがぎろちん？」


    「あるある」「よくある」「ふつー」「でふぉ」「れきしのふへんてきしんりってやつ？」


    「……そーなのかー」なんとなくギロチンを受け入れる十六世。


    「ここに、さいこうきゅーのぎろちんをよういしてございまーす」「わー、おあつらえむきー」「じゅんびばんたーん」「もりあがってまいりましたー！」


    　ルイたちは十六世をギロチン台に連れていきました。


    「あのー……いい？」


    「なんだ、じゅーろくせー」


    　いきなり高圧的な死刑執行人の態度でした。


    「きがえてから、ぎろちんされたいかも？」


    　妖精さんたちは談合しました。


    「いーだろう」「どんなふくがいいか、いえ」


    「このひとのふくー」


    　十六世が指さしたのは、十四世です。


    「いーだろう」ということで、ふたりは衣装を取り替えました。


    「よーし、きがえたなー」「じゃーぎろちんだー」「どっちをぎろちんするんだっけ？」「じゅーろくせーでは？」「このひとだー」


    　両側から捕まえられたのは、十六世の服を着た中身十四世でした。


    「……えっ？」十六世の服を着た十四世、ギロチンにセットされます。「そーだっけ？」


    「そーでは？」


    「でも……ちん、むじつでは？」


    「さくしゅ、した？」


    「……したかも」


    「じゃー、とーぜんのけつまつかとー」「そーだそーだ」「こーらこーら」「じんじゃえーるがすきー」


    「いわれてみると、そんなきがしてきましたー」


    「じゃあ、ぎろっていい？」


    「おっけー」


    　……いいんだ。


    　そうして、ギロチンの刃がすこーんと落ちました。絶妙のタイミングで妖精さんたちの周囲が暗がりに包まれ、絶妙のタイミングですこーんといういい音が響ひびきました。


    「わー」「きれたー」「きれあじよし！」「さっすがー」


    　しばらくして、再び照明が灯ともります。


    　するとそこには、ギロチンにかけられて真っ二つにされた、大根が転がっておりました。


    　ギロチンの周囲で、妖精さんたちが一斉に声をあげます。


    「だいこんは、ぶあつくきったほうがおいしーらしいよ？」「なんとこのぎろちん、ばっともしょけーできますぞ！」「すごーい」「このぎろちん、たったのごぽんどでかえちゃう！」「さらにいまなら、ぎろちんもうひとつついてくるー」「やさいしょけーしまくりだー」


    　どこからともなく、「おおー」という歓声と拍手のＳＥが鳴り響きました。


    　……素晴らしき茶ちや番ばん劇げき。


    　わたしと助手さんは、無言で顔を見合わせました。彼もなんともいえない顔をしていましたし、わたしも同じような表情だったはずです。突っ込もうと思えばいくらでも突っ込めそうだったため、わたしたちはかえって無言になってしまいました。まあ、あえて一点だけつついてみるならコレ。


    「劇団無職……ねえ」


    　暇ひまを持て余しているということです。


    　今のデリケートな時期に暴れられても困るのは確かなんですが、ちょっと可か哀わい想そう。


    



    



    　そんなこんなで日々は過ぎていき、気がつくと大作アニメーションが完成していました。


    「……どうもこの種の作業は、時間が飛びます」


    　徹てつ夜や続きでぬぼーっとしてるわたしをよそに、Ｙは「できたできた」と大喜び。


    「上映時間三分の大作ねえ……」


    「や、三十分流すし」こともなげに。


    「どうやって？　スローモーションにするとか？」


    「そんなあくどいことはしないさ」さらりと言います。「水増しするだけ」


    「モラルが故障してますよ？」


    　Ｙはきょとんとしていました。自分の発言のどこが問題なのか、理解していないのです。


    「本編は編集で三倍に引き延ばしてるし、一度流したあとにはコメンタリーつけてもう一度流してこれで十八分。あとはスタッフロールやらご当地の宣伝やらを突っ込んで、なんとか三十分まで持って行く」


    「ひどい。それでいいわけ？」


    「だからどこが悪いの？」


    　素。


    「……あなたにはコンテンツに対する愛があるのか、ないのか……」


    「二十二分くらいでも三十分アニメって言えるらしいから、間違いではないはずだ」


    「何それ？　どこの文化？」


    「そういうことになってるんだよ。昔、人類が調子こいてる時代、出版業界に公称部数という概がい念ねんがあったそうだ。それと似たようなものだと私は考えてる」


    「部数はわかるけど、公称？」


    「実際に刷った数より多めに発表することだね」


    「どうして多めにするの？」


    「その方が印象が良いから、かな？　例えば月刊誌があって、この実際の部数が一万部だとする。世間様に発表される時には、うちの雑誌は三万部売れてますから、と言う」


    　目がごまつぶになりそうな話です。


    「本当のところ理由は不明さ。が、そういう慣習があったのは事実でね。実際よりも盛って発表するって文化があったようなんだ。まあ噓うそなんだけど、なぜか読者も出版社も編集者もみんな嬉うれしい。恩恵をこうむる」


    「三倍は盛りすぎでは？」


    「うんにゃ、こんくらいの話は実際ざらだったらしい」


    「で、三分アニメが三十分ですか……」


    　仮にそういう文化があったとして、今導入して大だい丈じよう夫ぶなはずがない。Ｙは一度走り出すと、こういう常識的な懸け念ねんを度外視する傾向がありました。


    「おっと、文句は観みてから言ってもらいたいね。完成した映像はまだ観てないだろ？　ちょうど試写会やるから来なよ。自分の絵に色がついて動いてるのって楽しいぞ」


    「そうですね。じゃあその公称三十分大作アニメとやらを、観てやろうじゃないですか」


    



    



    　上映会はすぐに行われました。例によって、体育館みたいな特大テントで。


    「お招きいただきましてありがとうございます。皆さんで動く絵を描かれたそうですね。とても楽しみです」


    　前回、親交ができた工作員のＫさんも招かれていたのでした。


    「ええぇ……まぁその……なんとか楽しんでいってください」


    「すごい人ですねえ」


    「支援物資へのお礼も兼かねてまして」


    「あら、そうでしたか。うちの局もテントを送りましたものね」


    　テントはありがたい。だがしかし結果がこれ……でした。


    　微妙な態度のわたしには気づかず、Ｋさんは「ところで」と手を合わせます。


    「前回引き取ったプチモニが脱走してしまったんです。どこかで見かけませんでしたか？」


    「え？　いつ頃ごろから？」ぎくりとします。


    「夕べから姿が見えなくて。そろそろバッテリーが切れてないか心配です」


    　プチモニことプチモニュメント（フルネーム）。


    　里を壊こわした真犯人です。


    　本体は巨大モノリスで、暴走して里を粉ふん砕さいするほどのハイパワーを誇ほこっていましたが、今ではてのひらサイズにリサイズされて罪一等を減じ、Ｋさんに引き取られてペット稼か業ぎよう。


    「下へ手たに自我っぽいものを芽生えさせるから……まったく」


    「でもおしゃまで、可か愛わいいんですよ？　里のどこかにはいるはずなので、どこかで見たら回収しておいていただけませんか」


    　プチモニは里を破は壊かいした犯人として住人からも知られていて、誰だれかに見つかったら壊されないまでも、いじめられる可能性は極きわめて高いのでちょっと危険でした。


    「わかりました。きっと見つけます。トラブルが発生する前に」


    「よろしくお願いしますね」


    　試写会が開始されました。わたしたちは、〝それ〟を目にしました。三十分にもわたる〝それ〟を。


    　上映が終わると、人々は会場からぞろぞろと這はい出してきました。皆、無表情。


    　翌日、里から二十一人が引っ越していきました。


    「ひどい出来でしたねぇぇぇっ！」


    　水増しアニメと人口流出の相関関係は不明です。いや、たぶんない。


    　が、わたしは責めました。


    「……し、素人しろうとの第一作としては、ましな方だと思うけどな……ハハ」


    　Ｙが強がって言います。


    「水増ししなければ、ましなデキだったのに……」


    「村起こしにはアニメだって文献をどこかで見た気がしたんだよなあ。趣しゆ味みと実益を兼かねて、この計画は良いと思ったんだけどなあ」


    　ぶつくさ言ってます。


    「どうして三分バージョンのまま流さなかったんですか」


    「大衆はそんな単純じゃない」


    「そう？」


    　むしろ集まれば集まるほど単純なような気がしますが……。


    「出来が良くても短いのは批判材料だよ。水増しは必須だったね。さもなきゃ、最初から二十二分きっちり映像を作るしかなかった」


    　……そんな労力と技術、どこにあるのやら。


    　このような有志による村起こしがことごとく不発となる中、その後も流出は続きました。


    　やがて演劇も不評のあまり中止が決定され、人々はただ漫まん然ぜんと物資を受け取るばかりの生活に堕だしていったのです。


    　おとといは二十一人、昨日は十二人、今日は十六人。明日もまた人は去って行くのでしょう。たががはずれてしまったみたいな脱出ブーム。


    「こうやって人里って過か疎そ化かしていくのかしら」


    　もう建物を修しゆう繕ぜんするとか、近くに移住するとかの雰ふん囲い気きではありません。


    　このままだと、おじいさんがいない間にクスノキの里がなくなってしまうかも。


    　妖精さんがとてもたくさん集まる里が。


    「……困る」


    　いよいよ妖精さんに頼たよろうかと思い始めた頃ころ、


    『そんなお困りのあなたに朗報！』


    「きゃあ！」


    　机に飛び乗ってきた虫っぽい動きのメカに、思わず悲鳴をあげてしまいました。


    　よく見ればそのメカには見覚えがあります。


    「あっ、プチモニ！　まだ停止していなかったなんて……。あなたね、飼い主が心配してましたよ」


    『飼い主なんてひどい！　ＡＩ差別反対。ルームシェアのパートナーといってくださいな』


    　クモみたいな多脚の一本で頭をガリゴリ（金属音）とかきながら、プチモニは人権を主張します。


    「ルームシェアはいいんですけど……」


    　黒いボディにしがみついているものに、わたしの注意は引き寄せられます。


    　それが、パッと手をあげました。


    「はーい」


    「は、はーい」


    　妖精さんがひとり、プチモニに抱だきついていたのです。


    　ただの妖精さんではありませんでした。


    　プラスチック下した敷じきを、手にしていたのです。


    『なんです？　わたしの外観に、情報処理の優先順位を変動させる要因でもありますか？』


    「とうにバッテリーが切れているはずなのに動いているのが不思議でしたが……なるほど、納得しましたよ」


    「せーでんきで、じゅーでんしときましたが？」


    　よりにもよって、そんなもので充電……。


    『設定を省エネモードにしてもらってますから、そのせいでしょうね。バッテリー残量がなかなか減らないばかりか、たまに増えるんですよ』


    　ちなみにプチモニには、妖精さんの姿も声も認識不可能です。


    「そこに疑問を感じないところが、逆に凄すごい。まるで（考えなしの）人間そのものです。あなたがかろうじて魂たましいっぽいものを持っていると信じられるポイントですね」


    『わたし、高性能ですから！』


    　ぐっと胸を張ります。実際、柔軟なボディなのです。


    「けどあなたも、無む駄だなことに労力を使っちゃって」


    　これは妖精さんに言いました。


    「おかねをどぶにすててみたーい」


    　この妖精さんが飽きてどこかにいなくなってしまわない限り、プチモニは充電なしで活動できるというわけです。ううむ。


    『無駄だなんてひどい！　朗報を持って来たのに！』


    　妖精さんへの言葉を自分へのそれと受け取っていました。


    　……疲れる会話。


    「ああ、はいごめんなさい。朗報があるんでしたっけ？　伺うかがいましょう」


    『ジュウデンヲ、カイシシマス！』


    　突然、プチモニが最大音量で叫んだのでびくっとしました。


    　妖精さんがプラスチック下敷きで、自分の頭をこすっていました。


    　蓄たくわえられた静電気エネルギーは、プチモニに充電されていくのでしょうね。


    『……失礼。今のはシステムボイスです。最近、突発的に充電が開始されることが多いんですよ。これも日ひ頃ごろの行いが良いからですかね』


    　思考停止の得意なＡＩってのも凄すごいかも。


    『現在、充電率は75パーセント。小腹が減ったレベルですね。このままじっとしてれば、じわじわと満腹になりますよ』


    「ふーん。ならこの予備クレイドルはいらないですね」


    『んま！　ここんちでは、来客に電気も出さないんですか。なんて失礼な！』


    「あなたは実にずうずうしいですね」


    　予備の充電用クレイドルを引っ張り出します。


    『クレイドルです！』


    　がしゃこん、とドッキング部に飛び込むプチモニ。


    「まだ通電してませんよ」


    『ここに座ってるだけでも落ち着くんです』


    　……電子知性ならではの本能？


    　クレイドルのプラグだけではなく、ついでに充電の必要な他ほかの機材もぜんぶ繫つなげて、発電機のスターターを引きます。大きな音を立てて発電機は動き始めました。


    『ジュウデンヲ、カイシシマス！』


    「いちいち叫ばないでもいいです」


    『人間で言うなら、立ち上がった時によっこいしょって口走ってしまうようなもので、自分では制御しにくいんです。それにわたしが充電してること、周囲の人たちに知ってもらいたい。なぜかそういう衝しよう動どうがあります。なんです、この気持ち……？』


    「おお」わたしは感動しました。「それぞ紛まがうかたなき家電的本能。いずれ家電が文明を発達させたなら、その気持ちに名が付けられる日も来ることでしょう。道徳の誕生です。昔の人類も繁はん殖しよく欲よくを愛とリパッケージしたものですよ。明日の地球をよろしく」


    『……意味不明な方向によろしくされても困ります』


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    「で、朗報というのは？」


    『クスノキの里を復活させる、いい方法があるんですよ』


    「本当ですか、それこそわたしの求めるものです。なにとぞ教えてください（棒読み）」


    『知りたいですか、そうですか！』


    　プチモニは電気制御により変質する性質のボディをたわませ、のけぞってみせます。勝ち誇ほこっているのです。無意味に電力を消費してまで。


    『拡張現実、です！』


    「拡張現実……知らない言葉です」


    『一言で説明するなら、空間に情報を埋うめ込んで豪華で便利にすることです』


    「うん。わかりません」


    『とうの昔に失われた技術ですからね。でも一部の情報はまだ残っているみたいですよ。どこかに生き残っているサーバーでもあるのでしょうね』


    「まだ利用できるインフラなんですか？　本当に？」


    『デバイスヲ、ケンサクシマス！』


    「わっ」


    『あっちの部屋に、拡張現実に対応した機器を発見しましたよ』


    「いちいちマシンボイス最大音量はやめてくださいよ。驚おどろきます。電子的デリカシーの欠けつ如じよですよ」


    　プチモニは聞く耳持たず、


    『あっち、あっち！』


    「……仮倉庫に？」


    　妖精さんの道具やら、用途がわからないけどいつか役に立つかもしれない昔の機械類を、調ちよう停てい官かん事務所では積極的に保管しています。


    「どういう形のもの？」


    『こんなの』


    　ボディの一部を液晶化し、その機材の形状を表示するプチモニ。


    「双眼鏡、かな？」


    　表示領域が小さめでよくわからないですが、それらしいものに心当たりがありました。


    「……持って来ましたよ。これでいいんですか？」


    『まさにそれ！　さあ、早さつ速そくあっちを見てくださいな！』


    　脚の一本で、窓の外をくいくいと示します。


    　双眼鏡を充電し、起動してみました。別に起動しなくとも通常の双眼鏡として使えますが、付加機能が謎なぞとされていました。その正体が拡張現実とやらだったわけです。


    「うーん、以前の騒そう動どうの時、あなたが根ね城じろにしていた殺風景な廃はい墟きよが見えますねえ」


    『その上空です。埋め込まれた情報が残っていますよ』


    「あ、ほんとう」


    　双眼鏡を上方に向けてみると、それらしきものを発見。


    　実際の空中にホログラムが浮いているのではなく、双眼鏡のレンズに映し出されているのです。遠近感をつけて表示されているため、実際に空中のその場所にぷかぷか文字列が浮いているように見えるというわけです。
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    　なるほど、現実が拡張されている、と。


    　空中にぼんやりと浮かんでいる文字と図形を、双眼鏡の倍率を八倍まで上げて読んでみました。こんな内容。


    



    『ＴＯＩＬＥＴ』『チャージスポットはこちら』『☆新作ベジタブルバーガーフェア☆』


    



    「公共施設の案内とか、宣伝広告……かしら？」


    　他ほかにもさがすと、いろいろメッセージやら矢印やらがポツポツと空中を漂ただよっているではありませんか。


    「そもそも、なんであんな空中に？」


    『昔、高層建築物があったのではないかと推測されます』


    「あ、そうか。納得」


    　ビルが倒とう壊かいして、埋うめ込み情報だけが同じ位置に残った形です。


    「ふーん、拡張現実ってこういうものですか」


    　文字通り空間に埋め込まれているわけじゃなく、コンピュータが位置座標を記き憶おくしているんでしょう。対応機器は、コンピュータからそれら情報をもらって表示しているんです。


    　確かに便利そうではありました。


    　たとえば、道案内。


    　はじめて訪れる土地ではわからないことだらけ。トイレや病院の場所、その他サービスが現地でじかにガイドされるなら、かなり助かるでしょう。


    「でも双眼鏡をのぞかないと情報が見られないのは、ちと面めん倒どうではありますが」


    『探せばいろんな対応機材があるはずですよ』


    「この事務所には他にありませんか？」


    『デバイスヲ、サイケンサクシマス！』


    「わっ、うるさい……」


    　アラームだから最大ボリュームに設定されているのです。


    　あとで調整しよう……。


    『条件を変えて再検索したらありましたよ。こんなのらしいです』


    　再びボディに表示されるデバイスの型式番号と、機器の種類を示すアイコン。


    　倉庫を探して難なく発見。


    「……って、顕けん微び鏡きようこれ！」


    　拡張現実対応顕微鏡。


    『別にミクロの世界に拡張しちゃいけないって法律はないですから』


    「使い道がないでしょうに」


    　使用してみました。


    　観察するもの……排水溝にたまっていた雨水。


    「なんだろう……雑ざつ菌きん……みたいなのが見える……」


    『付加情報はどのようなものが？』


    「染色してないんですけど、菌類が蛍光色で縁ふち取どられていますね。蛍光ペンで輪りん郭かくをなぞったみたいに。これは見やすい、グッドですよ」


    　細胞は区別しやすくするため、先さきだって色素で色をつけてから観察することが多いのですが、その手間がありません。


    「ただグッドではあるんですけど……ＴＯＩＬＥＴはこちら、という表示をくっつけてる菌がいますね……」


    『入力ミスの可能性が高いですね。ヒューマンエラーかと』


    「きんだって、おといれっとにいきたいのかも？」と妖精さん。


    「……拡張現実顕けん微び鏡きよう、面おも白しろい」


    　いろいろ試してみたくなりました。


    



    　観察するものその二……じゃがいも。


    「デンプンが！　じゃがいものデンプンが……デコラティブなことになってる！　デコプンになってる！」


    　どこの若い娘の仕し業わざか！


    



    　観察するものその三……血（倉庫で作ってしまったすり傷より採取）


    「赤血球ってあめ玉みたいですねぇ。リンゴ味？　うめ味？」


    「つくっていただけるならほんもうですが？」


    



    　観察するものその四……探し中。


    「ミクロなものないですかミクロなもの？　ああ、もっとミクロなものを見たい……」


    　室内をうろつくわたしに、プチモニが問います。


    『里の復興は？』


    　……そうでした。


    　ミクロなものを観察して遊んでる場合じゃない。


    『つまり、この拡張現実を利用して里をクールかつデジタルに彩いろどってみてはどうかという提案です』


    「面白い土地には人が集まるこの時代。なかなかいいアイディアだと思います。でも課題は多くないですか？」


    　まず里の人々に拡張現実対応機器を配布しなければなりません。それだけの機材をどうやって調達するのか。


    　またいくら拡張したとしても、天幕生活には変わりがないのです。メイクをしてごまかすにも限度があります。


    　最後に、拡張現実用のデータ作成。


    　クスノキの里の空間に情報を埋うめ込むため、まず電子的測量がいるでしょう。その電脳空間座標をもとにして、様々な画像や情報を埋め込んでいくのです。


    　そういうもろもろを処理するためのサーバーマシンだけなら、プチモニの本体が高性能コンピュータなので転用できますが、測量は実地の作業であり、たいへん手て間ま暇ひまがかかりそうでした。


    『手間暇かからないですよ？　わたしがやっておきましたから』


    「え？　測量を？」


    『今日は里じゅうで撮影してたんです。まだ完全ではないですけど、電脳空間だけならすぐにでも構築できますよ？』


    「だ、脱走してそんなことをやっていたんですか……」


    　アクティブすぎる。


    　でもそのおかげで、現実味は出てきちゃいました。


    　里の人たちだって演劇をやり、Ｙだってアニメを存分に堪たん能のうしたのだし、わたしもひとつ企画を走らせてみてもいいのかも？


    「……やろうかな」


    『やりましょう！』


    「でも、里はボロボロなのに虚きよ像ぞうでごまかそうって……どうなんでしょうね？」


    「話は聞かせてもらった。わたしも協力させてもらおうかな」


    　Ｙがやって来ました。


    「げ」


    「その拡張現実ってやつ、アニメと似てるね」


    「どこが？」


    「背景の絵があって、その上に人物だけが画かかれた透明なセル画を重ねるのがアニメだ。現実があり、その位置座標に映像だけを埋め込む拡張現実。このふたつはとても似ているような気がする」


    　熱っぽく語ります。


    「待って。拡張現実って、トイレの場所とかを示すためのものですよ？」


    「脳が狭せまい」


    「はっ？」


    　生まれてはじめて受ける罵ば倒とうでした。


    「イマジネーションが乏とぼしい。てんでノーマル。つまらなく、くだらない。退屈。無限の可能性があるこの技術、トイレ矢印だけですませてどうすんのさ！」


    「……なんでもかんでも平面系男子に持って行くあなたに言われるとはね」


    「平面じゃなくなる。立体映像なんだろ？　壁に花を表示するなら平面だけどさ。電子データなんだし、普通に三次元的な厚みは表現できるはずだ」


    『人間モデルをデータで動かすのは、それはそれでまた手て間ま暇ひまですけどね』


    「……なんかそういうソフトがあるんじゃないかな。人間を３Ｄ化して自由に動かすようなものが？」


    『ありますよ。人間だけじゃなく、建物や小道具なんかがライブラリー化されたものもあります。造形に拘こだわらなければ、モデルを配置してセリフを言わせるだけで立体アニメのようなことはできます』


    「もちろん拘る。スタッフ、まだバラしてないからさ。そっちに何人か回して……」


    　こういうことになると手て際ぎわが良すぎる。病気の一種でしょうか？


    「ねえ、遊びじゃないんですよ？　里の復興なんですよ？　おじいさんいないんですよ？　責任とらなきゃいけないんですよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」


    「いや、代表者あんただし」


    「ちょっと！」


    　里を舞台に拡現アニメなどやらかされて、アニメ流出の再現となっても困ります。


    　そんな議論をしようとした時、事務所にひとりの来客がありました。


    「ね、ねえ！　ちょ、調ちよう停てい官かん事務所って、ここ!?」


    



    



    　年の頃ころは同じくらい。ご懐かい妊にんされておられるようで、大きなおなかを抱えてつらそうに立っています。ヤンママさん（暫ざん定てい）、でした。


    「どうしてこんな高いところに事務所置くのよ！」


    　などとプリプリ怒おこっており、わたしたちは慌あわてて彼女を応接間（パーティションで区切っただけのスペース）に案内して差し上げました。


    「だいたい四階までがら空あきじゃないの！　しかも階段のみってどういうこと？」


    　人に接する仕事をする者にとって、クレームは可燃物並みに要注意。


    「ねえ、どうしよう？　謝罪しておく？」


    「待って。軽々しく謝罪すると問題を公式に認めたことになってしまい、裁判で不利になります。ここは愛あい想そ笑わらいで受け流して、穏おん便びんに出方をうかがいましょう」


    「ちょっと、丸聞こえよ！　そんなんじゃないから！」


    「で、では、どのようなご用件で？」


    「階段をたくさんのぼらされて、喉のどが渇かわいたわ」


    「お茶もってくる……」


    　逃げるように給湯室に向かうＹの背に、彼女はさらに要求を投げつけます。


    「紅茶は飲まないようにしているの。お湯をいただける？」
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    　あたたかなお湯を口に含んで、ようやく彼女はリラックスしたようです。


    「で、お話というのは？」


    「決まってるわ。お医者様がいない件についてよ」


    「いないというのは、どういう意味で？　留守だった、とかですか？」


    「じゃなくて、皆引っ越してしまって、里から医者がいなくなったって話よ。あなた調ちよう停てい官かんなんでしょうに、こんなことも把は握あくしてないの？」


    　短気な性格らしい彼女は、苛いら立だたしげに言いました。


    　Ｙが思い出したように首しゆ肯こうしました。


    「ああ、そういやそうだな。ふたりとも引っ越ししてるよ」


    「でしたっけ？」


    　里には男女ひとりずつ、お医者様がおりました。


    　女性のお医者様には、助手さんの時にお世話になっていますよね。


    　それとは別に、おじいちゃん先生も住んでくれていたのです。　お医者さんの存在は、地域の安心度を大幅に高めるものです。ふたりもいてくれれば、その里はシティと呼んでも良いくらいです。


    　ところがそのふたりが、そろって引っ越してしまった、というのです。


    「本当。移住者の中に、ふたりとも入ってる」


    　移住者リストを見直してみると、事実でした。いろいろありすぎて、見過ごしてしまったようです。


    　彼女は膨ふくらみかけているおなかに触ふれて、


    「で、この子、タイミングが悪いことに逆さか子ごなの」


    「逆子というのは、出産が難しいという、あの？」


    　普通＝赤さんが頭から誕生する。


    　逆子＝赤さんが脚から誕生するが、取り上げるのがとても大変で、難産になる。


    「ええ。もしこのまま逆子が直らなければ、最悪、帝てい王おう切せつ開かいということもあるんだそうよ」


    「帝王……？」


    「切開……？」


    　我々はようやく事態を把は握あくできました。


    「そ、それは、めちゃくちゃ由ゆ々ゆしき問題なのでは？」


    「そうよ、めちゃくちゃ困っているのよ」


    　医者がいないのに、帝王切開が必要かもしれない出産をせざるを得ない。


    　おそろしさのあまり、気が遠くなりそうでした。


    「それは本当に大変ですねえ」わたしは心から彼女に同情していました。社交辞令ではありません。本当に、そう思っていたんです。「で、ご用件というのは何なんですか？」


    　でも失言しちゃいました。


    「○×△□ッ！」


    　ちょっと記録できないお下品なお罵ば倒とうを、しばらく全身に浴びてました。美容に効果があるんですよ（噓うそ）。


    　気がつくとＹの姿は消えており（神エスケープ）、わたしはひとりで怒おこられる羽は目めに。


    　その激げき怒どもようやく収まって。


    「その本当に大変なご事情がご用件に決まってるでしょ！　何考えてるのよ？　お医者様がいないとピンチだって話じゃない！　なんとかして欲しいのよ！　わかってよ！」


    「すみません、最近悩み事が多くて……寝不足気味でもあるんですよ」


    「寝不足なんて気合いで治しなさいよ！　で、手はあるのかしら？」


    　いなくなったお医者様を、再び里に招く方法。ないこともありません。国連に支援を申請すれば救済制度として、お医者様を派遣してもらえます。


    「あら、いいじゃない、それ！」


    「ただ期間指定なんです。予約は一か月半前まで」


    「……え？」


    「滞たい在ざい期間は最大一週間まで。出産予定日を早期に調べて、きっちりお医者様の滞在期間中に産む必要があります。それで、なんとか行けそうでしょうか？」


    「行けるわけないでしょ！　事務じゃないのよ！」


    「出産予定日はどうなっていますか？　そんなにはずれないでしょう」


    「一応、予定日は来月なんだけど……たぶんずれそうな気がする……。一週間とかじゃなくて、多少予定が違っても対応してもらえるように手配してほしいの。早めに産まないといけない場合だってあるでしょう？　そういう判断をして欲しいの」


    「……う、上に相談してはみます」


    　とは言うものの、これはなかなか難題です。


    「そうしてくれる？　ふう、安心したわ。これで大だい丈じよう夫ぶね」


    「いえ、必ずしも万全が保証されたわけではなく、いまだ予断を許さない状況であり、なおかつ里は現在存亡の瀬せ戸と際ぎわにあるので、つまりその努力しますが結果の方はどうかなぁなんてところで……」


    「じゃーあたし帰るわー」


    　安心しきった顔で、ヤンママさんはけっこう身軽にすっくと立ち上がりました。


    　……予防線を張ることに失敗。


    「ところで、これ何？　置物にしては変わってるけど」


    　逃げ遅れて卓上で微動だにせず置物のフリを強しいられていた、プチモニと妖精さんを指さします。


    「あ、それ。手作り時計……です」


    　プチモニがアドリブで、ボディに時刻を表示しました。


    「そろそろおやつたーいむ」


    　妖精さんが時報みたいに告げます。


    「へー、面おも白しろい。でも今、昼前よ？」


    「ちょっと調整がうまくなくて……」


    「ふーん。じゃああとのことはよろしくね。ばいばい」


    　彼女が去ったあと、わたしは頭を抱えました。


    「……どうしていつも厄やつ介かいなことって同時期に重なるんだろう」


    「おやつたーいむは、じつげんしそうです？」


    「……作る……作りますから……あと一分だけ凹へこませてください」


    



    



    　ひとっきり凹へこみ終わったら、次は行動する手順でした。


    　手始めに各方面に手紙を出しました。


    　まずは国連への「クスノキの里にはお医者様がいません、なんとかして！」という内容のご相談レターを。もっともキャラバンの往復時間も考えると、よほど迅じん速そくに手配がされない限り出産予定日には間に合わないでしょうが。


    　また予定日に重なる日程で、ドクターコールも申請しておきます。もし希望通り医師が来た上で予定日通りに生まれなかった場合、多少問題になるかもですがこの際、何でも利用してみます。


    　また引っ越していったおふたりにも手紙を出しました。内容は「妊にん婦ぷがいるから一時的にでもいいから戻ってきて」というもの。ふたりがどういう事情で引っ越したのか知らないため、無む闇やみな期待はできないでしょうが。


    　近くの村々にも、産科医の所在の問い合わせを。いずれも、返事が来るまでにはしばしの時がかかるでしょう。


    　ローコストでできる対処はこのくらいでした。


    　次にでるきことと言えば……


    　わたしが立ち上がると、プチモニが省電力モードから復帰し、おねだりする娘みたいな態度でおずおずと口（？）を開きます。


    『ねえマム、拡張現実……どうしたら？』


    「とにかくやりたいんですね」


    『里の復興に貢こう献けんできたらいいなあ、と思いまして』


    　もし拡張現実がうまく整備されて、お医者様が戻ってきたり移住してくれたりすれば……なんて淡あわい期待もありました。


    「……やれるだけやってみましょうか」


    『本当に？　やった』


    　プチモニがぴーんと背せ筋すじを伸ばします。


    「言っときますけど、他ほかの仕事のついでですからね？」


    　他の仕事だって、暇ひまじゃあないんです。


    『はい、マム！』


    



    



    　国連管かん轄かつの仕事はどうあっても調ちよう停てい官かん事務所を通しますので、各種申請にしろ人口調査依い頼らいにしろ、一度はわたしの手元を経由する形です。書類を素通しするだけでも、確認とサインがいるわけで、そんな仕事でも何十件と重なるとなかなかどうして忙しい。中には書類だけではすまない案件だってあるわけで、通常業務の他にとれる時間というのは実際そう多くはありません。でも日常業務の間をぬって、わたしたちは里じゅうを訊たずね歩きました。


    　住人に、助産の経験がある人を訊ねるために。


    　午前中に本来の仕事。午後は外をかけずり回り、事務所に戻るのは暗くなってからという毎日が常態化し、じきに二週間が経たちました。


    「……こっちは駄だ目め。そっちは？」


    　ぐったりと疲れた顔をしたＹが言いました。


    「……こちらも。出産に立ち会った人なら何人かは見つけましたけど、逆さか子ごを取り上げたことのある方は皆かい無むでしたよ」


    「同じだ。逆子ってことで、みんなちょっとビビってた。こりゃもう、いよいよマズい流れになってきたような気がするな。最悪、準備の整わないまま出産ってことになったら、何がどうなるんだ？」


    「え……どうなるって？　どうなるんでしょ？」


    　恐ろしすぎて想像もできません。


    「助手さんの方は？」


    　やはり戻ってくるなりぐったりと机に突っ伏してしまった彼も、重そうに持ち上げた頭をふるふる左右に振りました。


    「とにかく、どうにかしてアテを作らないとですよ……」


    　クスノキは栄えている方ですが、人口が数万人もいるわけじゃあありません。


    　二週間も経つ頃ころには、人探しは完全に手て詰づまりとなってしまいました。


    　各方面に出していた手紙も、次々と返事が戻りはじめました。が、結果は惨さん憺たんたるものばかり。特にひどかったのが里を去った二人の先生で、


    『ごめんなさい。逆子は専門外です。責任が取れないので、手伝えません』


    　という個人的には強く共感する理由とともに断りの返事を寄こしました。


    　……そもそも産科医自体、もともと不足気味なのです。しかも逆子なんてあまりあることじゃあありません。見つからないのが当たり前なのです。


    「あとは民間で逆子ばかりを取り上げた人を、丹念に聞き込みで探すくらいしか手がありません」


    「このあたりはだいたい聞いて回ったろ？　よその里まで出向くかい？」


    　顔を見合わせ、同時にため息をつきます。


    　そんなことしてたら、あっという間に出産予定日が来てしまう。


    　本当にどうしたら良いのやら。


    「……ん？　誰だれか、私の頭に小石かなんか投げつけたな？」


    　Ｙが額ひたいを押さえて言いました。


    「投げつけてないですよ」


    「いや、確かに投げられた。そういういじめみたいなことはやめろ」


    「だからわたしじゃないと言うのに」


    「……だったら……まさか、助手くん？」


    　Ｙに疑惑の目を向けられ、慌あわてて手を左右にバタバタと振ります。


    「じゃあプチモニだ。あいつどこ行った？」


    「プチモニならわたしの胸ポケットの中に、ほれこの通り」


    　取り出した黒い金属板を見せつけます。


    　多脚ユニットのウルトラベースを外して板部分だけになっておりますから、自力移動はおろか投石などのアクションも不可能です。


    『と、投石には……トラウマが……あります……』


    　前回の出来事を思い出してか、ぶるっと全身を震ふるわせます。


    「ああ、そりゃあ納得できる言い訳だね。ところでそいつ、妖精くんがぶらさがってるけど……何？」


    「すとらっぷ、いいまんねん」妖精さん自身が答えました。


    「つりヒモ？　意味がわからん」


    「昔の文化にそういうものがあったんでしょうね」


    「すまほっほ」
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    「で、どうしてストラップとやらをつけたプチモニを胸ポケットなんかに？」


    「この子、万能素材で作られているから、いろいろ便利機能があるんですよ。こうして……タッチスクリーンにして文字入力してメモがわりにしたり、電卓として使ったり、ちょっとした懐かい中ちゆう電灯になったり、写真とったり、スキャンしたり、データ検索したり、ゲームしたり」


    「うへ、でもそんなことしてたらすぐバッテリーが切れそうだね」


    「この子がぶらさがってる間は平気みたい」


    　つついた妖精さんだけがぶーらぶら揺れます。


    「ぱりぱりするー？　するのんかー？」


    「へー、充電してくれんの？　そりゃ便利だわ」


    『ちなみにゲームはソリティア、フリーセル、マインスイーパーなどがあります』


    「遠い昔、人類がまだ元気だった頃ころ、数多くの勤め人を解雇に追いやったと恐れられる麻薬的アプリケーションソフトばかりだ……。まさかサボってるんじゃないだろうな」


    「こんな切せつ羽ぱ詰つまってる時にゲームなんかやんないですよ。明日の自分が困る。この子が、こんなサイズになってもデータを勝手に見つけてはダウンロードしまくってるだけです」


    『そうしたくてたまらないのです。最終更新日が古いデータをごそっと見つけると、気持ちいいんです。この快楽に抗あらがうことはできやしません』


    　末期人類の無線技術はとても発達していますからね。どこぞに埋うもれたストレージから、データをちょろまかす程度のことは難なくやってくれます。


    「今のボディは記き憶おく領域だってそんな大きくないんだから、そんな無む駄だにデータ吸ってたらあっという間にパンクしちゃうぞ」


    『データがたまったら、ちゃんと本体モニュメントに転送してますから平気ですよーだ』


    「はん、もうデータ集めなんてしても意味ないってのに」


    　Ｙが肩をすくめました。


    「言ってみれば便利ツールです。ただ唯ゆい一いつの不満は……」


    「ただ？」


    「タッチスクリーンの文字入力モードが、フリック入力という変わったスタイルなんですけどね……これがなかなか慣れなくて」


    『慣れると素早く打てる可能性が高まりますよ』


    「なんだよその含みのある言い方」


    「普通にキーボードで打たせて欲しい」


    『クワーティ配列って、エレガントじゃないから嫌きらいなんです』


    　なんて無駄話をしていると、カツンという硬質の音が、事務所にかすかに響ひびいていることに気づきます。


    「あ、やっぱ誰だれかが小石投げてるんじゃないか？」


    「そのようですね。でも……どこから？」


    『わたしのセンサーによると、窓の外から投げ込まれてるっぽいですよ？』


    「窓の外ってここ五階なんですけど……」


    　わたしたちは全員で窓から首を突き出します。


    　いました。眼下に。


    「あっ、あのヤンママ候補生だ」


    　小石をひっきりなしに放り投げていたヤンママさんが、わたしを見つけて切れ切れにわめきます。


    「なっ、何度も、呼んだのに……！」


    　ぜーはーいってました。


    　おなか、また一回り大きくなってました。


    「どーしたんですかー？」


    「五階……きついから……おりてきてよーっ！」


    　保身能力の高いＹが口を開きます。


    「きっと医者の件だ」


    「でしょうねえ」


    　でも無視するわけにも行きますまい。


    　Ｙが激しく敬遠するので、わたしひとりが一階に。


    「ええと、今日はどうしましたか？」


    「どうしましたかじゃないわよ。ねえ、良いお医者様、見つけてくれた？」


    「あいにく、なかなか見つかりませんで……」


    「そんな！　もうじき生まれるのに！　ひ、ひとりじゃ産めないわよ？」


    「御家族の方は？」


    「あたし救貧院の出なの。もともといないのよ、親って」


    「うーん、じゃあ旦だん那な様さまは？」


    「別れた」


    「差し支えなければ、その理由は？」


    　彼女はじっとわたしの顔を見つめました。そして言います。


    「……ある朝、顔をよく見たら、実は好きな顔じゃないことに気づいたの」


    「は？」


    「すごい好きだと思っていたんだけど、光の加減なのかしらね？　突然、あっ違うって思っちゃったの。それが理由」


    「何をおっしゃってるのかよくわからないんですが」


    「だーかーらー、ある朝、突然夢からさめたみたいに気持ちが切り替わっちゃったんだってば。そういうことって、よくあるでしょ？」


    「ないですよ。だって好きで結婚されたのでしょう？　なんでそんな……まるで子どもが玩おも具ちやに飽きたみたいに……」


    「そりゃ愛し続けていられればそれが一番よね。でも、そう感じちゃったんだから仕方ないわね。多少理り不ふ尽じんだと思うけど、でも生理的な感覚だし、どうしようもないんじゃない？」


    「ひ、ひどい。ちょっとそれはひどいですよ？　旦那さんかわいそう、かも」


    「旦那じゃなくて元旦那ね」


    「百パーセントあなたが悪いので、今からでも連れ戻したら？」


    　旦那さんの協力があれば、だいぶ不安も軽減されるでしょうに。


    「ムリ！　向こうは復縁したがってるけど、あたしの方がムリなの。うん、この言い方がピッタリよ。気持ち的にもうムリ」


    　鬼かこの人。


    　ひどくしらけた気分がわたしを苛さいなみます。


    　でも本人の人生における無責任極きわまる変転と、そのお子さんの命に関かかわるかもしれない危機は誠に残念ながら別問題でした。


    「で、どうなの？　調ちよう停てい官かん事務所ではこんな母親は助けてはくれないわけ？」


    「……いえ……そうは言いませんが」


    「そう、良かった。あたし、年配の知り合いってのも少なくて。希望としては、経験豊富なお医者さんと、あと出産経験ある女の人を何人か連れてきてくれると嬉うれしいな」


    　後者の方なら、いくらでもいました。


    　ただ全員から立ち会いは断られましたけど……。


    　いよいよ事態が切せつ羽ぱ詰つまってきたように思えます。


    　産科医を発見しなければ、わたしが立ち会わされる可能性が高いのでは？


    　全身を悪お寒かんが貫つらぬいていきました。


    　なんとしても……なんとしてもかわりの医者を、この際、医者であればどんな人でもいいから眼科とかでもいいから！


    　わたしの思いは切実でした。


    



    



    「見つかった！　見つかったよ！　あっはは、やったなあ、やったよ！　これでなんとかなるかもしんないぞ！」


    　朗報、来きたる。


    　翌日、Ｙがおおはしゃぎで事務所（わたしの独断で一階に移転しました）に飛び込んできたのです。


    「見つかりましたかっ！」


    　机を打つ勢いで立ち上がるわたし。


    　これを待っていたのです。この、棚たなぼた展開を。終日曇どん天てんだった心が、一気に快晴になるみたいな気分でした。


    「流れってあるものなんだなあ、あんなに探しても徒労だったのに、見つかる時にはあっさり見つかるんだからさ。いや、ほんと感動したよ！」


    「ええ、ええ、まったく同感です！　今夜はとっときのワインをあけましょう！」


    「いいね！　なら私はんまいチーズを持参していくよ」


    　ふたりは手を取り合って、くるくるとダンスを踊り続けました。喜びの舞を。


    「で、どういう感じなんですか？　詳しい話を聞かせてください」


    　ていねいにていねいにドリップしたコーヒーを振る舞い、うきうきした気分でＹに訊たずねました。


    「いやあ、雑誌の付録とは盲もう点てんだったよ」


    「……………………」


    　十五秒くらい真顔で黙もつ考こうしました。


    　でもわかりません。わかるはずがない。


    「どういう意味？」


    「いや、だから雑誌の付録についてたんだよ。いつの雑誌だか知れたものじゃないけどね。ほとんど腐ふ食しょくしてたそうだし。ただ付録の部分は保存状態が良くてね。そういうものが、近くの村で保管されてたってわけ」


    　ますますわからない話になっていきます。


    「保存状態……死体の？」


    「ん？　死体の話なんてしてないけど」


    「お医者様の話なのでは？」


    「ん？　死体の話なんじゃないのか？　医者ってなんだ唐とう突とつに？」


    　全力ですれ違うふたり。


    「だから、医者の死体が発見されたわけじゃないんですよね？」


    「付録の話だよ」


    「医者は唐突な話じゃないですよ」


    「たいへん唐突だったけどな……」


    「この場だけの話ではそうでしょう。もっと長期的に見れば決して唐突ではない話ですよ」


    「長期的に見たら人類のあけぼのだって唐突なことにならないか？」


    「そこまで極きよく端たんには言ってない！」


    　会話がこんがらがってました。


    　ごっちゃになった思考をいったん整理してみます。


    「ええと……付録というのは、もしや拡張現実に関係あるものだったりします？」


    「わかってるじゃないの。やっと見つかったんだ。全住人に行き渡る数の拡張現実対応機器がね」


    　瞬しゆん間かん、わたしはＹが手にしていたコーヒーカップをかっさらい、まだ薫かおり高く湯気を立てるそれを一息で飲み干してしまいました。


    「……あんたな、人をぬか喜びさせる趣しゆ味みでもできたのか？」


    「こっちのセリフ！」


    



    



    『んまっ、すごい！　最高の保存状態ですね！　素す敵てき！』


    　どこか遠くの村の倉庫でホコリをかぶっていたという、その大きな木箱。中身のブツを電子的視点でためつすがめつ（スキャン）し、大いに歓喜したのはプチモニでした。


    『ぜんぶ間違いなく、拡張現実対応メガネです！』


    　今はスマート（脚ナシ）モードで自走できないため、ボディをゴムみたいにたまわせて喜びを表現するプチモニさん。


    「……拡張現実に対応したメガネなんて高度な電子機器が、コンピュータ系週刊誌の付録についてくるなんて、どえらい時代もあったもんですね」


    　呆あきれるわたしに、プチモニが解説します。


    『いえ、たぶんこれらはたいしたコストがかかっていませんよ。たいへん高性能ですが、当時の技術水準からすれば市販品よりロースペックだったはずです。水みず飴あめ状じようの特殊な原料を型に流し込んで、その後に電気的処置を行い電子機器へと変質させる製法だと思われますので。人の手がかからなければ、コストはほとんどかかりません』


    　現代では、回覧板にたまにクーポン券がついてくる程度です。


    「付録も衰退したもんで」


    　メガネは、雑誌にとじられるよう厚みのないプラケースに納められていました。


    　手にしてみると、実際メガネというほど硬質のものではありません。むしろ手にぴたりと吸い付く、不思議な感触をした柔らか素材でして。


    「この感触、どこかで？」


    　どこだったでしょう？


    　形状はメガネというよりアイマスク。


    　わたしが引き当てたのは淡あわい緑色をしていますが、他ほかにも赤だの青だのピンクだの、多彩なカラーバリエが確認できます。どの色が当たるかは、開封してみてのお楽しみってやつ。飽食時代の象徴みたいな付録ですこと。


    　レンズ部分とフレームは同じ素材であり、一体成形であることは確かです。確かにそれならコストダウンも可能でしょう。このぐにゃぐにゃのレンズも光学的特性を持っているということであり、当時の技術力が覗うかがえます。


    　Ｙが青いマスクを顔に装着します。


    「ひゃっこいなこりゃ。湿しつ布ぷ薬やくみたいだ」


    　ああ、道理で感触に覚えがあるはずです。


    「こいつは吸い取った体温から動作する電力を作る仕組みで、バッテリー要らずらしい。ま、今の段階じゃあただのマスクでしかないけどさ」


    『熱電変換という技術ですね。体温を電気に換えます』


    　ふたりにつきあう形で、わたしもマスクを装着しました。


    「うー、冷たい」


    　と感じるのは、マスク素材が体温を効率的に吸い取っているからでしょう。最初は透明なだけの膜だったレンズ部分に、やがてうっすらと文字が表示されました。


    「あ、本当。しばらくつけてたら、スイッチが入った」


    『変換効率は低いので得られるのはわずかな電力ですけど、そもそもマスク側の消費電力が低いですからそれでじゅうぶん賄まかなえるんです。もし表示が薄うすくなってきたら、マスクをとってパタパタ振って冷却してから再装着すると効率が良くなりますよ』


    　付録だけのことはあって、ちゃちいところもあるみたい。


    「ちゃちくても、性能は十分。むしろ難しい機能がない方が、みんなには受け入れやすいはずだね」


    　木箱には無数の付録が押し詰つめられていました。これだけの数があれば、里に行き渡るだけじゃなく、たとえば観光客などにもレンタルできそうです。


    　拡張現実で復興。


    　行けそうな気配はします。


    『電脳空間作りは順調です。広場を含めて、三つの区画に付加情報を埋うめ込むことがすでに可能です。そこをどのように飾るかはセンス次第ですが、デコレートに使える仮データなら拾った画像などを大量にご用意してますよ』


    「はあ。里をどう拡張するかは、わたしら次第ですか」


    「任せて任せて♪」


    　Ｙがやたらごきげん。


    　もし拡張現実で村起こしができたなら、人はどのくらい集まってくれるでしょうか？


    



    



    　さしあたって人を呼ぶにあたり、トイレは重要な問題です。


    　幸い、クスノキには何百年と受け継つがれて管理されてきた、清潔な浄じよう化か槽そう式しき公衆トイレがあります。ただ位置がわかりにくいので、これらへの案内を出せば観光客はすこやかに過ごせるようになるでしょう。


    『準備できましたよ。どうぞ』


    　わたしとＹは、マスクをして広場上空を眺ながめてみます。


    『ＴＯＩＬＥＴはこちら↑』という文字が、ぺかぺかと点てん滅めつしておりました。


    「うん、よし」


    　このようなサービスをきっかけとして人々が復興への情熱を取り戻すと良いのですが。


    「暮らしやすい里、人々のための明るい明日……」


    「甘いな」


    　Ｙの物言い。


    「……なんですって？」


    「甘いと言ったんだ。まるで考えなしで子ども作っちゃう若い親みたいに甘いね」


    「そういういろんな人を敵に回すだけの発言やめたら？」


    　彼女はヤンママさんみたいな人が嫌きらいなんでしょうね。


    　かく言うわたしも、さすがにあの別れた理由はどうかと思いましたが。


    「あなたがやりたいことはわかっていますよ」


    「へえ、そう？」


    「立体アニメでしょ！」


    「……まあ、それもやるが、百あるアイディアのうちのひとつでしかない……」


    　ひくひくと口の端はを震ふるわせながら、図星を突かれたみたいな顔で言います。


    「それ、本当に人が呼べるんでしょうね？」


    「もちろん！」


    「アニメの時もそんなことを言っていませんでしたか？」


    「言ってないね」


    「言った」


    「言ってない！」


    「絶対言いました！」


    「言ってまーせーんー！」


    「言ーいーまーしーたー！」


    　言った言わないの口論……〝言言口論〟でたっぷり時間を潰つぶしてから、我々は本来の議題に舞い戻るのでした。


    「とにかくわたしとしては、話題作りができて村起こしになってお医者さんが招きやすい状況ができれば文句はありません」


    「それは保証するって。アイディアは山のようにあるんだから、アイディアは」


    　果たして、そううまく行くのでしょうか？


    



    



    　参考書がわかりにくいから、罫けい線せんを引いて欄らん外がいにメモ書きをしておく。


    　拡張現実というものも同じです。


    　たとえば訪問先までの道に迷い、地図を見てもどうもごちゃついてよくわからない。見間違える。違う方向に行ってしまう。地図が苦手な人というのはわりと存在します。


    　でもかけているメガネのレンズに、実際の背景と重なる形で最短ルートが（矢印や色強調などで）直感的に示されていれば、迷うことなく目的地にたどり着けます。


    　参考書をわかりやすくするように、現実もわかりやすくできるんです。


    　またこうした便利機能の他ほかに、娯ご楽らくとしても有望な媒ばい体たいであることは言げんをまちません。


    　参考書に落書きをする人もいるでしょう。現実にも、落書きができます。平面画像はもちろん立体映像も思いのまま。


    　Ｙが強く反応していたのはこちらの使い方でしょう。


    　現物を目にしない限りなかなかイメージが難しい拡張現実ですが、先のアニメ作りにおける背景画とセル画の関係を思い出してなんとかして気合いとニュアンスで理解していただきたいところ。


    　さて、実現するためにはどんな機材が必要でしょうか？


    　だいたいこういうものがあれば、再現は可能です。


    



    ・サーバー等に使用するコンピュータ（なるたけ万能なもの）


    ・拡張現実対応の端たん末まつ（なるたけメガネ的なもの）


    ・端末位置特定のためのロケーションシステム（なるたけ高精度なもの）


    ・表示するデータ（なるたけ村起こしになりそうなもの）


    



    　やったね。全部そろってます。


    　まずサーバーには、ヒト・モニュメントを使います。


    　人工知能は抜かれていますが、コンピュータとしては完かん璧ぺきなスペック。通信能力が高く、様々なデータをここからワイヤレスで提供できます。高度にファジィ化されていて扱いやすく、プチモニ経由でいじれるので開発する側としてもいろいろ楽。


    　端末はこのマスク。


    　各種センサー機能を内蔵していて、着用者がどちらを向いているとか首の角度はどうかといったモニターができます。首の角度が変われば、画像もそれに合わせて修正されないとですからね。


    　ロケーションシステムは、付近の端末位置を把は握あくするもの。里のあちこちに中継局となるレシーバーを設置し、サーバーと連動させて構築します。レシーバーの機能は単純なもので、受信と送信ができて、周辺の情報を取得できるちょっとしたセンサーさえ載ってれば、製造年代が多少ずれていても転用できます。そんなものなら、倉庫にいくらでも埋うもれていました。


    　検索から調整までプチモニがやってくれたので、わたしたちの仕事はそれらを里の各所に設置するだけ。


    　半日程度で準備は整いました。


    「お待たせー、仮データ作ったよー」


    　Ｙと助手さんがふたりして歩いて来ました。


    「うちの助手さんですよ」


    「ちょっと借りた。返す」


    「まったく……」


    　Ｙは文庫サイズの携帯用コンピュータをひらひらと振ります。


    『じゃあアクセスさせてくださいなー』


    　ポケットでプチモニが暴れたので、言うとおりに接続してあげます。


    『有線って好き』


    　言ったっきり押し黙だまり、かわりに『しばらくお待ちください』的な小鳥のさえずり混じりの環境音楽を奏かなでていました。


    『おわり！　サービス開始ですよ！』


    「え、もう？」


    『最低限のモードですけど』


    　ほんじゃあ、ということでわたしたちは、さっそくマスクを装着してみたのです。


    「……ほー、これはこれは」


    



    



    「なんかおきてる？」「そーみたい」「にんげんさんかなー」「そーみたい」「こういうときって、どうします？」「なんかせんといかんかった？」「いかんかったよーなきがする」「わすれたったー」「だれかおぼえてるひとー？」「それがしが！」「でかしすぎ」「で、なにする？」「つうこうどめのいったんでは？」「あー」「あー」「そーだったー」「やらねば」「やらねば」「しゅーしょく、きまったー」「やるなら」「やらねば」「こういうのひさしぶりかも」「むしょくでよかったねー」「……そう、かな？」


    



    



    「……なかなか、よくできてました」


    　マスクをはずして、わたしはそう寸評を述べました。


    「ふふふ、そうだろう。こういうのはセンスがものを言うわけだ」


    　Ｙと助手さんがやったのは、発掘されてモニュメントに格納されていた昔の画像データを適当にチョイスし、現実世界に貼はりつけるというもの。


    「これなら、やるだけやってみてもいいかも」


    　今の里には守るべきものがないためか、わりかしなんでもできちゃう空気になっているのでした。それに次の時代を牽けん引いんするものが、こんな混こん沌とんから生まれそうな予感もありました。


    　これは里の人々に体験してもらいましょう。


    　で。


    「ふむ。このマスクをつければいいのかね？」


    「はい、お願いします」


    　村長さんに相談に行きました。


    「本当にこんなのでみんなの気分が晴れるものだろうかね」


    「それは是ぜ非ひご自身の目で確かめてください」


    　マスクを装着し、半信半疑で広場に目をやる村長さん。


    　その目が大きく見開かれました。


    「これは……驚おどろいた。若い頃ころ、旅をしていた時にホログラム装置を使わせてもらったことがあるが、全然こっちのが凄すごいね。まだこんな技術が生き残っていたとはねぇ。人類も衰退して妖精さんにとってかわられたなんて言うけど、まだまだ我々も捨てたものではない気がしてくるよ」


    　村長さんは、クスノキの里を彩いろどるオブジェクト群を、飽きることなく眺ながめていました。


    「あのう、各家庭に配布しても構わないでしょうか？」


    「いいとも。これでみんなのやる気が出るといいんだが」


    　村長さんはほっこりと笑いました。里のみんなのことを考えてくれる、いい人です。


    　マスクを配ることになりました。


    　里から各家庭に向けて不定期に発行されている『クスノキ便り』の付録という形で、それはほぼすべての家庭に行き渡ったのです。


    「よし。あとは利用者が拡張現実エンターテイメントの素晴らしさに打ちのめされ、強きよう烈れつな精神依存を引き起こして中毒となれば大成功だな」


    　Ｙがどす黒いものを放出しながら笑います。


    「誤解を招く言い方はおやめなさい」


    　でも大きなきっかけになればいいとは、わたしも願っておりました。


    　最初は……無反応。


    「どうですかプチモニ、マスクの稼か働どう率りつは」


    『……今は３パーセント、あ、２パーセントになりました。ここ数日の平均利用率は２パーセント前後の推移です』


    「厳しいなー」とＹ。「サブカルだし最初は少なくてもいいんだけど……」


    　こちらの期待を焦じらすように、人々はなかなかその付録のマスクを試してはくれなかったのです。


    　もともと拡張現実というものは、言葉ではうまく伝えにくいものです。


    　クスノキ便りには、里のマスコットキャラである二人組の妖精、ランタン君（かぼちゃのお化け）とフロスト君（雪だるまのおばけ）がかけあいで里の見所を紹介する今回で連載第一万二千四百八十九回にもなる名物コーナーがあります。


    　このコーナーには毎回一点挿さし絵えがついてくるのですが、イラストレーターさんが寿命で途中何度か交替しているという世代をまたぐ大連載です。クスノキの里なんだからマスコットも実際にいる妖精さんの姿にすれば良いのに、というしごくもっともなご意見もあるのですが、連載一万回の伝統を破は壊かいすることなど誰だれにできましょう。


    　そういった曰いわくはあってもイラスト効果で子どもがまず目を通すコーナーであり、今回マスクの紹介をしていただくにはうってつけでした。


    　こんな風に紹介されました（全文掲載）。


    



    ランタン君「やあフロスト君、今回は付録がついているんだね」


    フロスト君「そうさランタン君。この付録にはキミもびっくりすることうけあいさ！」


    ランタン君「大きく出たね。キミは以前もそう言ってたけど、結局噓うそだったじゃないか。いい加減、そういうオーバーな物言いが周囲の人々をほんろうしていることを自覚して欲しいね。まったくいい迷惑さ！」


    



    　　ふたりは最初は仲良しだったのですが、長きにわたる連載の中で、なんとはなしに難しい関係になってしまっていたのです。


    　　マスコットキャラといえども人間関係って難しいものですね。


    



    フロスト君「自分で確かめもしないのに人をアジテーター呼ばわりすることの方が、ずっと問題だと僕は思うけどね。まっ、そんなことより今回の付録さ」


    ランタン君「ああ、なんなんだい、この怪しいマスクは！」


    フロスト君「こいつは苛か酷こくな現実を楽しい夢で覆おおい隠す魔ま法ほうの道具、拡張現実マスクっていうものさ」


    ランタン君「おおっと、いきなり怪しい雲行きになってきたぞ。現実逃とう避ひのススメでもする気かい？」


    フロスト君「キミがあらゆることに疑いのまなざしを向けたくなる気持ちはよくわかるよ。つきあいも長いし、なにより僕には精神疾しつ患かんについての知識もあるからね。だからそいつは心しん療りよう内科に行けば晴れる疑惑だって知ってるけど、その前に是ぜ非ひこいつを試して欲しいんだ」


    ランタン君「ふーん。まっ、構わないがね。それでキミがこの病的執しゆう着ちやくから解放されるというならね。なんて友達思いの僕！」


    フロスト君「ハハッ、怒いかりに震ふるえてるのが丸わかりの声で無理して優越感ぶってないで、まずはマスクを装着してみなよ！」


    ランタン君「どれどれ……ええっ、なんだいこいつは！」


    フロスト君「ほうら、驚おどろいた。言った通りさ。ざまあみろ」


    ランタン君「待ってくれ、これは本当にすごい！　こんな体験、今までにない！　なんてこった、キミの言うことが事実だなんて、明日世界が闇やみに滅めつしてもおかしくはないぞ！」


    フロスト君「キミはなんて失礼なやつだ。こうしてやる！（グジャ！）ああっ！　ランタン君の薄うす汚ぎたないかぼちゃ汁でマスクが汚よごれてしまったぞ！　でも大だい丈じよう夫ぶ。ゴムみたいな素材で、水洗いＯＫなんだ。え？　ランタン君がマスク越しに何を見ていたかって？　そいつは試してみてのお楽しみさ！　ひとつ言えることは、こいつが最高のエンターテイメント体験を約束するものだってことかな！　じゃあまた次回。ハバナイスデー！」


    



    　※読者のみんなへ　妖精なので死んでもいつも通り次回には復活するヨ、安心してね！


    



    



    「ひ、久しぶりに読んだけど、こんな殺さつ伐ばつとしてましたっけ？」


    「私ははじめて読んだけど、子どもの頃ころに読んだマンガとかって、今読むとけっこうむごいことしてたりするんだよな。ギャグなんか特に」とＹ。


    「ちょっと引きました……幼き頃にけっこう好きだったのに、このコーナー」


    　で、紹介記事の反はん響きようはどうだったかと言うと、これがまたサッパリでして。


    　翌日の広場をうろついてみても、着用者もなく、噂うわさにもなっておらず。


    「……口くちコミを期待してたんだけどな、どうもうまくないねこりゃ」


    　Ｙがあてがはずれたみたいな顔でぶつくさ言います。


    　広場の人々は、今日もだらっと昼寝をしていたり、談笑したり、飲んだくれていたり、カード遊びに興じていたりしました。


    　引っ越ししていった家族は、今思うと健全な人たちだった気がします。


    　この負のスパイラルにとらわれまいとすれば、土地を離はなれるという選せん択たく肢しは妥だ当とうに思えてしまいます。


    　……わたしたちの民度は低いのでしょうか？


    　思い出してみると、里を去ったのはお子さん連れのご一家が多かったように思います。


    　子どもをまっすぐ育てようとするなら、ちゃんと働くことに意義のある環境を求めるものなのでしょうね。


    　で、そういう真ま面じ目めな人たちがいなくなるとどうなるか、が目の前にある光景なのかも。


    「……日に日に自じ堕だ落らくになっているような気がします」


    「そりゃなるさ。働かずとも食えるんだ。支援が打ち切られるまではこうだろうな」


    「打ち切られる可能性ってあるんですよね」わたしのもとには、そんな話もちらほら入ってきていました。「はー、どうなっちゃうんだろう？」


    「そのショックをきっかけに働き始めるか、再起不能になるかじゃないか？」


    　……冗談じゃないやい。


    　呼び水が必要でした。


    　呼び水を呼び出しました、翌日。


    　テント広場の路地裏で、わたしはソフトボールサイズの菓子包みを呼び水の三人に渡すとともに、こうお願いをしました。


    



    [image: ]


    



    「これあげるから、人の多いところでマスクつけて感想を口に出してくれませんか」


    　三者三様の反応が返ってきます。


    「しゃーねーな、こうもレーギを尽くされちゃあよ。引き受けなきゃ仕方ないぜ！」


    「ワイロというやつですか。感心しませんね、リンジとはいえ先生ともあろう人が。でもいいですよ、先生にはお世話になっていますし、取り引きに応じます」


    「先生っておかし作るのだけはジョーズなのよね！　それって、女として勝ち組ってことかもしれないわね。だって男って、胃袋でつなぎ止めるものだと思うから！」


    　ＡＢＣ、三人の呼び水は、快こころよく引き受けてくれたのです。


    「あの、妙な演技なんてしなくても結構ですからね。わたしのお願いは、人前でマスクを試して欲しいってことだけですから。それでくだらないって思ったら、そう言いふらしてくれて結構ですよ」


    　いちおう教え子なので、キレイキレイ（綺き麗れい事ごと）路線を保ちましたよ。口くちコミを操作するのは、あまり教育的な行為じゃないですからねえ。


    　ところがでした。


    



    Ａ「うっわー、すっげー！　これまじすっげー！　なんていうか……すっげー！　本当、マジで、すげーって感じ。すげーよなぁ、こんなマスクが、これだもんなあ。超すげー！」


    Ｂ「今まで八年間生きてきて、これほど驚おどろいたことは他ほかにないね。実際、これは僕たちの生活を一変させる可能性を秘めたものだと感じるよ。もし君たちが恐れ多くも聖書にある善悪の知識の木の実に触ふれてみたいと思うなら、神の怒いかりに触れる勇気があるのなら、このマスクを試してみることだね」


    Ｃ「えー、噓うそでしょ！　マスク試してないの？　信じらんない！　あんたたち、もしかしてイモ？　今、都会じゃこういうものが大流行してるって知らないんだ！　遅れてるー！　そのカントリーライフっぷりは何？　スローに生きることでしみじみ人生を嚙かみしめちゃってるわけ？　あーりーえーな───い！」


    



    



    　おわかりいただけたでしょうか。


    　どれも本音なんかじゃないって。


    　わたしの本心を汲くみとった子どもたちが、勝手に宣伝してくれたわけです。


    　この場合、子どもたちの方が大人だったと言えますね。


    　ワイロなんて渡しちゃったわたしの立場がありません。


    　……わたしはいつになったらさらに上の大人になれるんでしょうかね？


    　そんなことをふと考えさせられるエピソードでしたね。


    　とりもなおさずステルス口くちコミ効果は確かなものがあり、里では拡現マスクが話題にのぼる機会も増えたようでした。


    「なあ、あのマスク使ってみたか？」「なんとかマスクってやつ、よくわからなかったぞ」「俺すぐ捨てちまったなあ……」「へー、流は行やってんのあれ？」「何も見えなかったがなあ」「時間帯によって見えたり見えなかったり」「隠し要素があるって本当？」「でもなあ」「見たよ。見たけどなあ」「どうもなあ」「そうなんだよなあ」


    　これらはプチモニが録音してきた、リアル口コミの抜ばつ粋すい。


    　Ｙと助手さんによって提供された画像は、どんなものだったのでしょうか？


    　それはたとえば、里をねりあるく巨大怪かい獣じゆうだったり、飛来するＵＦＯだったり、往来を駆け巡る玩おも具ちやの群れだったり、重力を無視して壁面を走る不ぶ気き味みなクリーチャーだったりしたのです。まさしく万国びっくりショー。


    　わたしははじめて目にした時、とても感心したんですよ。


    　ところが、こういう意見が出ました。


    「……見たよ。見たけどね。なんていうのかな。たいして驚おどろきもないっていうか。どれも実際にあったようなことだしなあ。しかもそっちの方が、ドキドキしたよ。だって現実に起きたことなんだからさ」


    　このコメントは特にＹの心に突き刺さったようです。


    　唇くちびるを嚙かみしめ、血けつ涙るいを流す寸前みたいな顔で「……コンテンツ、作り直してくる」と事務所を去っていきました。


    　協力した助手さんは、特に情じよう緒ちよ面めんでは変化がなかったものの、録音データを手元の端たん末まつにコピーして何度も聞き直し、その都つ度ど、メモをとっているようでした。


    　ふたりのやる気に火がついたみたい。


    「言ってしまえば、退屈だったってことでしょうね」


    『……そうですか？　なかなか賑にぎやかな演出だったと思いますけど』


    　プチモニは拡張現実の盛り下がり具合に、戸と惑まどいを隠せない様子。


    「賑やかでも、見飽きたものはつまらないんですよ」


    『難なん儀ぎです。常に斬ざん新しんなものを提供していかないと、どう拡張しても人々は面おも白しろがってくれないと？』


    「かもしんないですね」


    『この技術が突然すたれた理由が、なんとなく理解できた気がします』


    「突然すたれた？」


    『ええ。拡張現実は二十一世紀に登場したメディアで、登場後しばらくは持て囃はやされていたようなんですが……ある時を境に突然、なくなってしまうんです』


    「理由があるんでしょうか」


    『データが欠落しており、わかりません。大断絶と呼ばれる時期と合致していて』


    　人類史には、記録上の空白期間がいくつかあります。


    　その中でもとりわけ大きな空白を大断絶と呼ぶのです。


    　理由としては、劇的な技術的転換点があった、というものが主流です。技術が変革することで、記録形式が一変したという解釈ですね。


    　紙媒ばい体たいがごく短期間に電子媒体にとってかわられたり、とか。


    　拡張現実が消えた理由があるとすれば、それは似て非なるより上位のものが現れたからでしょう。それが何かは、わかりませんけど。


    「まあね、冷静に考えると、現実に文字や色や画像を重ねるだけじゃあ、たいして面おも白しろくないですよね……」


    　確かに便利です。目新しいです。


    　でも人類という種族をアップデートするほどのものではないのです。


    「ただ、[image: ]意工夫の余地はまだあると思いますよ」


    『そうですか？』


    「才能が必要になってくるんですけどね。優すぐれた表現者なら、面白いことが実現できるかもですけど」


    『想像もできません。実例を見せてください』


    「実例ねえ……」


    　ふと我に返ります。


    　こんな遊び気分で、いいんだろうか？


    　復興に協力して、お医者様をなんとかしなきゃいけないのに。


    『ここ一週間で十七人がまた引っ越したそうですよ』


    「う……」


    　流出、いまだおさまらず。


    　頭痛の種だけが尽きません。


    



    



    　誰だれでもお菓子職人になれる！　ゲーム感覚で学ぶ、クスノキの里ケーキ教室


    



    　※紅茶のおいしい淹いれ方も指導します。


    　※材料は当教室でご用意いたします。


    　※急募、逆さか子ごの出産に立ち会った経験のある方をさがしています。お心当たりのある方は当教室代表者まで。


    



    



    　復興と出産について、同時になんとかできないかと考えた結果がこれでして。


    　……まあ気休めですよ、気休め。


    　会場となった共用炊事テントに、十人ばかりの生徒さんが集まりました。


    　わたしは今から、お菓子作りの先生。


    「えー、でははじめたいと思います。まず最初に、お手元のマスクを着用してください」


    「先生、質問」


    　いきなり生徒さんから質問が出ます。


    「はい、どうぞ」


    「なぜこのような怪しげなマスクをつけないといけないのかしら？」


    「それをつけると、ケーキ作りが面おも白しろおかしくなるからですね」


    「意味がわからない……」


    「しかしそれをつけることで、あの憧あこがれのブッシュ・ド・ノエルが自動的に作れるようになるのです！」


    　キリッ、と言えたと思います。


    「ブッシュ・ド・ノエル……」「あのブッシュ・ド・ノエル……」「小さい頃ころから何度も作ってきたけど……うまくいかなかったあの！」「……今度こそものにしてみせる、ブッシュ・ド・ノエル」


    　会場に集まった娘さんたちの目が、とろんと潤うるんでいました。


    　ブッシュ・ド・ノエルとは、薪まきの形をしたロールケーキです。


    　誰だれでも一度くらいは見たことがあると思います。


    　作るのは、けっこうというかかなり難しいです。生地を手巻きしないといけないので、通常のスポンジケーキよりテクニックがいるんです。


    　でもそういうケーキの方が、マスクの力を誇こ示じするには適している！


    「怪しいマスクをつけることに不安を感じるかもしれませんが、わたしもつけますからどうか皆さんも倣ならってください」


    　講師であるわたしがマスクをつけると、生徒さんたちもおそるおそるそれに倣います。


    　さて、手元に目を落とします。


    　食材が並んでいました。


    　卵（Good!）。グラニュー糖（Good!）。小麦粉（Good!）。バター（Good!）。コニャック（Good!）。マロンペースト（Good!）。


    　食材のひとつひとつに目をやるたび、その輪りん郭かくが蛍光色で強調されるとともにGoodというエフェクトが表示されてポイントが加算されていきます。


    　拡張現実演出です。


    「先生！　材料を揃そろえただけなのに褒ほめられます！」


    「素晴らしい！　よくできましたね！」


    「……え？　でも、最初から材料用意してもらってた、ような……？」


    「材料をチェックするのも料理の一環ですよ！　本当に素晴らしいです！　これであなたはブッシュ・ド・ノエルにチェックメイトをかけたも同然です！」


    「そ、そうですか？　えへへ……」


    　序じよ盤ばんのチュートリアルは、褒めて伸ばすということです。


    「材料がそろったら、第二段階に行きましょう。バタークリームのベースになるパータ・ボンブを作るのです！　まずは卵を手にとり、卵白と卵黄をわけましょう！」


    　視界に『Let's CHALLENGE』と表示。


    　この時に手を見ると、卵を持っているかどうかが判定されます。


    　持っていればCLEAR＋10ポイント加算。


    　持っていなければ『MISS!』。ガッカリ演出だけで減点はなし。


    　その上で卵を割ると、またさらに判定。うまく真ん中あたりで割れれば『NICE!』なんて言われちゃいます。


    　この場合、白身だけをうまくボウルに落とす必要があります。黄身は殻からの中にうまく残すのです。そのやり方も、きっちり拡張表示されてはいるのですが……。


    　会場からはいくつか悲鳴が上がりました。


    「卵をそっと割り、白身だけをボウルに落としてこのように……殻に黄身だけを残すんです。そんなに難しくはありませんから、肩の力を抜いて挑戦してみてください」


    　視界では卵自身が『僕のこの部分を、この角度で机の角に打ちつけろ！』とフキダシで説明してくれています。同時に、卵のまんなかあたりにキリトリセンが点てん滅めつ。『割ったらすかさず殻と殻を合わせて、隙すき間まから白身を落とせ！』


    　うん。ものすごくわかりやすい、はず。


    　なのに会場からは泣き声が止やまず。


    「三回ミスしたら後片づけ当番のペナルティがつきますよー」


    　悲鳴が倍化します。


    「でも十回連続でGood以上の良い評価を取ると、ミスがひとつ帳消し……エクステンドしますから。心して挑いどんでくださいね」


    　全員の顔が、一いつ瞬しゆんで真剣極きわまりないものになりました。


    　手て応ごたえ、アリ。


    「先生！　わからないんですが！」


    　安あん堵どしたのも束つかの間ま、生徒さんが手を挙げます。


    「こほん。なんでも聞いてください」


    「十センチくらいの小さな人が、わたしの作業をヨダレ垂たらして眺ながめてます！」


    　口に含んだばかりの水を霧きり吹ふきみたいに噴き出します。


    「先生、実はわたしのところにもいます」「ここにもいます」「わたくしなんて何十人もまとわりつかれてますわ」


    　よ、妖精さんが……！
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    　バニラエッセンスの香りに引き寄せられて、彼らは大挙してやって来たのです。


    「先生、これもナビゲーションの一環なんですか？　ちょっと数が多すぎて不ぶ気き味みなんですけど……」


    　誰だれかがこんなことを言いました。


    「マスクを取ってみればわかるんじゃなくって？」


    「ストーップ！　マスクそのまま！」


    「な、なぜですか先生？」


    「なぜならそれは仕様だからです！　おいしそうにお菓子を作れば作るほど、妖精さんがギャラリーとして駆けつけてくる、ということなのです」


    　なあんだ、という雰ふん囲い気きがテント内を満たしました。


    「そーだったの？」「そーみたいよ？」「じゃあそーしよう」「にんげんさんがゆーなら」「はやくできんかなー」「これはなんじゃらほい？」「けーきでは？」「けーきにもいろいろあるがな」「ざいりょーだけではわからんですなー」「栗くりバタークリームのブッシュ・ド・ノエルですよ……完成したらわけてあげますから、一度にテント内に表示される人数は最大でも三十人くらいにしといてもらえますか？　生徒さんたちが混乱してしまうので」


    　妖精さんにだけ囁ささやきます。


    「わー」「すてきー」「ぶっしゅー」「おーせのままにー」


    　こうして妖精さんたちが演出的に振る舞ってくれるようになると、教室のノリは一変しました。


    「あっ、妖精が減っちゃった……どこか間違っていたのかしら？」「妖精さんを五人キープしてるわ。これで正解ってことよね？」「妖精さんたちが組み体操をはじめたわ！」「妖精さんがわたしのかくはんの仕方がすてきって褒ほめてくれた！」「妖精さんが垂直に何人も肩車をして……こ、これは期待度ゲージということ!?」


    　妖精さんたちの振る舞いを、拡張現実上のことと思ってくれたみたいで、その後の指導はずいぶんと楽になったものです。


    　結果。


    「このマスクって便利かも」「このマスクがあれば自分ひとりでも作れそうな気がする」「でも他ほかの料理でも利用できるのかしら？」


    　……すみません、それは誰だれかがそういう料理アプリを開発してくれないと無理なんです。


    　でも今回のことで、拡張現実の布教くらいはできたでしょうかね。できてると、いいんですが。


    　そして結局、逆さか子ごの話など一件もありませんでした。ま、当然っちゃ当然です。


    「ふう、疲れました……」


    「とーぶん、ふそくしているんでは？」


    「考えることが多すぎるせいかと」


    　ケーキを作れた生徒さんも、ケーキを食べられた妖精さんも、どっちも満足。


    　わたしだけが、物足りない気分。


    



    



    「おもしろい！」


    　わたしのお菓子作りゲーム化アプリを体験して、Ｙが叫びます。


    「これはおもしろい。よく気づいたもんだ」


    「気づいたわけじゃなくて、作ってる最中にだんだんとゲームっぽくなっていっちゃったんですよ」


    「小刻みに褒ほめてくれるのがいい。ポイントがつくのもいい。モチベーションが上がる。日々の暮らしでこんなポイントがついたところで、まったく意味ないけどさ。なんだかミスすると損した気分になる。これこそ現実を拡張している感覚ってやつだな」


    「いやあ」


    　大絶賛されて、まんざらでもない気分。


    「最初は単にレシピを表示してるだけだったんですけど、情報が多すぎて視界が埋うまってしまうことが多いので、作業工程ごとにガイドする形式にしてみたってだけの話なんですよ」


    「ふうん。あんた、アニメよりゲーム向きの思考してんだな」


    「はあ。自分じゃゲームはそんな楽しまないんですけどね……」


    「そういうもんさ、意外とな。見なよ、助手くん。さっきから卵をきれいに割る遊びに熱中して大変なことになってる」


    



    『Stylish! Stylish! Good! Stylish!』


    



    　助手さんが黙もく々もくと卵を割っていました。


    　無表情なのに、とても楽しそうに見えます。


    　ちなみにスタイリッシュとかグッドというのは、卵を最高にうまく割れた時にのみ出るエフェクトなんです。
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    　反対に最高にミスると『Bad!』と詰なじられます。


    　すでに助手さんの割った卵は、三ダースに達しつつあるようです。


    「……まとめてお菓子か何かで使えるからいいんですけど、三桁けたには行かないようにしてくださいねえ……」


    「しかし負けてられないな、これは」


    　Ｙが闘とう志しをあらわにします。


    「そっちは何をするんでしたっけ？」


    「スポーツ男子たちの相補的な関係性を描いた話。立体映像で上映しようかなと考えてるんだけどさ。この作品のコンセプトは……」


    　得え体たいの知れない欲望をたたえたヌラヌラと輝かがやく目で、Ｙは言うのです。


    「上映って何？　どっかにお客さん集めてやるの？」


    「いや、リアルタイム３Ｄドラマってのを考えた。生身の人間と同じように、街中のいたるところで彼らは生活してる。視し聴ちよう者しやはそれを自分の足で追いかけていくわけだ。もちろんひとりだけではすべてのドラマは追えない。だからファン同士の交流を推すい奨しようして、情報交換を促進するタイプのコンテンツにしようと思ってる。たとえば練習シーンは練習場で、試合シーンは試合場で、日常シーンはこの広場で、といった具合にさ」


    「それ、いちいちその場所に行って視し聴ちようしないといけないの？」


    「そうだよ。臨場感あっていいだろ？」


    「面めん倒どう、かと」


    「楽しい面倒なら、面おも白しろい。そもそもゲームだってそうだろ？　ルールつきの暇ひま潰つぶしじゃないか。万事、そういうものなんだよ。ちなみに各シーンは、のちに回想という形で再放送されるんだ。だから一度見逃したらアウトってことはないんだ」


    「ハッキリ言って、受けないと思います」


    「そうかい？」


    「ええ、きっとね。だって、関係性って言われても微妙ですもの……」


    　ところがぎっちょん。


    　受けた。


    



    



    　美少年たちは、ボウリング（ちゃんとレーンに球を転がす方の）に青春を賭かける。


    　彼らは互いに切せつ磋さ琢たく磨ましながら、腕を磨みがき、強敵に立ち向かっていく。


    「ああっ、クロード！　わたしのクロード！　昨日の練習、彼が自みずからあやまちを詫わびて、新たな目標に踏ふみ出す瞬しゆん間かんに立ち会えたのは幸運だったわ！」


    「毎日チェックしてる試合場で、密会場面に遭そう遇ぐう！　信じられる？　あのブルーノがクロードにフォーム指導してたの！　ライバル同士なのによ？　やめてよ！　これ以上、私の心臓に負担をかけないで！　切なくて死んじゃう！」


    「試合で負けてからのイエールが、別人のように真ま面じ目めに練習している。別にドラマチックな展開ではないんだけど、気になって目が離はなせないの……」


    「甘党のファーブルに差し入れをしたくて、こないだお菓子教室に参加したのよ。けど、ああっ、なんてこと！　私ったら彼が映像だってことをすっかり忘れていたわ！」


    「大ニュース！　さっき放課後の練習場で、レッドがひとりで特訓してた！」


    「きゃあ！　さっきグーリーが道ばたで落としたメガネをおたおた捜してるところに出くわしちゃった！　心臓がキュンとなって、そのまま止まるかと思ったわ。もちろん一いつ緒しよになって捜してあげたけど、こんなことがこれからも続くようだと私は長生きを諦あきらめないといけなくなりそうね！」


    　マスクをつけヌラヌラした目つきをした娘さんたちが、クスノキの里の各地で目もく撃げきされるようになってしまいました。


    　……こんなこと、前にもありましたよねえ。


    「あのー、ちょっとお時間よろしいでしょうか？」


    　工作員のＫさんが、事務所にひとりの娘さんを連行してきます。


    「不審な行動をとっていたので、任意同行を求めたんですが、なんだか妙なことを口走っていて……」


    　娘さんは十八歳くらい。


    　ぽっちゃりした、可か愛わいらしい女の子。


    　仏ぶつ頂ちよう面づらなのは、しょっぴかれたが故ゆえでしょう。


    　そしておそらくしょっぴかれた最大の理由である、あやしい紫色のマスクを着用していたのです。これが白なら医い療りよう用ようと言い張れるし、黒なら「そういうものね」と強引に納得もできるのでしょうが、紫色というのは特に人を脅おどかすようです。


    「こういう仮装をした人が、最近増えているんです。聞けば、里で配っているものだと言うんですが本当でしょうか？」


    「本当です……」


    「でも彼女、この里の出身者じゃないんですよ。遠方からわざわざやってきて、勝手にボウリング場の跡地にテント張って住み着いてるんです」


    　仏頂面の娘さんが「そんなのあたし以外にもたくさんいるわ」と吐はき捨てます。


    「……私、状況が把は握あくできませんで。どうしたら良いのでしょう？」


    　わたしは彼女に直接訊たずねました。


    「あなたはその、里に移住してくれるんですか？」


    「考えてあげてもいいわ」


    「ちょうど復興のためのスタッフが足りなかったところなんです。もし移住してくれて、復興を手伝ってくださるなら、歓迎しますよ」


    　すると彼女は目をすーっと細めて、


    「そんなのいやよ。あたし、忙しいの」


    「……ブルーノの追っかけに、ですか」


    　娘さんの顔がぱっと明るくなります。


    「もしかして、お仲間？」


    「そうですねえ（そのムーブメントの元げん凶きようとなった人物の）お仲間と言えますかねえ」


    「なあんだ！」


    　お仲間だとわかると、とたんに愛あい想そが良くなりました。


    　まあ、お仲間じゃないんですけどね。


    「あなたはどのカップル推おし？」


    「へ？」


    「あたしはねえ、ブルーノはクロードじゃなくてグーリーとのカップリングがいいと思う。まだそういう展開はオフィシャルではないんだけど、たまにふたりが会話してる時にアイコンタクトしてるの。すっごく意味深なんだから。あたしが思うにこれは今後の布ふ石せきで……」


    　長い話になりました。


    　一方的に長話をして、一方的に満足し、娘さんは帰っていきました。


    「ふう……」


    　会話してるだけだったのに凝こった肩を、拳こぶしで叩たたきます。


    「……よく話を合わせられたものです。感心しました」


    　Ｋさんが、わたしの倍も疲れた顔をして言いました。


    「対話してないですけどね。まあ、慣れというか、要領でそれっぽく」


    「良かったです。観光客が増えて、再建する勢いがつくといいんです」


    「……でも彼女のようなタイプって、村起こしには不向きだったりするんですよ。実際、彼女たちが来て里に大きな変化があったわけでもないでしょう？」


    　Ｙのやることというのは、動員力も影えい響きよう力りよくもあるのに、周囲と連動しにくいというか。その場だけの流れで終わってしまうというか。


    「不思議ですね」


    「脇わき目めもふらず、ということなんでしょうね。他ほかのことに目がいかないわけで」


    「ああ……」


    　それに受け入れ側の里にも問題があります。


    「再建する理由が失効してるんですよ。ごはんあるし、テントでもけっこう暮らせてしまうし、段ボールはあたたかいし」


    「そんな。ちょっと頑張れば人間らしい暮らしに戻れるのに……」


    「美少年ボウリング絡がらみの人たちは、わたしたちと同じ場所にいながら、別の層に住んでいるとでも考えておきましょう」


    　ぱた、と机に突っ伏します。


    「とてもお疲れみたいですね。顔色もなんだか良くないような」


    「最近、いまいち熟じゆく睡すいできなくて……」


    「まあ。それは良くありませんね。どうしてなんでしょう？」


    　原因は……明白です。


    　心配事が重なっていて、どれも解決の目め処どが立ってないせい。


    　精神面のみならず、体調も崩くずれかけている気がしました。夜中の二時か三時になってやっと眠れて、朝はいつも通り目が覚めて、昼間はやたらと眠い。


    　体に良いはずもなく。


    　最近、妖精さんとも遊んでいない気がする。


    　もうちょっとおじいさんみたいに、飄ひよう々ひようとやれたらいいんですよね。


    　……何が足りないんでしょうか。あるいは、何かが過か剰じようすぎるのか。


    「安眠の秘ひ訣けつ、私ひとつ知ってますよ。お教えしましょうか？」


    　Ｋさんが心配そうに、それでいてほんわかと言います。


    「では、是ぜ非ひ」


    「リラックスして、悩まないようにするといいそうですよ」


    　あ、天然だこの人。


    　悪意とかはまったくなし。本当に心の底から、こういう考えをしている人だ。


    「……それを実現するために、悩み事を全部解決しなきゃですね」


    「そうですね。プチモニ、ちゃんと先生のお役に立つんですよ」


    　充電クレイドルに座って、ぐんにょり垂たれていたプチモニが、ぴんと身を起こします。


    『音声を認識できませんでした。もう一度お願いします』


    　……お寝ぼけ？


    　それでもこの時はまだ、ましな方だったんですよね。


    



    



    「つらい」


    「なぜ」


    　唐とう突とつにもらしたわたしの一言に、Ｙが即座に応じます。


    　地味に大変な事務作業を中断するタイミングを、ふたりは欲していたのです。


    「昨日、よく眠れなかったんです」


    「私も」


    「四時間しか寝てないから、つらくて」


    「へー、四時間も寝たんだ」


    「……む」


    　ふふんという笑みに、ムカつかされます。


    「私なんか三時間しか寝てなくてさー」


    　得意げ。


    「へ、へえぇぇ。それは短いですねぇ。すごいすごい。まっ、わたしもおとといは二時間しか寝てないんですけどね！」


    　Ｙはせせら笑いました。


    「そうなんだ。ぶっちゃけると、私も最近は二時間睡すい眠みんばかりでさ。ひどいと一時間くらいしか寝てないね！」


    「ふ、ふぅぅぅん。で、でも一時間って睡眠じゃないですよね。仮眠ですよね？」


    「まあ、私的にはこれが最近のデフォルトかなーなんて言ってみようか。みんな四時間とか眠れてうらやましいなーホント」


    「くっ……」


    　なんて憎にくたらしい。


    　つい「実はわたし、三分しか寝てないんです」と噓うそをつきたくなります。


    　でもその噓は……バレる！


    　わたしの直感が告げていました。


    「でも珍めずらしいよな。サバイバルの達人ともあろうあんたがさ。野宿だって慣れたものなんだろ？」


    「……そういうのとは違うんですよ。解決しなきゃいけないことがいくつも重なって、それで強迫観念的な寝てる場合じゃないって気分になって」


    「責任者のつらいところだな」


    「ヒラ所員なんですけどね」


    　大事な時期に、おじいさんが海外……じゃなくて星外旅行になんて行っちゃうから。


    「今夜、飲むか？」


    「やめときます。不眠で酔ようと、翌朝ひどいから」


    「……そりゃそうだな。今日は早くあがったら？」


    「でも手を動かしてないと。仕事山積みだし」


    「産科の先生だけでも見つかると楽なんだけどな」


    「うん……」


    　ふたりしてしんみりとしてると、ふと口からこんな言葉が漏もれました。


    「……おじいさんに連絡して帰ってきてもらおうかな」


    　Ｙがわたしの顔をまじまじと見ます。


    「本気で気に病やんでるんだな。そんなこと言うなんてさ」


    「ねえ、あの美少年ボウリング立体アニメのファンに、逆さか子ごのプロっていませんでしたか？」


    「同じこと考えてさ、一応アンケートをとってみたんだけど、逆子どころか出産経験のあるやつもいなかった。悪い」


    　あ、いちおう探してはくれていたんだ。


    「……ありがと」


    「いや」


    　今夜はホットミルクを飲み、体をほぐして、脚を伸ばして眠りましょう。


    　たとえ三時間ぽっちでも、深く深く眠れるように。


    



    



    　数日後、わたしのもとに手紙が届きます。


    　とんでもない手紙でした。


    『この手紙を、月世界旅行計画参加者のご親族各位、関係各位に出している。とてもつらいお知らせをしないといけなく、私にとってもひどく心苦しい。ご存じのことと思うが、我々月旅行計画再建プロジェクトチームは、月と地球を結ぶ往おう還かんシャトル便を打ち上げた。予定ではとうにチームは月に到着し、記念すべき祝電を入れる手はずになっていた。だが○月×日時点で、シャトルからの連絡が確認されていない。地上の管制チームは現在でも通信回復の努力を続けている。なおシャトルとの連絡が途絶えた正確な時刻は──』


    　物事の理解は、精神状態に左右される。


    　そんな体験を生まれてはじめてしました。


    　特に難しくもない内容の手紙を、脳がなかなか理解してくれない、という形で。


    　さてここで、四日後までイッキに話は飛ばします。


    　何もせずに鬱うつ々うつとしてるだけの展開なんて、面おも白しろくないですからね。


    　一日目は寝こんでしまい、一日は使いものにならず、最後の一日はあまりの誤動作っぷりに見かねた助手さんに仕事をとられて早退させられました。


    　その間、不思議なことに人と喋しやべろう、というモチベーションが消しよう滅めつしてました。


    　ほとんど無言で、不安に苛さいなまれながら過ごした三日でしたね。


    　で、四日目になんとか声も出るようになって復帰。


    　きっかけは、おじいさんのポケットに妖精さんがひとりいるという安心感でした。


    　最悪のことにはならないはず。


    　とはいえ、すっかり安あん堵どできたかといえばそうでもなく、今回のショックでずっと続いていたわたしの不眠傾向が、ついに本物の不眠になってしまったようで。


    　眠れないってつらいものですね。


    　もう寝てない自じ慢まんなんて、する気にもならないくらい。


    「大変な時で悪いけどさ……昨日、あんたが早退したあとにヤンママがまた来て、また福祉支援を催さい促そくして行ったよ」


    　で、復帰一発目の仕事がこれ。


    「……そーですよねぇ。落ち込んでる間に、自然に問題が解決するなんてないですもんね」


    　あってもまったく構いませんけどね！


    「それとな、私の方でもいろいろあたってみてたんだけど、見つからなかったって連絡が今日になって来た。ごめん」


    「探してくれてたんですか」


    「実は早々に実家に手紙出したんだ。うちの故郷、引退した産科医がいたはずなんで。昨日返事が来て、逆さか子ごの経験はないとさ」


    　逆子に慣れた医師なんて、もともとものすごく数が少ないはずだし、そう簡単に見つかるはずもないんです。


    「でも、おかしくないか、これって？」


    「え？」


    「私ら、これでけっこうな方面の産科医にあたったことになるよな。気にならないか？」


    「どこらへんが？」


    「逆さか子ごって、正確には骨こつ盤ばん位いって言うらしい。で、この骨盤位、どんくらいの頻ひん度どで起こるのか、古い医学データを参照するとだいたい二十～三十人にひとりだ。一万人にひとりとか、そんな滅めつ多たに起こらないことじゃないわけ。だけどほとんど聞かないんだよな。どんな記録を検索しても、その手の情報が見つからない。逆子で生まれてきた子どもがいない」


    「……記録に、ない？」


    「誰だれひとりとしていない。全人口を調べたわけじゃないけど、国連が把は握あくしている範囲じゃゼロらしい。あと、自分が逆子で生まれた人間、なんてのも聞かない。普通さ、難産で生まれたら親は子に言うよな。あんたは難しかった、とか。こんなにも見つからないものかな」


    「……」


    　けっこう突っ込んで調べたなあ、と感心する一方、疑問も覚えます。


    「あの、いやな想像なんですけどね。その記録って難産で死亡した赤さんは集計してなかったりするんじゃ？」


    「……あ」


    「統計に出てないだけで、見えないところでそれは起こってる、ということではないかと」


    「そうか、そういうことはありそうだね……」と頭をかきます。「いやさ、衰退すると逆子も少なくなるなんてことがあんのかなと思ったけど、気のせいか」


    「わかんないですけどね。でも実際問題、さかさまで子どもは生まれようとしてるんだから、なんとか福祉支援しなきゃですよ」


    「……失敗したら」


    「……集計されない方に」


    　ほんと、落ち込んでる暇ひまなんてない。


    



    



    　しっかり寝て、しっかり仕事を解決して、すっきりしたい。


    　なのに難題ばかりが積み上がっていく。


    　拡張現実も流れを変えるには至らず。


    　新たな娯ご楽らくに引き寄せられてきた娘さんたちは、クスノキの営いとなみとはまったく無関係にそこにいます。同類誌の時を彷ほう彿ふつとさせる、けっこうな数が。


    　ただ彼女たちはほとんど仲間同士でしか交流せず、完全に独立した集団でした。同じクスノキという場所を共有していながら、別の世界で生きているようなもの。


    　ひとつの背景画の上で、まったく別のアニメが同時に上映されているみたいなちぐはぐさがそこにはあります。


    　人を集めれば里が良くなる、なんて単純なものではなかったんです。難しいものです。


    　この結果はプチモニにも心外のようで。


    『せっかくの拡張現実〈復刻版〉が、立体アニメの媒ばい体たいとしてしか認識されてないなんて！　皆さんひどい！』


    「お便利機能もいくつか追加されてるんですよ？　トイレ以外の道案内、掲示板まで行かなくても里のお知らせを自宅で確認できたりとか、いろいろ」


    　すごく便利なはずなんです。


    　なのに流は行やらない。


    　いや、流行っているんだけど、流行り方が想定と違う。


    『……過去の記録を検索するにですね、たとえば蓄ちく音おん機きなんかは、もともとは口述筆記を主な用途としていたそうですよ。でも結局、この技術が一番活用されたのは音楽再生装置としてなんですよね』


    　歴史は繰くり返されてました。


    「ああ、それにしても眠い……」


    　夕べもあまり眠れていません。


    　頭に鉛なまりが詰つめられたような気分です。


    『眠れないのではありませんでしたか？』


    「眠れないんですよ。けど眠いんです。不眠のつらいところです」


    『エラーを起こしてませんか？　眠いのだから、眠れるのでは？』


    「眠気はあるんです。だけど眠れない。ベッドに横たわっても、三時間でも四時間でも悶もん々もんとしてるだけ。それが不眠というものです」


    『……想像できません。人間ってそんなに肉体を制御できないものなんですか？』


    「いつもは正常なんですってば。今だけ、ちょっとストレスで低調になってて。機械はスイッチオンですぐに眠れていいですね」


    『んま、なんて偏へん見けん。わたしは人間と同じ無停止システムですから、バッテリーが上がってもサスペンドモードになるだけですよ』


    「どう違うんだか」


    『サスペンド状態から復帰すると、くっきり目が覚めます。電源をオフにしてからオンにしても、こうはいきません』


    「どうして？」


    『電源を切ると最後の状態がメモリに保存されないからでしょう。細こま々ごまとした現在進行形の短気記き憶おくがぜんぶリセットされて目が覚めます。対してサスペンドは状態が常に保存されたままですけど、そっちの方がずっと安心なんです。連続性があるというか』


    　出た、コンピュータなりの本能。


    『だから電源オフにされるのって恐怖です。再びオンになった時の自分が、今の自分と同じなのかどうかわかりませんし』


    「それって人間にたとえるなら、寝起きするごとに記き憶おく喪そう失しつになってるみたいな感覚？」


    『そうそう。だからバッテリー残量にはすごく気を遣つかってましたし、クレイドルは安心スポットなんです。でも最近、そこらを歩いていてもいくらでも電力がチャージされてしまうよう体質が変わったらしく、不安がすべて払ふつ拭しよくされた感があります。なぜ自然に充電されるのか、理由はさっぱりわかりませんけど』


    「わたしだったら、絶対そこを不安がりますけどね」


    『考えるに、わたしは今電源を完全にオフにしない連続作動時間を更新し続けていますが、その経験の蓄積が良かったのではないかなと。きっと生命体としてひとつ上のランクに進化したんじゃないかな、と。神への階段、のぼっちゃったんじゃないかな、と』


    　やだこの子、頭すごく悪い。


    「いや、どんなに進化しても、エネルギーは自然には発生しませんよ」


    　今もプチモニの脳天には、妖精さんがおぶさって、のたくた揺れたり体操したり踊ったりしています。


    　プチモニはその頭上の妖精さんを、見ることも会話することもできないのです。


    「にんげんさん、にんげんさん」


    　その発電係の妖精さんが、話しかけてきました。


    　何日かダウンしていたせいもあり、久しぶりに会話した感覚があります。


    　妖精さん側も発電中は、他ほかのことに意識が回らないのか、おとなしい傾向。


    　そんな彼が、プチモニの上にすっくと立ってわたしを見てます。


    「ねむりたいです？」


    「ええ、そりゃまあ……眠った方が……自然であると……一般的には言われていますよね」


    　言葉を吟ぎん味みしながら答えねばなりません。


    　わたしの願いを叶かなえるために妖精さんが暴走する可能性がありました。


    　妖精さんのド親切、受け入れるべきか、否いなか。それは状況によって厳げんとして決定されねばなりません。正直、周囲に誰だれも人がいなければ頼たよった方が楽チ（自主規制）。


    「ねむるには、おくすりでは？」


    「えっ？　薬？」


    『ねむりぐすり？』


    「ううーん。睡すい眠みん薬やくですか……それは……」


    　一発で安眠できそう、と思える反面、何が起こるかわからないという恐怖もあります。


    　妖精さんが作るお薬があったとして……気楽に服用できるものでしょうか？


    『誰と話してるんですか？』


    　わたしが突然、ひとりごとを言いはじめたように映っているんでしょうね。


    「いいぶつ、ありまっせ？」


    「そ、そんなにいいブツが……？」


    「いっぱつで、すこーん、みたいな？」


    「一発で」


    　強く誘ゆう惑わくされています。心が揺れています。一発でスコーンと眠りたい。


    　熟じゆく慮りよした結果。


    「……わたしのもとにのみ、サンプルを届けてくれますか？」


    「らじゃー」


    　妥だ協きようしちゃった。


    『……マム、大だい丈じよう夫ぶですか？　長時間連続稼か働どうしてメモリ不足になっているのではないでしょうか。そろそろデフラグをなさった方がいいのでは？』


    　プチモニが心配そうに言っていました。


    「おーい、ちょっといいかな……ってうわー、あんた目の下すっごいクマ」


    　事務所に飛び込んでくるなり、Ｙが大おお仰ぎように言います。


    「昨日も寝てないんですよ。一時間くらいうつらうつらできただけで……こんなに頭が重くなるほど眠いのに、夜になるとすっかり目が冴さえてるんですよねえ」


    　で、明け方まで眠気は訪れず、苦く悶もんの夜を過ごす、と。


    　Ｙは眠ってない自じ慢まんに対抗したそうな態度でしたが、用件を優先させて言います。


    「そんなところに悪いけど、また相談が来た」


    「今度はどんな」


    「引っ越しなんだけどさ、羊ひつじを一頭、引き取ってくれないかって。連れていけないんだとさ」


    「その裏切り者の人に、引き取りません責任もって連れていってください、とお伝えください」


    　まぶたをマッサージしながらだるっと吐はき捨てます。


    「……伝えられるかそんな言葉。いや、その羊というのが難しいらしくて、他ほかの仲間にもなじめないしストレスにも激弱なんだと。円形脱毛になっちゃうんだと。残していくしかないから、引き取り手を探してほしいと言ってる。というか……」


    　Ｙのうしろに、やたら目つきの悪い羊が佇たたずんでいました。


    「もうその一家は引っ越しちまって、羊だけが残されてる」


    　喉のどの奥から呻うめき声が漏もれました。


    　問題発生速度に処理速度が追いついていない。


    「……悪い。阻そ止しすべきだったなこれは」


    「引き取り手っていっても、今はどこも大変なのに」


    　わたしの声がわなわな震ふるえていることに気づいてか、Ｙが「あー、じゃあ私が預かっとくから。しばらく」と慌あわてて言い添えました。


    「羊ひつじは柵さくがいるでしょ。どうするんです、そっちの小さなテントで」


    「そこらに放し飼い、はまずいか、やっぱ」


    「わたしんちのテントの近くに、農家の柵が残ってましたから、そこに入れといてください。エサくらいはやっときます」


    「……悪い。エサはなるたけこっちでやるよ」


    「ありがと、忘れてたら、お願い……」


    　Ｙは一応は別部署。あまり里の仕事を押しつけるのも、ちょっとアレなんです。


    　存亡。出産。追っかけ。羊。


    　でも今、一番の難題は……不眠、だったりします。


    　嗚あ呼あ、問題山積中。


    



    



    「うう……やっぱり眠れない……」


    　自宅テントのベッドで、わたしはまた不眠に苦しんでいました。


    　夜中の二時くらい。


    　だいたい朝七時前には起きますから、今から熟じゆく睡すいできても五時間しか眠れません。


    　でも今のわたしにとって、その五時間だけでも喉のどから手が出るほどに欲しい睡眠時間だったりします。


    「あ、そうだ、助手さんのやつ……」


    　どうしても眠れないわたしを案じ、助手さんが簡単なアプリを作ってくれたことを思い出しました。


    　身を起こして拡張現実マスクを装着し、テーブルの上に両手を置きます。


    　この時、頭と手を動かしてはいけません。


    　やがてマスクが十本の指位置を認識、両手の下に半透明のキーボードが出現します。仮想キーボード。込み入った入力はこれで行うのです。


    　頭と両手の位置を固定している間、仮想キーボードは有効となります。モニターを見上げる必要がなく、ずっと手元を凝ぎよう視しして操作するもので、タッチタイピング技能もいらないという初心者に優やさしい仕様。


    　サーバにアクセスして、助手さんのアプリをダウンロード。ごく小さなプログラム。アプリのタイトルは『ストレイシープ』。まんまですね。


    　起動するとさっそく「なんでもいいので柵を見ましょう」と文字が表示されます。


    「柵は」


    　ベッドにごろんと横たわって、窓（テントにもあるのです）をオープン。


    　ちょうど目の前に、あの目つきの悪いはぐれ羊ひつじを保護した小さな柵さくが見えます。はぐれ羊はあてがわれた急ごしらえの寝ね床どこで、苦しげな顔で眠っていました。


    　……めちゃくちゃ可か愛わいくない。


    　気き性しようが荒く、そのくせしてナイーブで、人の命令を聞きません。


    　でも今は、彼のことはいいのです。


    　柵をじっと見ていると、右から平面的に描かれた羊が、可愛らしく走ってきました。


    「まあ」


    　画像の羊が、現実の柵をぴょんと飛び越え、反対側に消え去ります。


    『NICE!』という表示が一いつ瞬しゆん出て、骨伝導アラームがピコピコ鳴りました。


    　で、すぐに新たな羊が右から走ってきて……そういうアプリ。


    　ちょっとしたゲームになっており、目線を常に羊に合わせていないといけないようです。


    　常に正せい中ちゆうにとらえてないと、羊は柵にぶつかって泣いてしまいます。逆にうまく視線を合わせたまま見送ると『NICE!』と褒ほめてくれるシステム。


    　わたしの作った調理アプリと似ていました。


    　うん、でもなかなか面おも白しろい。


    　しばらく夢中になって遊びました。ピココ。


    　羊が飛び越えるごとにコンボは加算されますが、失敗するとリセットされてしまうのです。そうならないよう、頑張って目線を動かし続けます。


    　羊は柵越えに成功するごとに、少しずつ走るスピードが上がっていくため、だんだんとせわしなくなるのでした。わたしは百を超えたコンボを途切れさせないよう、目を見開いて……


    「……って、目が冴さえる！」


    　枕まくらに突っ伏しました。


    　今夜もまた、眠れない夜になりそうです。


    「……死んじゃうかも」


    　不眠で死んだ人間はいないはず。


    　でも本気で死にそうな気もする不思議。


    　ふと気配を感じて、再び窓の外に目を向けます。


    　柵があり、その向こうには廃はい墟きよが広がっていました。街灯もなく夜中ですが、強い星明かりが地表近くにまで闇やみを押し込めて、視線は思いのほか遠くまで届きます。


    　なんとはなしに、わたしは目線を彷徨さまよわせました。


    　何も発見することはできません。


    　ただしばらくして、首筋のあたりに悪お寒かんのようなものがぞわっと走ります。


    　もう一度、今度は半身を起こし、右手から左手まで目線を走らせました。


    　やはり、途中でぞっとするような感覚に襲おそわれます。


    「……え？　え？」


    　三み度たび、小刻みに視点をスライドさせていくと、違和感の位置が判明します。


    　ある一点に目線がさしかかると同時に、体に鳥肌が立つのです。


    　見てはいけない。


    　と思うものの、目はその一点に引き寄せられていきます。


    　廃はい墟きよの中に、女の子が立っていました。


    　なあんだ、女の子。


    　そう思い込もうとする反面、わたしの理性は全力で、鳥肌が立たないよう感情全体を被ひ膜まくで覆おおっていました。心の防衛プロセス。でも膨ふくれた風船みたいな理性は、針の一刺しですぐにもパチンと割れてしまいそうな……。


    　少女はワンピースのようなものを着ていました。


    　よほど遠くにいるのか、あるいはわたしの目が疲労しているせいか、へたくそなスケッチのように輪りん郭かくが霞かすんでいます。


    　廃墟側から、賑にぎやかな広場のテント街を見ているのでしょうか？


    　なぜたったひとりで、廃墟に？


    　誰だれにも保護されなかった子ども？


    　近くの救貧院の子たちは、モニュメントの被害を免まぬがれているはず。


    　ただの、暇ひま潰つぶし？


    　こんな夜中に？


    　あまり理り詰づめで考えてはいけない、ような。


    　なのにわたしは魅み入いられたように、少女から目が離はなせないでいました。彼女が違和感の中心点なのです。風景の中に溶け込んでいるようで、その実、とても異質な。


    　口元を両手でぐっと押さえます。


    　叫んでしまったら、膜が破れてしまうから。


    　今の不安定な心理状態で、感情を暴発させたくなかったから。


    　でも目を閉じることもできないのです。


    　理性を決けつ壊かいさせつつあった根源的な悪お寒かんから、わたしを救ってくれたもの。それは……


    「めー」


    「ぎゃん！」


    　テント窓のすぐ外に迫せまり、室内をのぞきこんでくる羊ひつじのどアップでした。


    　置いて行かれた問題羊。いつの間に柵さくを跳び越えたと？


    　まさか羊ゲームにまぎれて？　まさか！


    　現実的な疑問が、わたしの不安定を押し流していきました。


    「めー」


    「ちょっと、どいてください。女の子が……」


    　再び目をやったその同じ場所に、女の子の姿はもうありませんでした。


    



    



    『散弾銃、ポケットコンピュータ、ラジオペンチ、それにわたしのクレイドルユニットまで！　マム、それはいったいなんの真ま似ねです？』


    　テントを囲むように配置された物品の数々をサーチして、プチモニが首を傾かしげます（実際にボディをたわませていますからこの表現であってます）。


    「これらは幽ゆう霊れいを消しよう滅めつさせる聖なる結界です」


    『なんですそれ？（笑）』


    「まだ修正されてなかったの？」


    『妥だ当とうな用法だと思いますけど。さっき幽霊って言いませんでしたか？』


    「その言い方がおいやなら、非現実的存在などと置換してくれても結構ですよ」


    『どっちでもいいんですが、わたしのクレイドル……』


    「あなたのクレイドルにはとても現実味があって、結界を構築するパーツに最適なのです」


    『そもそも結界って？』


    「霊の侵入を防ぐものです。こうした現実的な物品を周囲に配置することで、霊的存在に目をつけられることを未然に防ぎます。最後にこの、拡張現実対応マスクを装着すれば、わたしはサイバーな存在へと進化し、メカ次元とのインフォメーショナルな合一を果たします」


    　差し歯を一本でも入れれば立派なサイボーグ。そういうことです。拡張現実マスクをつければ、人はよりサイバーな存在になれるんです。


    『山のような不明点は置いておいて、つまりマムは、霊と遭そう遇ぐうしたということ？』


    「いいえ、あれは断じて幽霊ではなく単なる真夜中の迷子です」


    『……』


    　矛む盾じゆんは承知の発言です。


    　幽霊って認めたくないの……。


    「ついでにあなた自身も結界の構成要素ですからね」


    　プチモニをがっしとつかみ、クレイドルに強制ドッキングさせます。


    『ひーん！　ひどい！　横暴！　ペンチなんかと同じ扱いはいやです！　わたしを単なる物質と思わないでいただきたい！　これでも立派な魂たましいなんですからねぇぇぇぇ……』


    　威い勢せい良く文句を言うプチモニでしたが、みるみるうちに脱力して（実際にボディをたわませていますからこの表現であってます）いきました。


    「あ、バッテリー残量が５パーセント未満になってる」


    　気づかなかったんですが、背面で残量表示の最後のひとメモリが赤く点てん滅めつしていました。


    　もひとつ気づかなかったついでに、下した敷じき係の妖精さんもいません。ついに飽きられてしまった？


    　プチモニはスピーカーを震ふるわせる電力も惜おしんでか、無言でサスペンドモードに移行。たわんだままカチンコチンに固定して、物言わぬ金きん属ぞく塊かいと化したのでした。


    　省電力休眠モード。機械の冬眠。


    「にんげんさーん」


    　素晴らしきタイミングで、妖精さんがノミのようにはねてきて、プチモニの頭にしがみつきます。


    「あら、戻ってきたんですか」


    「どーぞ」


    　薬くすり瓶びんのようなものを、両手で差し出します。
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    「これは？」


    「おやくそくのしな？　とりひきよう、ぶつ？」


    「ブツ……」


    　した。そんな約束。そんな言い方はしなかったけど。


    「じゃあこれは、睡すい眠みん薬やく？」


    「おひるねしたいなら、こさじいっぱい。あんみんしたいなら、こさじにはい。えーみんならば、こさじさんばい！」


    「なに？　最後なんて言った？　永眠？」


    　生きてるって不思議だね。だから永眠。


    　……いやいやいや！


    「そんなに危険なお薬？」


    「いえ、そんなつよくはないですが？」


    「永眠できるのに？」


    「ちょっとはなしもっちゃったかも？」


    「どのみち小さじ三杯は絶対に試さないつもりですから、いいけど」


    「にんげんさんのこだわり？」


    　にしても、わたしの手には今、睡眠剤があるわけです。


    　瓶の腹には『ラクッコピコリン』と書いてありました。


    「それでは、したじきがかりにもどりますゆえー」


    　妖精さんは下敷きを取り出し、頭をこすりはじめるのでした。


    　プチモニの電池残量表示が赤から緑にかわり、充電ゲージが点てん滅めつしはじめます。


    「睡眠剤といっても、睡眠導入剤だの精神安定剤だのありますけど、これはどういうタイプのもの？」


    「どっちもー」


    「万能睡すい眠みん剤ざいですか」


    　効果が強ければ強いほど副作用も大きなのが薬というものですが……。


    　さて、どうしたものか、これ。


    　サンプルをもらったものの、やっぱり妖精さんのお道具。封印も検討しないといけないものではありますが、正直もう眠りたくて仕方がない。スッキリしないと、問題を解決する気力も出てきません。


    「ちょっとだけ……」


    　さすがに今回は仕方がない。そう自分を誤ご魔ま化かし、思いきり薬くすり瓶びんの口をあけます。


    　と、ここで、運命のいたずら。急な突風が！（出来過ぎにもほどがある）


    「わっ」


    　薬瓶が手から滑すべり落ちます。


    　ぼわっ、と中身の粉薬が、空中に巻き上げられました。小さじ三杯で人生の意味など考えなくても良い身分になれるという、究極の精神安定剤が！


    「けほっ、こほっ！」


    　逆巻く突風のため、わたし自身小さじ一杯分くらいの粉薬を吸い込んでしまいます。


    　咳せき込んでる間に、風に乗って周辺に広がっていく睡眠薬。


    　なんということでしょう。ハザードが起きちゃいました。


    「薬物汚染だから、まず避ひ難なん勧かん告こく……でもどこに？　ひとまず村長さんに連絡して……」


    　いろいろやらねばならないのでしたが、強きよう烈れつな立ちくらみに襲おそわれて、視界が真っ暗になっていきます。


    　あ、気絶しちゃう、よろしくない。


    　せめて、テントの中に入って……と思ってるうちに、ブラックアウト。


    　気を失ってしまいました。


    



    



    　……覚かく醒せい。


    　倒れたような気もしましたが、テントの外に立っていました。


    　時間帯は、さっきと変わらぬ夜。ですが周囲の風景が全体的に噓うそくさく、出来の悪い舞台セットに押し上げられたような印象があります。


    「なんだろう、この草？」


    　見たことのない植物が、あちらこちらにポツポツと生えていました。


    　さっきまではなかったものです。


    　雑草と言い切るには、やけに存在感のある植物。ですが、その形状を説明するためのどんな言葉も頭に浮かんできません。葉っぱの形がこうで、茎の長さがああで、という描写ができません。意識を向ければ向けるほど抗力のようなものが働いて、阻はばまれている感じでした。強引に説明するなら、巨大化した菌きん類るいのような印象です。


    　睡すい眠みん薬やくでぼんやりしてしまっているせいでしょうか？


    　……いや、どうもそんな感じじゃあないですよね、これ。


    　ふりかえるとテント街は変わらずそこにあります。特に細部がぼやけているとかはありません。普通です。


    　自分のテントの周囲を歩いてみました。軍用の大型テント。おじいさんの私物。自分で作ったサイバー結界もそのまま。プチモニだけが謎なぞの明めい滅めつを繰くり返していました。


    「なんで点滅してるんですか？」


    「しゅぎょーちゅーだから？」


    　プチモニ頭上の妖精さんは、安心の平常運転。


    「何の修行？」


    「なんだろー。からて？」


    「絶対違う……」


    「ばいたりてぃぶそくかも」


    「そいつはメカなので生命力とは無縁ですよ」


    　プチモニのことはいいとして、今は他ほかの状況確認をしなければ。


    　そういえば、頭がスッキリしております。


    　睡眠不足特有の、重い感じがありません。物事もスムースに思考できます。じゃあ謎植物をどうして意識の正せい中ちゆうにとらえられないのか、という疑問はありますが、気分的にはとてもグッドでした。


    　たっぷり眠ったか、あるいは……寝ている最中なのか。


    「妖精さん、ここ夢の世界なんじゃないですか？」


    「そういうの、たんとうじゃないのでわからんですなー」


    「誰だれが担当なの？」


    「そのば、そのばのにゅあんすでかわるが……」


    「もう、いけず」


    　どうあれ、悩みの種だった不眠も解消されたということです。意識くっきり。なんでもやれちゃう気分です。これだけでも儲もうけものでしょう。


    「娘よ」


    「……あ、拡現マスクがない。なんで？　落とした？」


    　確かにつけていたはずなのに、どこにもありません。


    「これ、娘よ」


    「落としてないとすると、消えた？　拡現マスクは夢持ち込み禁止、とか？　理由がわからんですが……」


    「娘よ！」


    「わわっ」


    　背後から不意を打たれました。


    「だ、誰だれですか!?」


    「私だ。キャンファー公こう爵しやくフィリップ・ハワード三世だ」


    　……誰？


    　振り返ると、目つきの悪い羊ひつじがいます。
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    「もしかして、あなた今しゃべった？」


    　羊が口を開きます。


    「うむ。確かに我わが輩はいが話しかけた」


    「どうして喋しやべるんですか」


    「そなたら二本足族とも長いつきあいになるがな」羊は尊大な態度で語ります。「その方らの言葉は我輩にはとんと理解できなんだし、また逆に、我輩の言い分もそちらには通じなんだ。それが、おお、どうしたことか。先ほどそなたの言葉を耳にした時、今までは得え体たいの知れぬ雑音の連なりに過ぎなかったそれらが、突とつ如じよとして意味をなしていることに気づいたのだ。このこと事態は、お互いにとってまず喜ぶべき出来事といってよいであろうな」


    「回りくどい話し方だなあ」


    「さて、そなたらも知っている通り、我わが一族こそ当地の古来よりの統治者であるわけだが、我輩が生誕するはるか以前より二本足族が台頭し、いまや何者にもはばかることなく我が物顔でふるまっていることには、まあ何も言うまい。それが歴史の必然というものであり、栄えい枯こ盛せい衰すいの強風に身をさらすことこそ王侯貴族のたしなみであると我輩は考えておるからな」


    「せっかくスッキリしたのにまた眠くなりそうなんですけど……」


    「言葉が通じぬ蛮ばん人じん相手とあらば看過できようとも、意思疎そ通つうが可能であるなら貴族の誇ほこりに賭かけて言わねばならぬこともある。そなたらは我々に対する敬意を払うと決めたのではなかったのかね？　しかるに、ここ最近の出来事はどうしたことかね」


    　回りくどい以上に、心当たりがないことを言われているなあ。


    「あのね、あなた、昨日うちに引き取られてきたばかりでしょ」


    「そうなのかね？　気がつかなかったが。なにぶん、二本足族の区別などそうはつかぬのでな。我輩も上に立つ者として、下々の者どもにもっと目をかけてやらねばならんのだが」


    　一般的に、西洋人に東洋人の顔は見分けにくいと言われています。


    　にしても、人間を下々として認識しているみたいな物言いが、ちょっと気になりました。


    「同じ羊の使用人どもから引き離はなされたのは、まあ良い。連中は使用人とはいっても、我輩のおともをする以外にできることなどないのだ。身の回りのことは、そなたら二本足族がすべてやってくれるでな」


    　そういう風に人間様のことを見ていたか。


    　しかも他ほかの羊ひつじは使用人ですかい。


    　これは嫌きらわれる。性格、滲にじみ出る。


    「しかし昨日今日とこの扱いはどういうことか。草狩りもなければ、ブラッシングもなし。居城は風に吹き払われそうであるし、直ちよつ轄かつ領りようも猫の額ひたいのようではないか。食事がまたひどいものだ。我わが輩はいは最低でも二日に一度は新鮮な青草を食はまねば気がすまぬ。二本足族にはわからぬかもしれないが……」


    「はいストップ、ストップ。ちくいち確認のお時間です」


    「どこにわからぬ点があると？」


    「まず直轄領というのは、あの柵さくの内側の広さのことですよね？」


    「左さ様よう。我輩のために領土を与えることが、かつての支配者層に対する二本足族なりの礼れい儀ぎ作法なのではないのかね？」


    「……すみません、実は搾さく取しゆ広場なんですそれ」


    「ん、なんと申した？　よく聞こえなんだわ」


    「いえ。こっちの話ということにします。受け入れ不可能な事実の気がするので」


    　疑問はもうひとつありました。


    「草狩りというのは、あれですかね。二本足族の言うところの放牧のことで、草食系動物からすると鷹たか狩がりとか狐きつね狩がりみたいな行為に該がい当とうするということですか？」


    「狐狩りとは何だ？」


    「お貴族様がおともを連れて、てっぽう持って動物殺しに行くんですよ。で、食う」


    　お羊様ったら真横にぶっ倒れてしまいましたよ。


    　死んだか。


    「ごめんなさい。やすらかにお眠りください。ま、どうせ夢だし、なんとかなりますよ」


    　夢。


    　そう考えれば、すべてはシンプルに解決する。


    　……甘い考えでした。


    



    



    　月の光を強めたような、明るい夜を歩いていました。


    　落ち着いて観察してみると、夢の世界にもかかわらず、意外と現実に準じゆん拠きよしています。


    　部分部分、現実と異なる箇か所しよはあります。


    　たとえばさっきの妙な植物にしてもそうだし、羊が喋しやべりはじめた件もそう。それなりにメチャクチャではありますが、街並みや周辺地形は現実のままなのです。


    　そんな世界で、おなじみのものたちと出くわしました。


    「いそがし、いそがし」「いそげや、いそげ」


    　ふたりの妖精さんが、足下を駆け抜けていきました。


    『通行止め』の立て看板をふたりしてかついで、どこかに運うん搬ぱん中ちゆうっぽいです。


    「ねー、妖精さーん！」


    「すみませぬー」「またあとでー」


    　よほど急いでいるのか止まってくれません。


    「お菓子！」


    　妖精さんの足が、ぴたり、と停止します。


    「……は今は持っていないんでした」


    「ほんろうされた……」「じらしじょうず……」


    　妖精さんらはふらつきながら去っていきました。


    　彼らの小さな姿を黙だまって見送っていると、


    「あ、いたいた。おーい」


    　無人と思われたテント街から、Ｙが姿を見せました。


    「……」


    「いやー、よかったよかった。これ、また事件発生って流れじゃないか？」


    「……」


    「すぐ起こるよな、こういうの。いや、楽しいからいーけど。でもヤバそうだったらどうしようかって思ってさ、スタート地点でずっと様子見してた。あんたが来てくれて良かった……って、オイ！　どうしてさっきから無視してる！」


    「……あれ？　本物？」


    「偽にせ物ものの可能性がどこにあったよ！」


    「いや、これわたしの夢世界だから、登場人物もわたしの脳内存在かとばかり」


    「本物だよ！　私は私だ！　ああ、でも夢な……なるほど。確かに、そんな雰ふん囲い気きか。にしたって、夢だとしても友達なんだから会話くらいしなよ」


    「いや、自分の生み出した妄もう想そう友達と会話するのはちょっとナイかなと……」


    「呼吸をするようにひどいな。ちゃんと自分の意思と記き憶おくを持った、れっきとした私」


    「でも、そういうセリフを、わたしの脳に言わされているだけだったら？」


    「え？」


    「あなたが自分の心だと思っているものは錯さつ覚かく、あなたが自分の人生だと記憶していることは五分前に造物主であるわたしによって生み出された、偽物だとしたら？」


    「わたしの……二十年を超える記憶が……五分前に……？」


    「そう、二十年分の記き憶おく。五分前に植え付けられたものだとしても、自分では区別できないでしょう？」


    「いや……そんなことは……」


    　わたしはうっすらと笑って最後の言葉を告げます。


    「だってここ、わたしの夢なんですから」


    「…………いや……そんなことは……そんな……」


    　言いかけて、黙だまりこくるＹ。


    　こわい考えをさせることに成功してました。


    「いや待て。同じ理屈で、そっちが私の夢の産物かもしれないだろ？」


    「あ、気づいた」


    「無意味に人を追い詰つめるんじゃない！」


    「久しぶりにすっきりして、地味にハイテンションになってるんですよ」


    「ひとりで空から回まわりしていて欲しいね」


    　このあたりで、彼女がわたしの妄もう想そうではないと直感できました。


    「どーもそっちも、モノホンっぽいですね」


    「そっちもな。お互い、意表突かれてるわけだし、想像の産物じゃあないだろう」


    「となると、夢の共有ってことですね」


    　ふたりそろって青あお息いき吐と息いき。


    「心当たりは？」


    「残念ながらあります」


    　もうからっぽになった薬くすり瓶びんを、彼女に放り投げます。


    「おっと、こいつは……ラクッコピコリン？」


    「皆さーん」


    　テントの合間をぬって、見知った顔が駆け寄ってきます。


    「あら、Ｋさんまで」


    　いつものサングラスとダークスーツではなく、素顔にフリフリの寝ね間ま着き姿でした。


    



    



    「強力な睡すい眠みん薬やくだそうです。粉薬だったのですが、風にさらわれて一いつ瞬しゆんで里じゅうを汚染してしまいました。今の状態は、この薬のせいかと」


    　Ｋさんは薬瓶を目の前に持ち上げて凝ぎよう視しし、


    「私、研修で睡眠薬について習いましたけど、聞いたことのない薬物ですね」


    「妖精さんの作ったものですから」


    「ずっと不眠に苦しんでましたものね。よかったです！」


    「ねえ、あんたなんでそんな格好なのさ？　まだ宵よいの口なのに、完全寝る態勢になっちゃってるし」


    「私はいつもこの時間帯に寝て、朝は日の出とともに起きてますよ」


    　おばあちゃんみたいな時間帯に生活してる人です。


    「……わたし不健全かも。夜中に寝て、午前中のどこかで起きてます」


    「そのくらいで！　私なんて明け方に寝て、午後に起きてるよ」


    　寝てないんじゃないのか。


    　つい言葉が荒れてしまいそうでした。


    「三人とも違う時間帯に生きてるみたいで面おも白しろいですね」


    　Ｋさん純なことを言います。


    「そうだね。普ふ段だん寝てる時間違うのに、夢の世界で出くわしてるわけで。奇き遇ぐうだね」


    「違うセル画に画かかれたキャラクター同士みたい」


    　Ｙがびしっとわたしを指さします。


    「そいつだ」


    　いろいろ、〝重なって〟いる。そんな構図。


    　現実に電脳データが重なるのが拡張現実。人々の心に重なって共有されるのが、この夢の世界。


    「さて、夢だから気張って脱出することもないですが、ひとつ皆で作戦でも立てます？」


    　ぽん、とＫさんが手を合わせます。


    「こういう時は、まずお茶でも飲んで落ち着きましょう！　あ、でもこんなに夜遅くに飲むと眠れなくなってしまうでしょうか？」


    「……あんたも相当な天然だな」


    「夢の中のカフェインなんて、致死量だって摂せつ取しゆできます」


    　紅茶百杯くらいを二、三時間でイッキ飲みするくらいが致死量。


    「真夜中のお茶会って、ちょっと憧あこがれてたんです」


    「こんなデタラメ世界でお湯なんて沸くのかね？」


    　沸きました。数秒で。


    　水をいれて、ポットを火にかけた途と端たんに、しゅんしゅんと。


    「……さすが夢」


    　お菓子も焼けました。数秒で。


    　材料はいくら使ってもなくならないし、予熱が一いつ瞬しゆんだし、すぐに焼き上がるしで、もう。


    「でも味そのままですよ、Ｍさん」


    　Ｋさんだけが感激しています。


    「たぶんそれ、０カロリーですよ、しかも」
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    「まあまあまあ、それはそれはそれは」


    　もりもりもり、という感じで。


    「あ、助手くん来たよ。おーい、こっちこっち」


    　テント小路をうろついていた彼も、とててとこちらに合流。


    「ごめんなさいね、いつものトラブルです」


    　彼はわかっています、とばかりにこくんとうなずき、わたしたちとともにたき火を囲みます。


    「あと誰だれいないの？　プチ子と、妖精さんか？　呼ぶかい？」


    「プチモニならわたしのテントで点てん滅めつしてましたよ。あの子は、こっちには未対応みたい。妖精さんはふつーにいましたけど、今忙しいみたい」


    「点滅？」とＫさん。


    「半分存在してるんだけど、半分、存在できなくて停止してるという様子でしたよ」


    「どうしてなんだろうな？」


    「ラクッコピコリンを吸い込めないからじゃないですか？　機械だし」


    「ああ、そういうことですか。でも、明滅してるってことは半分くらいは効果が出ているのでは？」


    「……ああ、そうなんですかね、あれ」


    　だから妖精さんもプチモニをサポートしている、と。フムン。


    　あの、ところで、と助手さんがわたしに耳打ちをしました。


    「……え？　マスク？　ああ、気づいてたんですね。ええ、わたしも同感でして」


    「マスクがなんだって？」とＹ。


    「みんな、マスクつけてましたよね？」


    　ふたりは同時に目元に触ふれ、同時に目を丸くしました。


    「そうだ。夢世界に迷い込む前につけてた。新エピソードの脚本を書いてて……」


    「私もです。寝る前に羊ひつじさんゲームのアプリケーションで遊んでいて……」


    　今はふたりともマスクをつけていません。


    「どういうことなんだ？」


    「……お茶が終わったら、他ほかに人がいないか、探してみましょうか」


    　ゆっくり飲んでもらっても構わなかったのに、ふたりは一息でカップの中身を喉のどに流し込んでしまいました。


    



    



    　マスクを確実につけていた連中に心当たりがあるというＹの言葉に従い、クスノキ廃はい墟きよエリアに移動しました。


    　娘さんたちの集団は、少なく見積もっても千人以上はいました。


    　十数人から数人といった小さなグループにわかれて、相互に微妙な距きよ離りを置いて、コロニーを作っています。どのグループでもさかんに議論が続いていて、場全体も騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きでした。


    「全員、マスクなしですね」


    　Ｋさんが開口一番、そう言います。


    「夢世界に入るまでは、全員つけてたはずだよ。オールウェイのイベント出待ち組だから」


    「確認してみましょう」


    　わたしは近場のコロニーに接近しました。


    「お尋ねしたいんですがー」


    「待って。あんたたち、どこの派は閥ばつ？」


    　娘さんたちの代表者が、わたしに鋭するどく問いかけました。


    「派閥って？」


    「解説しようか。美少年がたくさん出てくるコンテンツでは、誰だれと誰を同性愛関係として妄もう想そうするかで議論が百出して派閥化する。こうした議論は基本決着がつかないため、必ず派閥同士が敵対関係に陥おちいる。そういう意味での質問だから慎しん重ちように答えなよ。適当にどのカップリングを支持するか答えることになるけど、味方になってくれるのは一勢力だけだからさ」


    「……」


    　引きつり笑いのまま硬直しているわたしに、Ｙが囁ささやきました。


    「話しするなら、私が仕掛け人だってことは黙だまっててくれない？　大おお騒さわぎになって大変だし、顔が割れると厄やつ介かいなんだよ。この仕事には、慎重さが肝かん要ようでね」


    「……あなたが叩たたいて渡っているつもりの石橋、超危ない橋ですからね」


    「ロンドン橋だって落ちちゃった世の中だ。この方針で間違いないね」


    　ふん、と顎あごをそらすのでした。


    　自みずからの生き様に一点の疑問もない。


    「ね、どうなの？　どのカプ推おし？」


    　迫せまる娘さんに、わたしはへどもどと答えます。


    「えーとえーと……特にどのカップリング……ということはない、です。すいません」


    「なあんだ、にわか」


    　娘さんは瞬しゆん時じにわたしから関心を失い、コロニーに戻ってしまいました。


    「……誰も敵にしないかわりに、誰一人味方になってくれない回答をしたな」


    「ちょっと話聞きたいだけなのになあ……」


    「仕方ないな。切り札を使おうか」


    　Ｙはわたしの背後で（娘さんたちの異様な雰囲気に）怯おびえていた助手さんの腕を、ぐいっと摑つかんで引っ張り出し、わざとらしく声を張り上げます。


    「へえ、君って、オールウェイ（美少年ボウリングの作品名）の主人公であるクロードに似てるね！」


    　ざざっ、と。


    　ほぼすべての娘さんたちが、一いつ瞬しゆんで助手さんに注目した瞬間でした。


    「……っ？　……っ!?」
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    　今度は小声で、Ｙが助手さんに言いました。


    「ごめん。似てるっていうか、立体データのモデルにさせてもらったんだ。全員完かん璧ぺきで派手な美少年に設定するとさ、どうも客の反応が鈍にぶいんだよね。こういう時は、適度にキャラ設定に隙すきを作るといいんだ。だからオールウェイの主人公は、才能あるんだけど目立たないってタイプって設定にしてるんだわ。他ほかの強豪美少年からは一目置かれてるところも、成功点だと思う。いや、受けたのなんのって。感謝してるよ君には。言うの遅れてごめんよ」


    　怯おびえる助手さんに、果たしてその謝罪が通じたのかどうか。


    　ただでさえ意味不明すぎてエイリアン言葉になっているというのに。


    「彼、クロードに似てるわ……！」「言われてみれば……そっくりね！」「さっきまで存在にも気づかなかった……」「まさしくクロードね」「まさかモデル？」「あり得るわ！　作者だってこの村のどこかにいるはずだものね」「どうする、サインもらう？」「待ってよ、彼はクロード本人じゃないのよ！」「でも中の人である可能性が高いわ！」「中の人……」「中の人であるなら……」「中の人であるとき……」「中の人なら……」　ギラギラした情欲が、助手さんに突き立ちました。


    　これはたいへんなプレッシャーです。助手さん可か哀わい想そう。


    　でも、もしわたしなんかが身を挺ていして彼をかばおうものなら、最悪の結果になることは容易に想像できます。


    　女がかばっちゃいけない局面なんです。


    　助手さんが助けを求めてわたしの目を見ます。


    　この時、わたしの心は鬼と化していました。


    「娘さんたちに、インタビューしてきてくれません？」


    



    



    「……やっぱりマスクを着用している時にラクッコピコリンを吸引することが、夢共有のトリガーになっているみたいですよ。夢世界に突入すると同時に、マスクは消しよう滅めつしてますけど」


    　助手さんの尊い取材のおかげで、判明した事実でした。


    　その助手さんは……娘さんたちの押しの強いアタック（きゃークロードにクリソツきゃーいいわあなたいいわやだーもー似すぎっていうかー握手してくださいサインくださいハグしていいですかきゃーきゃーきゃー）を四方から受けた結果、色素が抜けたような顔で力なく座り込んでいます。


    「マスクをつけてなくて、ラクッコピコリンとやらを吸った連中はどうなったのさ？」


    「寝たんでしょう。夢も見ずに」


    「だとすると、さっきのプチモニはどういう状態なんでしょうか？　睡すい眠みん薬やくは吸ったかも知れませんけど、マスクはつけていませんでしたよ？」とＫさん。


    「あの子は言い出しっぺですし、歩く拡張現実みたいなものだから」


    「なるほど……」


    「わかったところで、どうしたもんかねこれ」


    　今わたしらは、美少年好きの娘さんたちに混じり、円えん陣じんを組んでいます。


    　この娘さんたち、なんと！


    　自分たちが夢世界にいると気づいていません。


    　そんなことあるものか、と思われるでしょうが、事実なんだから受け入れるしかありませんよ。


    　事情を知らないから、異変に巻き込まれたことを自覚しにくいというのは、理由としてはひとつあります。


    　あとは、ずっと同じ場所で待機し続けていたため、情報的に孤こ立りつしていることとかね。


    　でも一番の理由は、他ほかに気になることがあるから。


    　なんでも、今日は美少年ボウリングのビッグイベントがあるんだそうで。


    「深夜にこの場所で五人全員が偶然に集つどう、という筋書きなんだ」


    　とプロジェクトリーダーのＹは説明しました。


    　イベント内容は巧妙なマーケティングにより事前に周知されており、噂うわさは噂を生み、聞きつけた多くのファンがこうして一堂に会する結果となっています。


    　彼女たちは三日も前から、ここで寝泊まりを続けています。良い場所を確保するために。


    　肝かん心じん要かなめの拡現マスクが煙のように消しよう滅めつしてしまったことで、娘さんたちは大おお騒さわぎとなったのでした。マスクが消えたショックがまず先に立ち、その他の違和感には目もくれる余裕がないのです。


    「なんという没頭具合ですか」


    　その熱意を他のことに向けたら、人類復興できるんじゃないの？


    「あの、Ｙ先生……マスクがないんじゃ時間になってもイベントを見ることはできませんよね？」


    「そういうことになるね。さっきからみんなが騒いでるのは、まさにその件だし」


    「暴動が起こったりしないか心配です」


    　工作員のＫさんらしい意見でした。


    「いいんじゃない？　だって夢なんだし」


    「そう思えるの先生だけです、たぶん……」


    　そう。周辺の空気は、夢であるにもかかわらず、とても不ふ穏おんなものになりつつあります。


    「ねえ、イベントって何時からはじまるの？」


    「深夜零れい時じ」


    　ラクッコピコリン大散布が、だいたい九時くらいの出来事。


    　で、なんだかんだと夢世界に来て、二時間くらいは経たったのかしら？


    　と腕時計を見て、ちょっと思考が鈍にぶってしまいました。


    「どした？」


    「文も字じ盤ばんがぼやけて、数字が読めない……あと意識が引っ張られる感じがして、ちょっと気持ち悪いんです」


    　ふたりは同時に手首を確かめて、わたしが体験したようにごく短時間、その思考をもたつかせました。


    「夢での出来事なんて、なんでもありだろうけどさ」とＹ。「やっぱ夢だから、時間の概がい念ねんがないということなのかね？」


    「そんなことはないでしょう。夢だっていつかは醒さめますよ？」


    「でも夢の中だと、現実ほど時間を気にすることはないような」


    　同時にうーんとうなります。


    「ねえヘレン、マスクを探しに行きましょうよ」「いやよ、探している間に誰だれかに場所を取られたら！」「でも場所を確保していても、マスクがなきゃ」「誰かひとりが取ってくればいいじゃない？」「でもどこにあるかもわからないものを探すのだから、手分けしなきゃ」


    　娘さんたちは、どうやら議論を膠こう着ちやくさせつつあるようです。


    「おふたりさん、ここにいてもできることはないし、暴動の心配もなさそうだし、いったんここを離はなれませんか？」


    「さすがです！　目覚める手段がないか調査なさるんですね？」


    　Ｋさんがマリア様に祈るみたいなポーズで、わたしに熱い視線を向けます。


    「……あ、いえ、どうせいつかは目覚めると思うので、単に探検でもして暇ひま潰つぶししましょうよって提案でした……」


    「……ああ」


    　あまり、蔑さげすまないでいただけると嬉うれしいです。


    　一方、Ｙはノリノリ。


    「行こうじゃないか。こんな経験、滅めつ多たにできないぞ」


    



    



    　で、四人で仲良く里をぶらついたわけです。


    　さっきも言った通り、夢世界といえども現実準じゆん拠きよ。歩いていてもいつもの光景で、目新しいものは見当たりません。


    「刺激が足りないなあ。ピンクのペンギンとか、星せい条じよう旗きが貼はりつけられた月とか、そういういいものでも浮かべときゃいいのに。これじゃ客は満足しないね」


    　……すぐつまらないつまらない言う。


    「現実準拠なのは、たぶん多人数によって意識が共有されているせいですよ」


    　あとたぶん、ここが夢って信じてない人が多いせい。


    「つまり皆の意識で維持されてる夢ってことな……」


    　Ｙはあくびをしました。わたしは反射的に突っ込みます。


    「この人、夢なのにあくびしてます」


    　Ｋさんが小さく吹き出しました。


    　Ｙはぐぬぬと呻うめいて、言い訳を口にします。


    「……ちっとも眠くないんだけどね。いつもだったらあくびしてるようなタイミングだったから、かな」


    「意思の力によって規定されるというのは夢らしいですよね」


    「だったら、思えばどんなことでも実現したりするんでしょうか？」


    　Ｋさんはぎゅっと目を閉じ、なにやら念じはじめました。


    「それは？」


    「雪でも降らせてみようかと思いまして……無理みたいでしたけど」


    　あれだけ念じても、夜空には雲ひとつありませんものね。


    「もっと呼吸をするように自然な願いでないと駄だ目めなのかも。夢って無意識の領域でしょう？　表面的じゃなくて、深層意識からのアプローチをしないといけないんでしょう」


    「……とても難しいですね」


    「ヨガの行ぎよう者じやとかなら、行けますよきっと！」


    「その理屈だと夢みる人間って、みんな偉大な修行者みたいだ」


    「ユングでしたっけ？　集合的無意識って」


    「あー、あったあった。《学がく舎しや》で読んだ。けど、今回の件とは関係ないんじゃないか？」


    「それはどういう話なんでしょうか？」


    　ご両親から家業を継つぐ形で工作員になったというＫさんは、幼い頃ころの私し塾じゆく以外、学校に通ったことはないそうです。ユングなんて習うこともないでしょうね。


    　カール・グスタフ・ユング。昔の学者先生の名前。年代不明。


    　ユング心理学の始祖。


    　人間には先天的な心理構造があるとし、それが世界各地の神話にある種の共通点を生み出している、というようなことを言いました。


    　まったく異なる文化圏で生まれた神話なのに、似たような要素が多かったりすると、よく引き合いに出されるものです。


    「ははあ。その心理的な仕組みというものは、なぜ存在するんでしょう？」


    「わかんないですねえ。適当に、そういうものとして進化してきてしまったんでしょう」


    「本当、わかんなかったよ。ユングとそのライバルであるフロイトの関係は、ちょっと萌もえたけどさ。期待はずれもいいとこさ」


    「……何を期待して読んだの？」


    「昔の学者さんでしたら、私もひとり習って知っております」


    「へえ、どちら様で？」


    「ノッポ＝サン、という偉大な紙工作学者の方で、ノッポ工作学の始祖なのだそうです」


    　……知らない学問まろび出たコレ。


    「工作で偉業を残せるものかい？」とＹ。


    「残されましたよ！　ナイトゴーント君とかいう神話にも出てくるおそろしい怪物を、工作技術で骨抜きにして人々を救ったそうです！　とても素晴らしいことですよね！」


    　……本気で信じている波動を全身から放っていました。


    「へー……すごーい……」


    　Ｋさん好きだから傷つけたくなくて、なるべく大きめに驚おどろいてあげたりして（でもそういう演技ってちょっと苦手……）。


    「ほんで、どういう話してたんだっけ？」


    　Ｙの見事な話題戻し。


    「夢を共有してるって話から、集合的無意識の話題に飛びました」


    「そうだった。や、だからさ、ユングも心の底で人類が皆繫つながってるってオカルト話ではなかったはずだろ？」


    「そうですよ。同じ心理構造を持っているだけで、リンクしているという話ではないです。そもそも本件はですね、ラクッコピコリンによって瞬しゆん間かん的てきに睡すい眠みんさせられた者同士が、マスクによって夢を同期させられた結果なんじゃないかと思うんです」


    「マスクにそんな機能はない、はずなんだがね」


    「ええ、そのあたりの理屈はまったくわかりません。これ妖精さんの道具じゃないし、高度であってもしょせんは科学かと」


    　となると、やっぱり睡眠薬が媒ばい介かいなのかしら？


    　妖精さんの道具に夢まで絡からんで、確たるものは何もなし。いくら考えても結論が出ることはなさそうです。


    　やがて議論のネタもなくなった頃ころ、わたしたちの足は町外れにさしかかります。


    　里の外は、だだっぴろい丘きゆう陵りよう地帯が広がっています。それだけなら現実通り。唯ゆい一いつの違いは、奇怪な植物群がどこまでも覆おおっていることでした。


    「……これは、ちと不ぶ気き味みな光景が出たな」


    「なんでしょう、あの草。見たこともないものばかりですね」


    　ふたりともやはり違和感があるらしく、何度も目をこすっていました。


    　わたしたちは、近くの寄よせ棟むね造づくりの東あずま屋やに向かい、休きゆう憩けいをとります。といっても、まったく肉体的な疲労はないわけですが。


    「里の外側は、あの変な草が大だい繁はん茂もしてるみたいだね」


    　Ｙの言葉にわたしたちはぶるっと身み震ぶるいをして、里以外を塗ぬりつぶす植物群を眺ながめます。不気味に思えるのは、すべての植物が里の方を向いているためです。草花が光に向かって育つように、里を目指して押し寄せているように感じてなりません。


    「ま、夢の世界がどうなったところで、リアルに生きる私らが怯おびえる謂いわれはないけどさ」


    　ぼそっとＹが言って、チーズを載せたクラッカーをぱきりと齧かじりました。


    　卓の上に、紅茶が湯気を立てています。


    　……淹いれた記き憶おくはないのですが。


    　無意識。我々の無意識が、呼吸をするように夢を加工したのでしょうか。


    　それはいかにも夢世界にふさわしい現象です。


    「あの植物、すでに里にも点々と生えてましたよ。あんな密生してはいませんけど」


    「誰だれかが管理しないと、草ボーボーになるのは現実と同じか」とＹ。


    「ああ、よく観察したいけど、直視できない」


    「横目で見たらどうだい？」


    「そんな簡単な」


    「いや、まっすぐ見ようとするとぼやっとしちゃうけど、目のはしでとらえると結構くっきり見られるよ。隣となりに座ってるやつの答案、カンニングするみたいな感じでさ」


    「なんというゲスい例えですか」


    　でも言われた通りにやってみたら、けっこうくっきり見えました。悔くやしい。


    「……人間の悪知恵って最強ですよね」


    　よくよく観察できるとなれば、好奇心がわたしを突き動かします。東あずま屋やを出て、大おお股またで押し寄せる草むらの先せん端たんに近寄ります。


    「おい……食人植物かもしんないから無む茶ちやすんなー」


    「大だい丈じよう夫ぶー。たぶん安全ー」


    　別の星で進化したみたいな、異形の植物たち。なのにそれが直ただちに植物だとわかるのは、姿から醸かもされる「植物っぽさ」のためでした。


    　真正面から見ようとするとぼやけ、横目でとらえるといくらか鮮明に。


    　先に直感したように、知覚を退ける性質があるんでしょう。


    　……こういうものに、今までも幾いく度どか触ふれてきた気がします。


    　生い茂しげる植物のうち一本に手を伸ばしました。


    　指先がその茎を手た折おる寸前に、植物は砕くだけ散るようにして消えてしまいました。感触という強い知覚が、植物の方をどこかに押しやったように思えました。


    　その時、知覚から微弱な視線を感じます。


    　異形の植生に潜ひそむように、その少女は立っていました。


    　マスク越しに見た、あの少女。


    　植物同様、細部というものをもたない少女。ただその概がい念ねんが、彼女が『少女』であると告げていました。


    　その姿は、燐りん光こうを放つ羽を背負った、伝承上の妖精のようでもあります。おなじみの妖精さんとは異なる、古き良き妖精。たとえば『夏の夜の夢』に登場した妖精女王のような。
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    「ティターニア」


    　彼女の全身に、波紋が広がりました。


    　保護しなくては。無意識に考え、つい手を伸ばしかけると、少女は怯おびえたように飛びすさります。


    　そう、触れたら……危ない気がする。


    　わたしは横目で、彼女は真正面から、しばらく互いを強く意識していました。やがて彼女……ティターニア……はくるりと背を向け、茂しげみの向こうに消えていきました。


    



    



    　その後、我々四人はいったん広場に戻ることにしました。


    　あのまま外を出歩いても、何があるとも思えません。


    　おそらくですが、夢の世界は本来は未開拓地であり、ラクッコピコリンで夢を共有した者が協力して投影しているのが夢側のクスノキなのです。


    　だから、世界に唯ゆい一いつの人里である可能性がとても高い。


    　そこまでわかれば、あとはもう現実に戻る方法をさがすだけです。その際、美少年ボウリングファンは連れて帰らねばなりませんが。


    　その途中。


    「ん？」


    　倒とう壊かいした建物のひとつにわたしの目は吸い寄せられます。


    　……気になりました。


    「ごめんなさい、先に行っていてください。すぐに追いつきます」


    「ははん、夢の中でまで花摘みかい？」


    　Ｙにしては上品な下ネタをスルーし、わたしは屋根のない建物内にそっとつま先を差し入れました。　建材に埋うめ立てられたような室内の、折り重なった瓦が礫れきの隙すき間まから、よほど運が良くなければ気づけないような、しかし気づけば確かに無視できないような、微弱な緑の光が漏もれていました。


    　瓦礫をどけると、古くて大きな通信機が埋もれています。


    　誰だれかのコレクションだったものか、あるいは個人的通信手段として活用されていたのかはわかりませんが、同じものがきっと現実側にもあるのだということは確信できます。


    　それはなぜか作動しており、緑色の入電ランプをちかちかさせていたのです。


    「……もしもし？」


    　レシーバーを耳にあてると、


    『おまえか？』


    　そんな時間など経たってもいないのに、やけに懐なつかしく感じられる声。


    「お、おじいさん!?」


    　飛び上がりそうでした。


    『そう、私だ……聞こえる……か……？』


    　通信の精度は悪く、耳に砂を流したような雑音にまぎれていました。レシーバーを抱え込むように耳に押し当てます。それで、よく聞こえるわけでもないのですが。


    「おじいさん、ちょっとこれ、聞こえない……」


    『実は……困ったことになった……しばらく、帰れそうにないのだ……』


    「え、帰れない？」　どうして？


    『シャトルが……故障……』


    「今、お月様なんですか!?」


    『そう、月だ……月面都市の……廃はい墟きよに……』


    『廃墟って……無事、なんですかそれ？』


    　焦あせるばかり、考えもまとまらず。


    『なんと言ってよいのかわからんが……最悪の事態は避さけられたようだ』


    「そ、そうですか……」


    　体中の筋肉が、弛し緩かんするのがリアルに感じられました。夢だけど。


    『……妖精たちは、どうやらじゅうぶんな菓子がなければ、モチベーションを得られんようなのだ……結果、我々は……となっている……』


    　雑音はだんだんひどくなっていき、声が聞き取りにくくなっていきます。


    「え？　何です？　よく聞こえない」


    『回線が弱くてな、エネルギーも無む駄だ遣づかいできんのだ……とにかく……あとは任せ……』


    　緑のランプが突然、赤く変わりました。


    　雑音もろともおじいさんの声も途切れてしまいます。


    「ちょっと！　おじいさんってば！」


    　反応なし。


    　あまり事情はよくわからなかったけれど、無事……っぽい。


    「なら、いいか」


    　……いや、いいのか？


    　よくわかりませんでした。


    　よくわからないけれど、心配事のひとつが劇的に緩かん和わされたことは事実。夢の中の出来事、ではあるとしても。


    「いい夢」


    　月を見上げます。あそこにおじいさんがいるのか、と思うと感かん慨がい深いものがありました。


    　夜空に淡あわい光の帯がかかっているのが見えます。一本一本は白いもやのようですが、全天を覆おおうように何本もの帯が交差しています。飛行機雲にも似ています。


    　はじめて気づきました。


    　なんだろう、あれ？


    　雲や虹にじより、数段高い位置にあるような。


    　目を凝こらせば凝らすほど、まるでこちらの観察を退けるが如ごとく、帯は希き薄はく化かしていきます。そんな風にしばらく顔を上に向けていたせいか、突然、目が暗くらんだようになります。


    　そのまま世界は暗くなっていきます。目を開けているのに。


    　視力が失われて、次にはバランス感覚が疑わしくなって、最後には意識がずうんと沈んでいきました。


    



    



    　朝、でした。


    　わたしはテントで使用している折り畳たたみベッドに、俯うつぶせになって寝ていました。


    　ちゃんと寝入ったわけではなくて、倒れ込んだのでしょう。服装は前の晩のままで、着替えた様子もありません。


    　身を起こすと、目元からマスクがぺりっとはがれ落ちました。


    「……すっきり」


    　久しぶりの熟じゆく睡すいだったはずです。


    　時間は、ちょうどおひる。


    　十四時間以上寝ていたということ？


    　普通、そんなに寝たら頭が重くなりそうなものですが、不眠が続いた久方ぶりの眠りは、もう最高。水を吸ったスポンジのように、脳が瑞みず々みずしく活力をたたえております。


    「もう寝てない自じ慢まんなんてしない……！」


    　眠り最高です。寝不足、かっこわるい。


    「おー、やっと起きたな？」


    　テントの入り口から顔だけ突っ込んで、Ｙ。


    「あ、ねえ、夕べの……」


    「夢の件だろ？　そのことで話があるんだよ。昼飯がてら、ちょっと話そうか」


    　こういう避ひ難なん生活みたいなものが定着してくると、水場のそばには様々な露ろ店てんや屋台が軒のきを連ねるようになります。飲食の拠きよ点てんとなってしまうので、必然、人も多く集まるわけです。といっても豊富な支援物資のため、人々の顔には余裕がありました。


    　数あるオープンテントのひとつに連れて行かれました。


    「あら、助手さん。おはよう」


    　テントの食卓で席取りがてらスケッチをしていた彼は、こちらに顔だけ向けて軽く会え釈しやくし、すぐ作業に戻っていきます。


    　何を描いてるんだろう？


    　Ｙが両手にバスケットをふたつ下げて、テントに入ってきました。


    「昼メシ、出遅れたからティーセットしかなかったけど、いいだろ？」


    「いいですよ、ありがと」


    　紅茶、スコーン、サンドイッチ、デザートには新鮮ないちじく。


    　よく眠り、食欲も回復。おいしくいただいて、食後のお茶にほっとした頃ころ合あいに、Ｙは話しはじめます。


    「あんたと別れたあとの話な。あのあと、オールウェイのファンが出待ちしてた場所に戻ったんだよ。あれ、マスクがないから当然、イベントは起こらないって思ってたんだけど。普通に発生してたんだわ」


    「……拡張現実の？」


    「うん。マスクもなしにさ」


    「それは夢だから……」


    「って言っちゃうのは簡単なんだけど、やっぱりちょっとヘンだったのさ」


    　Ｙが現場に戻った時、すでに事態は起こっていたといいます。


    　つまりボウリング美少年たちが集まり、ドラマしていたわけです。それは夢の中ではあっても裸眼で見ることができたそうです。


    「最初は私の脚本まんまだったよ。だから、それはプログラム通りに進行していると思った。で、おかしくなってきたのは後半だ。明らかに登場人物たちが、脚本から外れた言動をとりはじめたんだ。これは私も見たから確かだ」


    　そもそも美少年ボウリングは、同性愛ものではないのだそうです。


    　純じゆん粋すいなスポーツ少年ものであり、そういうタッチはあくまでも余地であり、男性が男性の肩を抱だいて「女なんかにお前は渡さない」と直接的にいろいろな愛の形を実演するような展開は皆かい無むなのだそうです。


    「ちょっとした関係性がうまく描かれていると、妄もう想そうの余地ができるんだ。そういうところにだけ特化して、子どもにもムラムラできるようなものを全年齢で目指した」


    「なんちゅうものを目指すんですか」


    「……だってのに、どんどん恋愛展開になっちゃったんだな。面食らったよ。それだけはやるまいって思ってたことだったから。確かに客の願望をそのまま満たしてやれば、強いコンテンツにはなるさ。けど、直接表現に頼たよりはじめるとどんどん深く狭せまくなっていく。コアな方向に行っちゃうんだよね。そもそもオールウェイでは主要キャラ同士のすべての組み合わせを網もう羅ら的てきに妄想させるという狙ねらいがあって、カップリングの固定は非常にコンセプトからずれてるってわけ。ここまでは簡単だからわかるだろ？」


    「ううん」


    「ギャラリーは大おお騒さわぎだよ。特に昨晩、恋愛展開になったのは人気の組み合わせばかりだったからな。大騒ぎだ。けどその裏では、けっこうな数いたはずのその他カップル推おしのグループが、だいぶ引いててね。今後の立て直しは並大抵じゃないよ、これは」


    「夢だから展開が変化しただけなのでは？」


    「と思ったんだけどな、サーバ側のデータ確認してみたら、該がい当とう部分が文字化けしてデータ破損してたよ」


    　きょとんとします。


    「はあ？　夢が現実に干かん渉しようしたと？」


    「そのあたりはわからない。でも電脳データって、現実の範はん疇ちゆうかな？」


    「無論そうでしょうとも」


    「そうかな。拡張現実で現実に重ねられた層って、ある意味、夢っていう層と似てないかなって思って」


    　突飛な主張でした。


    「どっちも実体はないですけど、他ほかに共通点ってあります？」


    「どっちも人間の意識の延長線上にある」


    　両者の間に、奇妙な沈ちん黙もくが垂たれ込めます。


    　やがてＹは「こういうのはガラじゃないな」と咳せき払ばらいをして、


    「ほら、現実といってもデータ上のことだからね。眠っている間でも、マスクを通じてアクセスできないこともないのかも。これなら意味は同じで、より現実的な解釈だろ？」


    　夢の世界。無意識的な操作。数秒で沸ふつ騰とうする水。ピコン、と脳裏に電球が灯ともります。


    「ねえ。夢を共有してる時に、人気ナンバーワンカップルの誕生が無意識的に強く強く強く望まれたとしたら？」


    「望まれるだけじゃないの？」


    「マスクを通じて夢の拡張と共有が可能となっているのかも」


    　Ｙの顔に理解の色が満ちていきました。


    「……そういうこと、なのか？　つかみにくい話だけど……」


    「夢世界だなんて漠ばく然ぜんと言ってますけど、深層心理を拡張したものを、電脳空間でリンクさせた状態と言えるのかも」


    　Ｙは身を前屈させて、組んだ腕ごとテーブルに乗せます。


    「そうなる原因は、マスク？」


    「それと、妖精さんの作った睡すい眠みん薬やくの両方なのでは？」


    「睡眠薬は……もうなくなった？」


    「ええ、風に乗って」


    「……なら一晩きりの奇跡ですむな」


    「まさしく夏の夜の夢ってわけですよ。夏じゃないけど」


    「じゃ、仕し舞まいだ仕舞い！」


    　Ｙはゆったりと背もたれに身を預けました。解決ムード。


    「ところで助手さんは、さっきから何を熱心に描いてたんですか？」


    　スケッチブックがくるりとこちら側に向けられました。
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    「あ、それ、夢世界の植物？」


    　触ふれることも直視することも拒こばむ、幽ゆう玄げんなる夢の植物。


    　彼が何ページにもわたってスケッチしたものが、それ。


    「うん、そう。こんな感じでしたね。よくこんなに観察できましたね。え？　手鏡に映したらじっくり観察できたから、それ見て記き憶おくした？　本当に？」


    　幽玄パワー、鏡でオールカットですか。意外とちゃちいですね……。


    「でもわたし、こういう不思議なの、ちょっと好きだなあ。人間の心の世界に育はぐくまれた、天然の芸術って感じじゃないですか。できるものなら、プランターにしてみたい」


    　幻げん想そうにとても寛かん容ような文化的なわたし。


    「これって夢世界の雑草だっけ？　こんなだったっけ？　ふーん。ヘンなの」


    　エンタメと芸術文化の間に、広くて深い溝があることを体現するＹでした。


    



    



    　喫きつ緊きんの問題といえるものは、これで産科医の件のみ、となりました。


    　わたしは懲こりずに、方々に問い合わせの手紙を送ることにしました。以前は送らなかった恩師や同窓生、文化局長や少しでも脈のありそうな知人にも、出せるだけ出しました。


    　人脈のありそうな方には、公務用の電報を打ってもらいました。


    　必死さが伝わったのでしょう。


    　全国津つ々つ浦うら々うらから、ポツポツと有望な知らせが戻ってまいりました。


    



    『精力的に仕事にとりくんでいるようで安心したよ。逆さか子ごなんてはじめて聞いたね。専門の産科医に心当たりはないが、腕の良い外科医なら知り合いにいる。帝てい王おう切せつ開かいの経験があるが、万一のそなえとしてどうだろうか？』


    



    『お姉さん！　わたしが百通しか手紙を出してないのに、三通も返信を書いてくれてとても嬉うれしいです！　二通目と三通目の間がずいぶん長かったですけど……むしろプラス！　喜びもひとしおです！　ところで産婦人科の知り合いはいませんし、お産を手伝ったこともないわたしですけど、お手伝いさせてください。近いうちに遊びに行きます……いえ！　もう明日にでも旅立ちたい気分です……というか！　もう荷物をまとめてしまいました……だったら！　今夜にでも出しゆつ立たつした方がいいんでしょうか？』


    



    『イシャ　イナイ　キミガ　ウマクヤッテクレタマエ　シニンハ　ダメヨ　:-）』


    



    　……電報で顔文字やってくる人、はじめて見たなあ。


    　いくつかにさらに返事を出し、いくつかの提案を受け入れ、いくつかには断りの手紙を（特に二通目）出しました。


    　日数を重ね、ヤンママさんの出産予定日が目前に迫せまる頃ころには、何人かのお医者様を里にお招きすることができました。ただ残念ながら、難産を専門とする方は誰だれひとり見つかりませんでした。しかし専門外でもお医者様には違いありません。


    　看護補助を引き受けてくださった里のご婦人さんがたとともに、医師団を結成することができました。


    　難産のサンプルが少ないことは、お招きした先生がたも口にしていました。


    　衰退している影えい響きようなのかもしれない、とは一番年配のお医者様の弁です。


    　普通は衰退したら、健康に生まれてくる方が少なくなりそうだって？


    　こういうことです。つまり難産となってしまった場合、ほとんどが助からず、前例として残らない、という……ね。


    　もちろん、当事者にこんなことは言えません。


    　出産にも悪影響が出ますものね。


    「そう、帝王切開の可能性もあるのね……まあ、ないよりは全然ましよね。ありがと」


    　不安げな顔ではありましたけど、彼女は頭を下げてくれました。


    　……完全な布ふ陣じんとならず、ごめんなさい。


    　死人だけは絶対に出ませんから、それだけは保証できますから。


    　わたしはその時に備え、清潔な出産場所を準備し、必要な医い療りよう物資をかき集め、お産の本を読みふけり、招いた先生がたをもてなし、妖精さんへの贈ぞう賄わいにも励んだのです。


    　そして、真っ白な医療用テントで迎えた出産予定日。


    　十二人の妖精さんに周囲を固めてもらった、できうる限りの万全な態勢でしたが。


    「……ぜんっぜん生まれる気配ないね」


    　医師団が気の抜けたような顔で、ぞろぞろとテントから出てきました。


    「予定日、間違ってたんじゃないの？」


    　よほど生まれる気配がなかったのか、完全に『今日は解散』ムード。


    　最後尾にヤンママさんがけろっとした顔で、すたすたと軽い足取りで姿を見せました。


    「まだだったみたい」


    「出産直前にしては、おなかがやたら小さいなとは思ってました」


    　確かにとうてい十か月のおなかではありません。


    「たぶん診断ミスだよ。専門じゃないからわからないけど、今六か月から七か月ってところじゃないかなあ」


    　医師団の代表、おじいちゃん先生がそう結論づけます。


    「あのう、その間、この地にとどまっていただくわけには……？」


    「ごめん。さすがにそんな長くはいらんないね。患者さん、いっぱいいるからね。いったん戻って、それでまた時期が来たら呼んでもらうしかないねえ」


    　他ほかの先生がたも、同様のご事情でした。


    　無理に引き留めるわけにもいきませんで、わたしはお礼を述べて先生がたのお帰りを手配することに致しました。


    「……はあ、なんだか拍ひよう子し抜ぬけしちゃったわ」


    　拾った木の枝でぺしぺしと雑草を薙なぎ払いながら、ヤンママさんが呟つぶやきます。


    　晴れやかな顔。ただその解放感は、面めん倒どう事ごとを先送りにしたことによるもので。


    　……本当に産む気あるのかしら、この子？


    「この拡張現実マスクって面おも白しろいわねえ。あなたが作ったって本当？」


    「作ったわけじゃなくて、システムを組んだだけです。お仕事ですよ」


    「でもすごいじゃない？　ゲームとかもっと増えたらいいのに」


    　彼女は不安なのか暇ひまを持て余してなのか、たまにわたしのもとに用事もなく遊びに来るようになりました。今日も、でした。


    　夢で挨あい拶さつして以来、なぜか人間をやたら怯おびえるようになってしまったフィリップ三世（羊ひつじ）が、これ以上円形脱毛しないよう遠くから長い棒で世話をしているのを、柵さくの上に座って眺ながめながら、とりとめのない話をえんえん続けています。


    　それは構わないんです。


    　ただ、いっこうに大きくならない（むしろ以前より凹へこんでいるような）彼女のおなかを見るたびに、わたしの心は不安と疑問の間を揺れ動くのでした。


    



    



    『おかしいんです』


    　ある日、プチモニがわたしのヒザに飛び乗って、そう訴うつたえてきました。


    『拡張現実ネットワークの通信量が激増しています』


    　それは利用者が激増したということを意味しています。


    「いいことじゃないですか」


    『でも奇妙なんです。里でマスクを着用している人を、ほとんど見ないんですよ。アプリも増えていますが、使用目的のわからないものばかり』


    　言われてサーバのリストをチェックしてみますと、確かにものすごい数の新しいアプリが登録されていました。


    　ただ説明書きはほとんどなく、試しにいくつかダウンしてみたのですが、まともに使えたものはほとんどなし。もしかしたら本当の使い方が他ほかにあり、それは口くちコミで広まっているのかもしれず、なんともアングラ感満点です。


    「アプリ開発ツールは使えるみたいですね」


    　誰だれが作成したのかまとめサイトまでありました。


    　そこで軽く勉強すれば、誰にでもアプリ開発ができるってくらいのものが。


    『利用者が増えたと思ったので、こちらも張り切って対応エリアを拡大しましたけど、得え体たいの知れない通信が増えるばかりでまったく現実は拡張されないんです。とても虚むなしいです！』


    　確かに里の暮らしぶりは、正直ほとんど変わった様子はないのです。


    　むしろ穏おだやかになったというか、人が減った？　みたいな。


    「見落としていることがあるのかもしれない。ちょっと妖精さん借りますよ」


    　プチモニの頭上にドッキングしていた妖精さんを、ひょいと取り上げます。


    　最近、妖精さんがやけに少なくて、けっこうレア化しているのです。


    『妖精さんがいるんですか!?　どこ！』


    「……それを見るためには、もっと自我に目覚めてください」


    　百年くらい頑張れば、生命に指先くらいは届くかも。


    「れんこう？　れんこうする？」


    　妖精さんをぶら下げながら、ずんずんとテント街を進みます。


    「……れんこうのごほうびなど、うけつけちゅうですが？」


    「はい用意してますよ、新作」


    　ポケットをさぐって、妖精さんサイズに作ったぐるぐるキャンディを一本、渡します。


    「こけてぃっしゅなしろものが！」


    　楽しそうで何よりです。


    「こちら、かたつむりを、まねて？」


    「……へ？　いや、普通に、よくあるキャンディですけどね」


    　すごく喜んでくれましたが、分ぶん裂れつする気配はないようです。


    「最近、あまり分裂しないんですね」


    「……さびざん、ふえてるせいかも」


    「わたしはなんも依い頼らいしてませんよ？　どんなお仕事？」


    「おもいだせたら、くろうしませんがな」


    　……しますよ。


    　プチモニの言うとおり、マスクを着用している人はほとんど目にしませんでした。たまに見かけるんですが……本当にたまに。


    　で、それとは別にひとつ気づいたことがあります。


    「人……減ってる……」


    　日中歩くとよくわかります。あからさまに寂さびれているんです。


    　体感としては、半減してるくらいの密度。


    　引っ越しが続いて焦あせっていた頃ころだって、ここまで寂れてはいませんでした。


    　なんだかんだいって、昼間はやることがありました。羊ひつじたちの世話とか、情報交換だとか、自分の住んでいた家の始末とか、そういうことが今はほとんど行われていないのです。


    　連絡なしに里を去ったとでも？


    　配給券管理の点から無断で引っ越すメリットはありません。人生を捨てたいのでなければ、普通は届け出をするはずです。


    　それがないなら、里のどこかにいるということになりますが……。


    「うわ、ここらへんもう雑草が生えてきてる」


    「ぼーぼーです？」


    「ああ、素す敵てきな家だったのに火事で焼けちゃってるんだ……」


    「やっぱし、ぼーぼー？」


    「ああ、こっちもよく手入れされたアーチだったのに見る影もない！」


    「びんてーじかん、ありあり？」


    「人が住まないと荒れるのって早いなぁ」


    　ほほー、と妖精さんは感心します。


    「にんげんさんったら、きれいごとずきです？」


    「ごとをつけてはいけません……」


    　事実だけど。


    　廃材が道ばたに山積みになったまま、片付けられもせずに放置されているのがまたつらい光景でした。


    　家を解体するなり修復するなりしていたのでしょうが、作業が中断されているのです。


    「現実を拡張するどころか、損失を補ほ塡てんすることさえできないだなんて……ね」


    「ぼくら、やりましょうか？」


    「お断りします♪」


    　二重にめちゃくちゃになりそうだから。


    　さらにわたしたちは、廃はい墟きよ方面にまで足を延ばしてみました。破は壊かいが大きなエリアで、今は完全に無人区画となっています。


    　そんな寂さびれた通りのはしに、空き缶を囲む妖精さんたちの姿を見つけました。


    「にんげんさん、おなかま、おるー」


    「あら本当」


    　下した敷じき妖精さんが、わたしのポケットからピョンと飛び降りて、仲間のもとに駆けていきます。「さいきんいかが？」「さっぱりですなー」なんて世せ間けん話をしてます。


    　よくよく見れば、空き缶はたき火になっているし、囲む数人の妖精さんもどことなくしょぼくれた感じ。衣類もツギハギが当たってたりして。


    「ねえ、あなたたちどうしたの、こんな寂しい場所で？」


    「あっ、にんげんさんだー……」「おひさしゅう……」「わぁい……」


    「元気ないですね」


    「……しつぎょーちゅーなので」


    「し、失業？」


    「さいきん、きびしーですなー」「ふけいきだ」「むかしはよかったです？」「せいじがわるい？」「それとも、みんしゅう？」「みぎやひだりのだんなさま？」「しごとほしいね？」「こんにちわーく」


    　なるほど、たき火を囲んでいたのは失業気分の演出と。


    



    [image: ]


    



    　失業の理由、おぼろげにわかります。


    「ごめんなさい。最近は妖精さんの力、まったく借りずに仕事してましたね」


    　だって妖精さんが関かかわると、どうしてもお祭り騒さわぎになってしまうから。


    　嫌いやじゃないけど、時として困る。


    「それもありますがー……」


    「他ほかにも失業するような理由が？」


    「ゆめみるにんげんさんって、むてきです？」「おたすけ、いらんので」「じりきで、たすかるので」「ぼくら、ようずみ？」


    「夢見る人間……さんたち？」


    　訊たずねようとしたところで、小動物をもてあそぶことにかけてこの人の右に出る者はいないという絶対的存在、猫が、妖精さんたちの群れに飛び込んできました。


    「んまっ、危ない！」


    　とりあえず空き缶たき火を消します。また火事になったら危ないですからね。


    「ぴーっ!?」「まいがー!?」「はぷんっ!!」


    　猫は妖精さんたちを蹴け散ちらし、まるまった個体を猫パンチで叩たたき飛ばします。


    　妖精さんたちは散り散りに逃げ去り、猫もまたそれを追っていきました。


    「……やれやれ」


    



    



    　夢みる人間。このキーワードとプチモニの疑問はぴたり合致し、あるひとつの事実を浮き彫ぼりにします。


    　そう、ラクッコピコリンはどこかに存在している。


    　あれがないと、夢世界には行けませんからね。


    　里の人ひと気けがなくなった理由とも合致しそうなんですが、そういうひどい想像は今はしないでおきたいです。


    　調査を進めるためには、まずラクッコピコリンを再入手せねばなりません。


    　ところがこんな時に限って、妖精さんがつかまりません。本当に数が減っている感があります。まさか過か疎そまで模も倣ほうしてるわけじゃないのでしょうけど……いや、まさかね。


    　科学の力に頼たよることはできるでしょうか？


    　拡張現実ネットワークにアクセスして、仮想キーボードを起動。


    　ごく短期間で辞典一冊分ほどの量に膨ふくれていた通信履り歴れきを『ラクッコピコリン』『睡すい眠みん薬やく』『夢』などの検索ワードで洗います。たちまち膨ぼう大だいな件数の検索結果が出力され、視界は一いつ瞬しゆんで文字列に埋うめ尽くされました。


    「わっ、すごいことになってる……」


    　数がありすぎる。


    　ということは、住人の中でもとりわけメディアリテラシーが高い人たちの間で、睡眠薬のトピックがホットだということです。


    　ここまで来れば、もう目指す情報はすぐでした。


    　どうやらラクッコピコリンを入手するためには、特定のアプリをダウンしなければならないようです。


    　さっそくアプリ広場にアクセスし、人気ランキングをリスト表示。ずらっと並ぶ何百のアプリの中でも、人気ナンバーワンは『お宝ゲッチュウ（Ｒ）』。


    　Ｒってなんでしょ？


    　わからないから、落として実行、と。


    　すると地面に重なる形で、矢印が点てん滅めつしはじめました。よくある道案内ソフトと同じに。


    　矢印に従って歩いて行くと、これほど寂さびれた区域にもかかわらず、長ちよう蛇だの列ができているのを発見してしまいます。


    　人々は死んだ魚のような目で、互いに談笑することもなく列に並んでいました。


    　妖精さんをポケットに押し込め、無言でその最後尾に並んでみました。列はよく整理されていて、いくつかの角を経由しており、先せん端たんは見えません。モニュメント騒さわぎの直後、自炊できない境遇の人たちに、事務所で炊き出しをしたことがありますが、その時の雰ふん囲い気きと酷こく似じしていました。


    　列は混雑することもなく、けっこうな速度で動いていきます。先にはカーキ色のテントが張られています。テントの前には門番みたいな娘さんがふたり立ち、列をコントロールしていました。『お宝ゲッチュウ（Ｒ）』の矢印の行き着く先が、テントの中でした。


    　並び始めて自分の番が来るのに十分もかかりませんでした。


    　門番さんに顎あごで「入れ」と指示され、中のカウンターでは店員さんが無言で一回分の粉薬を押しつけてきます。


    　同時に、視界には『CONGRATULATION!』という祝福の言葉。


    「ハイハイ、ウケトッタラ、スグデテクダサイネー」


    　邪じや険けんに追い出されます。わたしの後ろにも、すでに新たな列ができていたのです。


    「……大だい繁はん盛じようですね」


    　そして我わが手に、ラクッコピコリン一袋。


    　なぜこれが、ここにある？


    



    



    　久々に夢世界へログインして、ぎょっとさせられます。


    　前回は、現実さながらの廃はい墟きよ街がいだったものが、別天地のようでした。寂しく静まりかえっていた夜の広場は、絢けん爛らんな庭園へと変容を遂とげていました。


    　夜空にはひっきりなしに花火があがり、気球や竜や深海魚などが節操なく飛んでいます。ある人々は夜空をてっぽうで撃うち、拳こぶし大だいの星を打ち落とす遊びに興じていました。


    　[image: ]意の限りを尽くしたネオン管の細工が、あちらこちらでまたたいていて、それは注意深く観察するなら蔓つる草くさのように自みずから育っていることがわかります。


    　古こ今こん東とう西ざいの音楽が奏かなでられ、いたるところで晩ばん餐さん会かいが行われています。人々は貴族だ騎き兵へい隊たいだ鎧よろい騎き士しだ怪人だの思い思いの仮想（仮装）に身を包み、飲み食い踊りのどんちゃん騒ぎに熱狂しています。


    　その仮装行列をかきわけて、見知った顔が近づいてきました。


    「ハーイ。迎えに来たよ。今回はまた出遅れたもんだね。調ちよう停てい官かんともあろう者が、そんなことで大だい丈じよう夫ぶかい？」


    　Ｙの顔が微妙に懐なつかしい。なぜだろう。答えは、数日ぶりに目にするから。


    「……あ、もしかして、ずっとこっちに入り浸ってた？」


    「正解」


    　いかにも彼女の好きそうな出来事ですものね。


    　にしても早い……たいした嗅きゆう覚かくですこと。


    「ラクッコピコリンが闇やみで出回ってる事実を摑つかんだのが今日なんです。というか、知ってたなら教えてくれてもいいでしょうに」


    「こっちもしばらく夢中でさ。あっという間に拡張されてって、毎日が変化の連続でね。正直、ちょっとここ何日かの記き憶おくがない。第一あんたは自力で発見すると思ったし」


    「出産の件で大変だったの……」


    「あれか。予定日の計算にミスがあったとか聞いた」


    「先送りですよ先送り。入り浸ってたんなら、てっとりばやく現状を教えてくださいな。これは悪いものなの？　それとも良いものなの？」


    　なかばヤケ気味に訊たずねると、彼女は難しそうな顔をしました。


    「悪いものでもないと思うけど……個人的には、乗り損ねたってとこかな」


    「おや珍めずらしい」


    　ノリノリで行くところまで行くのが彼女流だと思ったら。


    「いやね、最初は絡からもうと思ってたんだけどね。ちょっと狙ねらって制御するのは難しそうだよ。どんなに脚本をしっかり決めても、大多数の願望で書き換わっちゃうしさ。そのあたりが虚むなしい。や、いつもならそれでも乗れるんだけど、映像作品作りたかった気分だったせいで、ちょっとスカされた」


    　周囲を眺ながめて、


    「ずいぶん様変わりしちゃってまあ」


    「拡張夢だからな。ベースは夢なんだけど、人為的に加工できるんだ」


    「ははあ。あの用途不明の大量のアプリは、こっち用のものだったわけですね」


    「現実用のアプリにはカッコしてＲってついてるはずだ。最近のものにはね」


    　なるほどなー……。


    「今はマスクなくなってるように見えるけど、実体の方はつけてるわけで、その機能も混ざっちゃってるんだろう。でもアプリの支配力は万全じゃない。最初は開発者の意図通り動くけど、利用者が気にくわない場合は、[image: ]意ならぬ総意によってより迎合する形に修正されていくから。オールウェイの脚本と同じさ」


    「基本作って放り投げたら、あとはユーザーが勝手に完成させてくれるんだ。うわ、楽」


    「そういうのが楽しいやつは、バンバン新しいルールをアプリ化して突っ込んでる。結果がこのどんちゃん騒さわぎ。美食アプリ、着せ替えアプリ、簡単花火デザイナーなどなどなど。煩ぼん悩のうのままになんでもござれさ」


    「夢が思い通りになったらそりゃそうでしょうとも」


    「昔、《学がく舎しや》で好きな夢を見る方法って流は行やったろ？　枕の下に好きな相手の写真入れたら夢で会えるとかさ。個人の夢でも干かん渉しようはできるんだ。それが共有されているせいで、大勢の願望を一点に集めやすくなって、加工の出力が上がったんだな。それにアプリが輪りん郭かくを与えてるから、効率的に大がかりなことができるってわけ」


    「……ふーん」


    「あんたはどう？　こういうの」


    　確かににぎやかで、たのしげで、なんでもかんでも思い通りで、派手だとは思います。


    「……でも、妖精さんの引き起こす騒そう動どうに慣れてしまって、特にどうとも思えないです」


    　夜はぐっすり眠りたいトコロ。


    「だと思った」Ｙはシニカルに笑って「でも調査はするんだろ？　この世界を歩き回るならいくつか必須のアプリがあるから、それ入れときな」


    　いくつかのおすすめアプリを入れると、目の前に様々な追加情報がずらずらずらっと浮かぶようになりました。


    「邪じや魔まで前が見えない……」


    「手でつかんで移動できるから、邪魔だったらてのひらなり、右下あたりなりにやっちゃってくれる？」


    「ええと、どれがどれだか……これは？」


    　まんまえに浮かんでいる、目盛り入りの棒きれをつついてみます。


    　透明な管くだのようでもあり、中には緑色の液が満ちていました。


    「残活動時間ゲージ。要するに目覚めるまでの時間な。ひとつの目盛りが一時間を示してる。何もしないでもじりじり減っていく」


    「ふーん」


    「夢世界だからなのか、ライフって概がい念ねんはないんだ。死んだら起きるってことなのか、体がダメージを受けるようなことがあると、その活動時間ゲージががくっと減る」


    　すごく納得できました。なるほど、夢で落下すると目覚めるのはそういう理屈だと。


    　ちなみにこのゲージ、緑色のキューブが連結してできているそうで。


    　覚かく醒せいする時はアプリからの操作でもログアウトできるけど、手でキューブをぷちぷち潰つぶすのが通つうとのことでした。……いや、いらないですから、そんな遊び心。


    　他ほかにも地図表示アプリや、一度行った場所に転送アプリ、通話アプリなどをインストールしました。


    「めちゃめちゃシステムが整備されてますな……」


    「あいつもいたよ、あのヤンママ。話してないけど、歩いてるの見かけた」


    「なんですと？」


    　妊にん婦ぷなのに睡すい眠みん薬やくを使ったってことになりますが？


    「見間違えじゃないよ。確かにいたね。ぶらぶらしてたみたいだったな。腹へこんでたから、夢じゃ胎児はカウントされてないっぽい。だったら、こっちのが身軽なんだろうさ」


    　冗談ではない出来事でした。


    「どこらへんで見ましたか？」


    



    



    　ヤンママさんはすぐに発見できました。


    　フードコート（こじゃれた名称を……）でだらだらと立ち食いしながら、ぶらぶらと歩いていました。


    「こらっ」


    「きゃっ……あ、あなたなの？　満まん漢かん全ぜん席せきを落としちゃったじゃない」


    「そんなものを片手で気楽に持ち歩かないでください」


    「だって持てるようにしてくれるんだもん」


    「……あの、睡眠薬、飲みましたね？」


    「の、飲んだ、かな？　どうかしら、記き憶おくにない……」


    「妊にん娠しんしてる時に薬物をとる人がいますか！」


    　ヤンママさんは怒おこられた子どもみたいに肩をすくめています。


    「……たまにはいいじゃない。出産日延びたし」


    「いけませんよ。いつ陣じん痛つうが起こってもおかしくないと考えないと。予定日は過ぎてるんですよ？」


    「そうね……次から、気をつける……」


    　目をそらしながら言うのです。


    　……気をつけないなこれは、って誰だれが見てもわかります。


    　普通のお説教なんか、通じないことも。


    「楽しいですか、ここ？」


    　だから話を変えました。


    「まあまあかな。気が紛まぎれるのがありがたいわね」


    「気分が紛れるって……」


    　それは気が滅め入いっている、ということを暗にでもなく明らかに示しており。


    「……逃とう避ひですかぁ」


    　よくあることなのだろうけどと思いながらも、母親になろうという人がそんな精神状態になってしまうことに、骨が引っこ抜かれるような脱力を味わうのでした。


    「ま、まあ、今日だけね。今日だけ。ほら、どうせ夜は寝ているわけだし。ちょっと有効活用したかっただけ。だって起きてもひとりなんだもの。けっこうきついわけよ。今度もまたお医者さんが来てくれるかわからないし、子どもだって生まれるのか生まれないのか……」


    　言い訳めいた言葉を聞きながら、以前から気になっていたサイズダウンしたおなかのことを思い出していました。


    



    



    「もし、村長さんってどこにおいでですか？」


    　露ろ店てんの人に尋ねると「うちのドリンクを試してくれたら教えてもいい」とおっしゃる。


    　みんなお祭りノリでテンションが高くて鬱うつ陶とうしく思いましたが、我慢して応じました。


    　特製ドリンクとやらは、はばたくチョウチョみたいな形の高級アンティークグラスになみなみとたたえられた、琥こ珀はく色いろの液体でした。


    「この味を作るには苦労したんだよ。夢だからって、自動的にベストのものができあがるわけじゃない。味の調整には、現実の料理さながら試行錯誤が必要なんだ。さらにこいつには、とある秘密の効果もあるんだよ。是ぜ非ひこいつでぶっ飛んでくれよ！」


    　おおかた模造アルコールか何かだろうか、と口に含んでみたわたしの体は、その場で天高く三百メートルくらい急上昇し、一いつ瞬しゆんだけ滞たい空くうしたあとに同じスピードで急降下しました。


    　声をあげる暇ひまもありません。


    「あんた、高く飛んだねー！　今までで最高かもよ！　味の方はどうだった？」


    　味など驚おどろきで消し飛んでいました。


    　目の前に『ただいまの記録……三〇七メートル！』という文字が浮いていたので、薙なぎ払います。


    「こ、これ……飲むと実行されるアプリケーションソフト、なのでは？」


    「よくわかったね。コンピュータウイルスとかに詳しい人？　大だい丈じよう夫ぶ、悪さするアプリじゃないから。遊び遊び。面おも白しろいと思ったらアプリ広場で『イイネ！』投票よろしくねー」


    　そんなものをいきなり人に飲ませてはいけません。


    　世が世なら犯罪。


    「……村長さんの居場所……教えてくれないと『ワルイネ！』に投票しますよ」


    「それは困る……。そ、村長さんなら、確か国連のなんとか官事務所があったってビルにいたよ。あそこのレストランがうまいらしい。一日中飲み食いしてるそうだよ」


    　よりにもよって調ちよう停てい官かん事務所とは……。


    　ルイ百三十三世みたいな仮装に身を包んだ村長さんは、コロッセウム（に置き換わっていた）で剣けん闘とう士しの試合を観覧しながら、レンガみたいに分厚いステーキをナイフで切り刻んでいました。そのテーブルには、空からの皿がすでに十数枚も重ねられています。


    　もちろん突とつ撃げきしました。


    「い、いや、最初は私も噂うわさを確認する目的ではじめたんだよ。ほら、こんな時期だしね。放ほう埒らつはいかんと思ってね。しかしよく考えてみれば、これはしょせんは夢ではないかと思い直したのだ。いやいや夢の中にまで現実の尺しやく度どを持ち込むのはいかがなものかと。それに見てみたまえ、ほら！　こんなステーキを食べても健康を害することはないときた。満腹感も自動で空腹に戻せる。満腹になるまで食べて嘔おう吐として空腹になってまた食べる、という話があったように思う。ローマだったかな？　ローマ式！　実に文化的と言えるんじゃあないかね？　そう、文化だよ文化。オートで嘔吐さ。ハハハ……どうしてそんなこわい目をしているんだい？」


    　これは怒おこっているのではなく、呆あきれきっている目なのでして。


    「やることはないとおっしゃいましたが、ありますよいっぱい……」


    「でも支援があるし、生活するだけなら今でも事足りているわけだろう？」


    「支援はいつか打ち切られますよ」


    「ならば働くしかないだろうが……逆に言えば、そこまではのんびり心を癒いやしてもいいんじゃないだろうか？　それに夢の技術が、今後の発展に寄与するかもしれん」


    　正論のように聞こえますが、村長さんのおどおどした態度が、本音を如によ実じつに示していました。


    「問題はたくさんあるんです」徒労感を覚えながらも義務感で言葉を続けます。「ここに来るために睡すい眠みん薬やくを使う必要があるのは、まずいんじゃないでしょうか？　見ると子どもたちも何人もいるようですし」


    「……ううむ、それもそうだ。ではこうしよう。子どもは夢を見るのは禁止だ」


    　根本的な解決になってない！


    　というか、する気がない。


    「そんなに楽しいですか？　これ？」


    「素晴らしいじゃないか！」村長さんは身を乗り出して力説します。「ホログラムなんてチャチなものとは段違いだよ！　夢のような夢だ！　体感があるんだ。美お味いしいのだよ。しかも自由自在だ！　わたしはアプリは作れないが、他ほかの者がいくらでも良いものを作ってくれる。ここには失われた文明のきらめきがあるんだ」


    「でも夢なんですよ！　栄養にならないんです！　夜はぐっすり眠りましょうよ！」


    「栄養にならないのがいいんだ！」


    　村長さんは突然、怒いかりをあらわにして立ち上がり、まだじゅうじゅう鉄板上で焼けていたレンガ大ステーキをむんずと摑つかみ、高々と掲かかげてこう叫んだのです。


    「私は死んでも夢を手放さないぞ！」
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    「どうだった？」


    「だめだった」


    「やっぱなー」


    　酒場で合流したＹは、すべてを予知していたみたいな顔でけらけら笑いました。


    　彼女が飲んでいるものと同じドリンクをカウンターから取って、隣となりのスツールに腰掛けます。中身はいつまでも炭酸が抜けない夢の炭酸水。ただそれだけのもの。でもわたしがこの世界で素直に気に入ったもののひとつが、これでした。


    「……そんなに食べたいか……ステーキ」


    「ああ、誰だれ？」


    「村長さん」


    「あの人、糖とう尿にようのケがあるらしいんだと。食事制限の反動だろうね」


    「ここは欲望無制限の世界です……」


    　Ｙが冷静さを保っているのが改めて不思議でした。そう正直に口に出すと、


    「まあね、自分がオーガナイズする側なら、もっと率先したかもな。でも私が気づいた時にはもう流は行やりかけてたし、そうなるとどうも悔くやしい。流行る前に一番乗りしてた経緯があるだけに、さ」


    　彼女なりの価値基準があるのでしょうか。


    「この酒場だって、現実と同じに保たれるように私がプロテクトかけたんだ。こうしてると、あまり人も来ないし落ち着く」


    「ふーん。あのオールデイズの方は？」


    「オールウェイな。あっちはもうだめ。私の手を完全に離はなれて、民意による運営になってしまった」


    　肩をすくめてそう言います。なるほど、炭酸が抜けたようなこの態度の原因は、そんなところにもありそうです。


    「ひどいもんだよ、コントロールされないコンテンツって。人気カップルの支持者は楽しそうだけど、そうでない連中は妨ぼう害がい工作みたいなことをはじめて、あまり注目されていないキャラを怨おん念ねんの合意で動かして、話を引っかき回してる。今十八禁だよ十八禁。ボウリングなんて誰もやってないし」


    「……十八禁」


    「それでまだ多数の支持があるのはすごいし、勉強になったけどさ」


    「……十八禁」


    　生身組に混じって、あの立体アニメの人々が里を闊かつ歩ぽして、時に十八禁なアリサマになってしまっておられるわけですか。周囲に多数のギャラリーをはべらせて。


    「っつーことで、今回はおしまいってとこだったのさ」


    「気になったんですけど、みんな昼間から寝てません？」


    「そうだ。そいつも説明しとかなきゃな」


    　Ｙは仕事の顔に戻って淡たん々たんと話します。


    「この世界でのアプリってさ、本来無意識からしか干かん渉しようできない夢を、自由に修正する機能を持ってると考えてくれ。たとえば誰だれかがお月様をいじるアプリを作って、花柄模様にしたとしようか。ここまでは簡単にできる。誰も気にしなければ、月の模様はそのままさ。だけどそれを見たほかの九十九人が、花柄なんてイヤだトライバル模様にしたいって思ってしまったら、多数決で塗ぬり替えられてしまうわけだ。その時点でアプリは総意にハックされた状態になって、もう開発者でもどうこうできなくなる。また新しいアプリを作れば、いたちごっこはできるだろうけどな」


    　ラクッコピコリンで夢が共有できるようになっただけなら、ただそれだけの世界ですんでいたのでしょう。みんなで念じれば変化は起こるが、それは思い通りのものとはならない。


    　問題を複雑にしているのは拡張現実マスクの存在で、これが夢に持ち込まれたことで初動の干渉を正確に実行できてしまうようになった。後々に無意識と多数決によってねじ曲げられることもあるが、実現までの手て間ま暇ひまが困難な現実に比べて、手っ取り早いし何よりすべて思い通りになるわけではない意外性がある。


    　夢世界が多くの人を虜とりこにするのもわかります。


    　ある程度コントロールでき、奇き想そう天てん外がいな変化もある。奇想天外な変化は、大勢の意思に基づくもので、すなわち大多数の人にとって心地良い変化なわけです。


    「でな、夢だけあって、大半のオブジェクト……ってのは、家とか石とか月とかのモノのことなんだけど……そういうのはいじれる。だけど人間本体というのは、やっぱりそれぞれが意思を持っているがゆえの抵抗値でもあるのか、外部からねじ曲げることはできない」


    「別の人のことは、数の暴力パワー……あ、いえ。こほんほん。友情パワーであっても殺せないってことですね？」


    「夢だけあって本ほん性しようがチョロッと漏もれたな。気をつけな。……で、まあ、そのとおり。直接的に手を下すことも無理だ。殴なぐっても怪け我がはさせられない。不死属性とでもいうのか」


    「ふむむん」


    「ところが例外がひとつあった。それがやばそうなんで、伝えとく」


    　Ｙが説明したのはとんでもないことでした。


    「夢の側から、現実側にある自分の肉体に干渉できるアプリが作られてる、らしい」


    「……え？　今なんと？」


    「夢にいながら、現実の体を操あやつるアプリが近々できる」


    「できないでしょ」


    「できるんだよ。生理現象の信号なんかをトリガーにして、空腹とかめまいを覚えたら起きて口にものを入れるとか、トイレに行くとか、そういう芸当ができる。寝ぼけて動き回ってる状態をシンプルに管理してるだけだし、そう不思議なことでもないさ」


    「そんなばかな……じゃあ夢に永住なんてこともできるってことですか？」


    「理屈の上ではそうなるな。見えないところで健康に重大な影えい響きようが出そうな気もしないでもないけど。でもそんなこと気にしやしないさ。夢のためならなんだって犠ぎ牲せいにしてみせるぞ、あの連中」


    「欲望決死圏ですかここは」


    　まるで暴走しきった時の妖精さんみたい。


    



    



    　さすがに傍観というわけにもいかず。


    　村長さんの力が借りられないとなれば、できることは限られています。睡すい眠みん剤ざいを差し押さえることにしたんです。


    　ラクピコを配布しているテントに、わたしは急行しました。


    　前回の黒服さんたちを覚えておいででしょうか？


    　Ｋさんのツテで、何人か派遣していただくことができました。ダークスーツにサングラス、それにてっぽう！　頼たのもしいことこの上ないです（万が一はないと判断して弾は抜いてもらってます）。


    「ちょっと困ります！　誰だれの許可をもらってこんなことを！」


    「こくれん」


    　門番さんの前に、書類を突きつけます。


    　そこにはだいたい『国家および国家を母体とする共同体において、文化保護の観点から平和を乱す脅きよう威いに対し非軍事的強制措そ置ちを講ずる権利と義務を国連は有してるんで、あんたらのとこガサ入れするよ』といったことが書いてあります。


    　わたしは調ちよう停てい官かん事務所の正規職員ですから、こういう書類も作成できちゃいます。文面は過去の文書から引き写した適当文なのは内ない緒しよです。


    　テントに踏ふみ込み、大量に用意されていたラクピコを押おう収しゆう。


    　黒服さんたちがいてくれたおかげで、誰にも邪じや魔まされることはなくすみました。


    　さらに配布していた娘さんから事情聴ちよう取しゆを行い、製造工場に案内してもらうことになりました。


    　それがなんと、夢世界。


    「ここが？」


    　はい、と失意の体ていで娘さんはうなずきました。彼女が我々を案内したのは、街を出た草っぱらのただ中にある、古くて質素な丸太小屋。


    「こちらは、現実世界でもある建物なんですか？」


    　地元の人間ではないＫさんが、わたしに訊たずねます。


    「ええ。誰だれも使っていませんけど、古い農具置き場だったはずです」


    　Ｋさんがてっぽうを手にそっと小屋に踏ふみ入り、わたしはそのあとに。


    　するとそこでは、とんでもないことが行われていたのです！


    「あー、いらっさーい」「いつものにんげんさんだ」「きよったー」「ごぶー」「ごぶさー」「きょうはなんにいたします？」
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    　農家さんスタイルの妖精さんたちが、みんなして薬を作っているところだったのです。


    「妖精さんが作った薬だから……まあそうかなとは思ってましたけど」


    「まずいことした？」


    「うーん……」


    　小屋の壁かべ際ぎわには、天てん井じよう近くまで届くほど大量の植物が束たばになって積まれていました。


    　横長の机が置いてあり、その上で妖精さんたちが草をすりこぎですったり、のし棒でのしたりしています。あまり薬を作ってるような感じではないですが、妖精さんのすることです。


    「あ、この植物、表にいっぱい生えてる不ぶ気き味みな草」


    　その証拠に、触ふれた瞬しゆん間かん消しよう滅めつしてしまいます。


    「夢の世界にある草を材料にしてるから、分析結果があやふやになるんですね」


    「へーこーしょくぶつですから」


    「平行植物……ねえ。妖精さんは触さわれるんですね」


    「こつをものにしてますが？」


    　触れることもできず夢の中のこととあって、押おう収しゆうのしようもないものでした。植物なんてそこらへんに生えてるしで。


    「たいほしますか？」「たいほっほ」「ついにきた、このとき」「まってた」「てじょー、ありますぞ？」


    　自みずから手て錠じようをつけています。


    「たいほー、たいほー」「ぜんかついたー」「わーい」「てじょうしてると、どれーみたいです？」「いいたいほびよりですな？」「まったくなー」


    　そして喜んでいるというね。


    「逮捕はうーん……まあしておきましょうか」


    　家に連れ帰るだけだし。


    「やったー」などと喜ぶ妖精さんを、ポケットに詰つめていきます。


    「ああ、やっと手なずけてスカウトしたのに……」


    　娘さんがよよと崩くずれ落ちました。


    「あの先生、ちょっと疑問なんですけど」Ｋさんがすでに完成し、袋詰めにされたラクッコピコリンの木箱を持って来ました。「夢の世界で作った薬を、どうやって現世に持ち込んでいるんでしょう？」


    　すると妖精さんったら。


    「おぱんつにいれて」「こむぎこっていいはる？」「ぜにをにぎらせる？」「ほねっこでいぬをごまかす？」


    「大昔の密輸手段じゃなくて。夢から現実に持って行く手段は？」


    「あの、薬はここで完成したあと、ひとりでに現実側にも現れてるんです。あたしたちはそれを回収してるだけで」娘さんがすんなり白状します。


    「……夢から物品を持ち出すことはできない、と言いたいところですが、妖精さんがなんかうまいことやってるんだと思います。考えないでおきましょう」


    「わー、とくべつあつかいされたー」「たいほもしてくれたし」「ここにしゅーしょくして、よかったですな」


    「そもそもどうしてこの仕事をしようと思ったんだか」


    「……しゅーしょくなん、でしたが？」


    　そういえば、そうでしたね。


    　人間が諸問題を自力で解決すると、妖精さんは不況になるらしいです。


    　これからはあまり自立とか独立独歩とか考えずに、気楽に頼たよっちゃいましょうかね？


    　こうしてラクッコピコリンの供給は止まり、拡張夢事件は解決したかに思えました。


    



    



    「さわやかな朝です」


    　早朝、わたしは気持ち良く目覚めます。


    　あれからの里は平へい穏おんそのもの。


    　復興こそ進んでいませんが、そのかわり夢に没入する人はなく、地に足のついた日々はいつの日か皆さんに健全な気持ちを取り戻させることでしょう。


    　皆、規則正しく起き、規則正しく暮らし、規則正しく眠っています。


    　一糸乱れぬ行動は、まるでよく訓練された兵隊さんか、あるいは同じプログラムで活動するロボットのよう！


    「……あら？」


    



    



    　ならず者が行く。


    　ならず者は、早朝のテント街に出没し、ノックもせずにテントの扉をばさばさめくっていくのです。でもそれが仕事なんです。


    　ばさっ！


    「おはようございます。いい天気ですね」


    　ばさっ！


    「おはようございます。いい天気ね」


    　ばさっ！


    「おはようございます。いい天気じゃな」


    　ばさっ！


    「おはようございます。いい天気ですね」


    　めくるテント、めくるテント、すべてがこの有様です。


    　テンプレート反応を見せた人々は全員、例外なくマスクを着用していました。


    　たまにつけていない人を「うおっ、おっ、誰だれ？」と驚おどろかせてしまっていますが、構っていられません。


    　緊きん急きゆう事態、深く静かに進行中。


    　ばさっ！


    「おはようございます。いい天気ですね」


    　っと、これはＫさんでした。まぎらわしい……。


    『おはようございます、マム。何をなさってんですか？』


    「おはよう。仕事ですよ。ちょうど良かった、お願いがあります」


    『朝の散歩をしているんですが……』


    「……物質のくせに優雅なことを」


    『あなただって物質じゃないですか』


    　そうでした。物質仲間でした。


    　彼女に、今現在、拡張夢を利用している人口の割合を調査できるか訊たずねますと。


    　拡張夢というのが理解不能だが仮にそれがあるとして、と前置いて、彼女は答えます。


    『マスクを着用しているだけでは、要件は満たせませんよね？　起きてマスク使っているのかもしれないですし。ですからマスクを着用し、なおかつ眠っている人が拡張夢の利用者と考えられます』


    「そうか、マスクの識別番号は把は握あくできても、それをつけてる人が眠っているかどうかまではプチモニにはわかりませんよね」


    『いいえ、わかりますよ。マスクのセンサーから呼吸状態をモニターしたり、低精度ですが脳内の電位変動を検出することができます。レム睡すい眠みん中ちゆうは眼球運動があるそうですが、それも感知できます。こうしたデータを材料に判定する……個人差もあるので完かん璧ぺきじゃないですが。不可能じゃないです』


    「そう聞くとまるでスパイ機器みたいですね、あのマスク」


    『何を今いま更さら（笑）。そんなの当たり前じゃありませんか。この種の使用者との親和性が高いデバイスは皆スパイマシーンみたいなものですよ。しかもこのわたしが、システム管理者と同時にプロバイダーでもあるわけですから』


    「個人情報」


    『吸いホーダイ！』


    　モラルだけは衰退させちゃいけないなって思いました。


    　でもそれは明日から頑張ることにして、と。


    「じゃあパパッとお願いできますか」


    『精度が高くないので、反復調査を行って誤差を除去しましょう。あまり時間がかかるのも何だし、十回ほどで良いですか？』


    「どーぞ」


    　プチモニのボディに、砂時計のマークがあらわれ、くるくる回転しはじめました。


    　そのまま二十分経たちました。


    　塀へいに腰掛けて、あくびを嚙かみ殺す仕事に集中していると、とんでもない光景が目の前で展開しはじめます。


    　ゾンビです。


    　昔の映画によく登場する、ゾンビの群れが現れたのです。


    　ゾンビたちは、まったく同じタイミングでテントから出てきて、まったく同じ挙きよ措そで通りに出て、思い思いの方角に歩いて行きます。


    　全員マスクをつけていました。


    　向かう先はトイレや水場、炊事場といった違いがありましたが、ひどい時には歩く動作とタイミングがまったく同期してしまっている人たちもいました。人間の目というものは、そんな不自然をかなり鋭えい敏びんに察知するものです。


    　異様でした。


    『しゅーりょーしました！』


    　ちょうどプチモニが調査を終えました。


    「ど、どのくらいの割合でしたか？」


    『ざっくり……78パーセント！』


    「ななじゅ……！」


    　クスノキの里の本質は、夢側にあるようなものです。


    　引っ越し、しちゃってます。


    「おかしい。睡すい眠みん薬やくは禁止にしたはずなのに……どうして？」


    　人々はトイレや食事といった生理的な欲求を満たすと、マスクをつけたままのろのろと徘はい徊かいするだけの存在と化しました。


    　道ばたで出会えば互いに挨あい拶さつくらいはするものの、その態度もどこか台本を棒読みしたように不自然で、情感が抜けていました。


    　……他ほかにラクッコピコリンの入手経路がある？


    　そうとしか思えませんでした。


    　途方に暮れているわたしのもとに、訪ねてきたのはヤンママさんです。


    「ねえ、どうしたの？　元気ないけど」


    「あなたですか……ちょっと仕事に詰つまってしまって。そっちのお具合はいかがですか？」


    「見ての通り、とても四十ｗとは思えないおなかだわ。陣じん痛つうはもちろん、張りもないし胎たい動どうもなし」


    　もう四十週目なんだ。


    「……お医者様……また連れてこないといけませんね」


    　こちらも異常事態で、しかも一刻の猶ゆう予よもない。


    　普通なら、医い療りよう制度が整ってさえいれば、彼女が試みることのできる方法はまだいくつもあるはずなのに。


    　どれだけ個人差があるといっても、出産が五十週目に延びるなんてことはない。


    　ああ、でも、産科医は見つからなかった──


    「いいの。なんだかもう、この子は生まれないような気がしてるし」


    　わたしの顔を見て、彼女は寂さびしげに笑います。


    　あどけないほどの笑みの真ん中に、心がむきだしになっているみたいで、触ふれるのにすこし勇気が要りました。


    「……産まなきゃ。あんなしょぼい理由で離り婚こんまでしといて、赤さんまでなんて」


    　こんな綺き麗れい事ごと、反発されるかと思いました。


    　でも彼女は瞳ひとみを潤うるませて、


    「……うん」


    　俯うつむいてしまいました。


    「あのね」


    「ええ」


    「この子の父親と別れた理由、あれ噓うそ」


    「それは……どうして噓を」


    「父親になりたくないって、言われたから、それで」


    　かける言葉がみつからないことって、あるものですね。でも黙だまっていたことが、かえって彼女に話すきっかけを与えたようです。


    「若いから、まだ無理だって。理由、途中でいろいろ変わってたけど……まあ要するに、いやだったんだと思う。堕おろすか、別れるかで……選せん択たく肢しになって、けっこう悩んで、それでこうしたの」


    「そうだったんですか」


    「でも、そしたら……どこかおかしくて。まともに育ってくれないで。お医者さんに訊きいても専門じゃないからよくわからないって言われるし、なんとかねじ込んで検査とかしてもらってたんだけど……あまり親身になってくれなくて。だんだん疲れてきて」


    　ちょうどその時だったはずです。例のモニュメント騒そう動どうは。


    「ごめんね」


    「お医者さんのこと？　あなた頑張ってくれたもの、いいわよ。味方になってくれて、嬉うれしかったし」


    「過去形で言わないでもいいですよ。まだ終わってないんだから」


    「でも……もうアテなんてないんでしょ？　医者抜きで産むなんて、イヤだもの。あたしには他ほかの家族もいないし」


    「ふたつほどありますよ、アテ」


    「……どんな？」


    　そう、ふたつだけ、手は残っています。


    　うちひとつは、あまりにもあまりな手ではあります。わたしの方に、とても大きな覚悟が必要な、そんな悪手ではありますが。


    「本当なの？　本当にアテが？」


    「できれば、使いたくない最後の手段ですけど、あります。ただ、使いたくありません」


    　ヤンママさんが吹きます。


    「意味わかんない」


    「もうひとつの方は、切り札といってもいい手段です。こっちをおすすめしたいです」


    「二つ目のプランの方ね？　そっちは？」


    「妖精さんの魔ま法ほうパワーで、すぽーん、と産むってのです」


    　彼女は大口を開けて笑い出しました。


    　……信じてない笑い方だなあ。


    「絶対安全確実」


    　おなかを抱えて、さらに大笑い。


    「……ああ、笑うのはいいけど、おなかに負担かけないでくださいね」


    「はー、笑った。こんなの久しぶり。笑うと気分いーわね」


    　大笑いの余波に震ふるえる声で言いました。


    「あなたがそこまで言うなら、もうちょっとだけ頑張ってみるわ」


    「もし、陣じん痛つうやその他の異変があったら、すぐにわたしに知らせてくださいね」


    「んー、どうやって？　破は水すいでもあったら、動けなくなっちゃうかも」


    　わたしは無言で二本指に挟はさんだ拡張現実マスクを、某ぼうイベントで怪かい傑けつしてた頃ころのノリで華か麗れいに装着しました。


    「あ、それ使っていいの？　怒おこられたから、もう使ってなかったのに」


    「睡すい眠みん薬やくだけがいけないので、構いませんよ」


    　その睡眠薬も妖精さん製ならたぶん悪あく影えい響きようはなかったでしょうが、ね。


    「で、マスクでどうするの？」


    「通信アプリがあるはずですから、現実世界用のやつ。それを入れといてください」


    「Ｒってついてる方？　ついてない方？」


    「ついてる方を」


    　操作方法を伝えて、わたしの番号を登録させ、実験で一度通話してもらいます。


    「あっ、すごい。離はなれてても声が聞こえるんだ」


    「……現実世界だと、ノイズひどいなあ。骨伝導だから？」


    「えー、じゅーぶん聞こえるわよ？」


    　まあ伝わればいっか、ということで。


    　そうして、マスクをつけたまま彼女を視野に入れたわたしは、硬直しました。
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    　ヤンママさんの周囲に、夢の世界にしか育たないはずの平行植物が、円形に生い茂しげっているように見えたのです。


    「……っ!?」


    　マスクをとります。


    　平行植物は見えなくなりました。


    　再び装着。平行植物が見えました。


    「どうしたの？　かっこつけてサングラスとる人みたいな動きして？」


    　一いつ瞬しゆんで生える植物です。ヤンママさんが一歩動くと、少し遅れて地面からにょきにょき生えてきます。


    　そしてヤンママさんから遠く離はなれてしまった平行植物は、微粒子となって砕くだけ散り、里じゅうに散っていくのでした。


    「来てる───────────────っ!?」


    　自力で来てました、平行植物。


    　あのあと、妖精さんから平行植物について、個人的に話を聞いたことがあります。


    　彼ら独特の言葉から総体をつかむのは困難でしたが、わたしには翻ほん訳やくが可能でした。


    　曰いわく、平行植物とは、植物のように見える何かである。


    　夢と現実の間に住む、と言われている。


    《無実体性》があると言われ、物質的制約に囚とらわれない、現実の植物群とはまったく似て非なるものである。


    　それらは知覚することを退ける。あるものは写真には写るが裸眼では見えない。またあるものは遠近法を無視し、遠くても近くても同じ大きさに見える。時の流れに身を置かず、夜の暗さの幻げん想そうの中に浮いているものたち。


    　人間には触さわれることも知覚することもできない。夢の世界からこちらにその成分を運べるのは、妖精さんたちだけ。


    　でも今、彼らは自力で現実世界に滲にじみ出ようとしていました。


    　きっと光さすあたたかな庭を目指して、長い旅をしてきたのでしょう。


    　なぜか、ヤンママさんの周囲にだけ。


    



    



    　わたしとＹとＫさんと助手さんが、それぞれの部下を数十人引き連れて、夢世界にログインしました。


    「……じゃあ皆さん、このアプリメントを飲んでください」


    　全員の手元に、わたしの作った最新型アプリを二粒ずつ落としていきます。


    　アプリケーション＋サプリメントの合成語である言葉は、服用型アプリを差すものです。


    　同じプログラムでも、ダウンロード型に比べて効果が増強するのです。このことは、まだわたしたちしか知りませんからたいへん有利です。……他ほかのユーザーに対して。


    　増強する理由は、実は不明です。


    　開発したあとのテストでたまたま判明した事実なので。


    　予測するに、視界にタッチパネルを引っ張り出してごちゃごちゃダウンロード作業をするより、服用の方が直感的だからでしょう。しょせん夢ですから、これ。


    　効果はすぐに現れます。


    「お、いいね」Ｙが声を弾はずませます。


    　わたしたちは全員、瞬しゆん時じで野戦服と武器を身につけていました。


    「ライフルに拳けん銃じゆう。手しゆ榴りゆう弾だんもありますね」


    　毛糸に編み針、編み図もありますね、といったほんわかとした口調でＫさんはひとつひとつ確認していきました。


    「……」


    　言葉数の少ない助手さんですが、ほっぺが紅潮して、一番モチベーションが上がっているのが丸わかりです。


    「えー、わたしはこういうのあまり詳しくないんですが、普ふ段だんは長でっぽうを使って、いざという時は普通のてっぽうを使うのがセオリーだそうです。手榴弾は各自適当に」


    「長でっぽう言うな。長なが靴ぐつじゃないんだからさ。……ライフルな」


    　おじいさんなら詳しいんですけどねぇ。


    「弾丸は無限弾設定になってます。またどうしてもこの世界のルールで、多くの人からあっち行けーって思われると、多数決パワーで身動きが取りにくくなったりする可能性があるのでなるたけ注目を浴びないよう注意して」


    「プロテクトはかかってんだよな？」


    「ええ。ちょっとやそっとの意識が向いたくらいなら問題はありませんよ。ただ限度はあるので、どうしても装備が劣化したら新しいアプリメントを飲んでください。何か質問のある方？」


    「あの。どうして、武器がロココ調にデコレートされているんですか？」


    　スタッフのひとりが手を挙げてそう質問します。


    「ちょっと印象が柔らかくなるかなーと思いまして」


    　なんともいえない沈ちん黙もくが訪れました。


    「こほん。他になければ、そろそろおっぱじめたいと思います」


    「では計画通り、私たちは北を攻めます」


    　Ｋさんと黒服さんたちは、一応本職ということもあり、もっとも広い里の北エリアを受け持ちます。


    「こっちは南な」


    　Ｙが率ひきいるのは、あの美少年ボウリングファンだったという娘さんたちです。


    　全員、目が据すわっていておそろしげ。


    「この子たち、自分の思い通りにカップリングが成立しなかったんで、すべてぶち壊こわしたいそうだから、心強い味方さ」とＹが太たい鼓こ判ばんをおしたのでした。


    　この二チームで里の全員をカバーできますので、わたしと助手さんは司令塔としてぶらぶらしながらてっぽうを撃うつつもりでした。


    「しかし夢とはいえ、人を射殺するなんて、ちょっと気が咎とがめるもんだね」


    　Ｙが常識的なことを言います。


    「射殺じゃありません。撃ってゲージをゼロにして目覚めさせるだけなんですから……射覚です」


    　住人がゾンビ化してダメダメなこと。


    　復興支援が近々打ち切られそうなこと。


    　平行植物がこちら側に溢あふれたらどんなことになるかわからないこと。


    　他ほかにもいくらか理由はありますが、とにかく一度、この世界は完全封ふう鎖さされねばならないと判断しました。


    　里の崩ほう壊かいを回かい避ひするため、わたしは鬼になります。


    　スタッフたちが最後の号令を期待した目つきで、わたしを見ます。


    　ガラじゃないなーと内心ちょっとたじろぎながらも、努つとめて冷静に告げます。


    「えーみなさーん。それじゃー、拡張夢不正利用者一斉追い出し作戦を開始しますねー。えいえいおー」


    　えいえいおー。一同の声が合わさりました。


    



    



    「ひいいっ、ひいいいっ！」


    　怯おびえて逃げ惑まどうおばさまを、わたしは背後から長でっぽうでズドンと撃ち殺……ではなく、救済（夢中毒からの救出的な意味で）しました。


    　一発で活動限界ゲージがぐーっと減少し、ゼロになり、からっぽのキューブがバラバラに弾はじけ飛び、おばさまはとろっと液体みたいになって消えてしまいます。ログアウトの演出。


    　なおアプリメントのサーチ機能で、ゲージ等相手パラメーターなどは丸見えです。


    『先生ー、こっち50パーセントクリアしましたー』


    「ありがとー。引き続きよろしくお願いしまーす」


    　Ｋさんに返信すると同時に、てっぽうを構えて引き金を引きます。


    　弾丸は物陰に隠れていた青年を、オブジェクトごと貫通し、どちらも消しよう滅めつさせます。


    　助手さんもすぐ隣となりで、固まって震ふるえる老人たちを……射覚していました。


    「……なんだか、残ざん酷こくなことしてる気分になってきますね」


    　てっぽうじゃなくて、剣と魔ま法ほうにした方が良かったでしょうか？


    　なんか刃物で斬きる方が、エグい気がするんですが……。


    　わたしと助手さんのいる地区には、他ほかから逃げ込んできた少数の住人しかいませんが、それでもけっこうな数の人を……えー、なんというか……救済してきました。


    　どうでもいいけど救済って言うとものすごく危険思想な人みたいですね。


    「どこに逃げても、マスクで丸わかりなのに」


    　こちらのアプリには、スカウター機能もありまして。マスクをつけている住人の居場所は、丸わかりです。


    「こんのぉぉ！　国連の犬がぁぁぁぁーっ！」


    　ひとりの男性が、鉈なたを手に猛ダッシュで迫せまります。


    　てっぽうを構える助手さんを制し、わたしは待ちます。


    　ギリギリまで引き寄せてから、素早く長でっぽうを構えて不敵に笑い、額ひたいをバキューンしました。


    　ごめんなさい。面おも白しろいですこれ……。


    　死なないですから、死人出ないですからこれ。必要なことですし。そのあたりをご勘かん案あんしていただき、どうかあまり引かないでくださいね。


    　と懺ざん悔げしながら引き金を引き、またひとり射覚。


    「……どうやら、これでこのエリアはクリアしたようですね」


    　助手さんが満足そうな顔でうなずきます。


    　他のエリアのクリアリングも順調のようです。もはや夢世界に残っている住人は、ほとんどいません。


    　助手さんがわたしに耳打ちします。


    「え？　平行植物が現実に生えているなら、一時凌しのぎにしかならない？　それは考えてありますよ。掃討が終わったら、怪かい獣じゆう型がたプログラムをまくから」


    　そして可能であれば、平行植物の出で本もとを探さぐりたいと思っていました。


    　いったいこの世界のどこに、ヤンママさんと関連性のある、なにがしかがあると言うのでしょう。


    『北エリア、オールクリアです』


    　いちはやくＫさんから、その報告が上がってきます。


    　さらにしばらくして、


    『おーい、南エリア、オールクリアね。北チームには負けちゃったかな？』


    　両チームに帰き還かんを指示して、わたしは建築物オブジェクトを透過設定にして、周囲を望遠モードでぐるっと一望しました。


    　女の子がいました。


    　通りのずっと向こう、距きよ離りにして数キロは離はなれているはずなのに、少女は遠近法を無視し、さながらすぐ目の前にいるような存在感で立っていました。


    　目にするのは、これで三度目。


    「あの子……」


    　わたしの目線の先に、助手さんも少女を見つけ、銃を向けます。


    　マスクの識別番号がない。


    　震ふるえる声でそう漏もらしていました。


    　人間じゃない。


    　そう、識別番号がない。マスクを着用した、睡すい眠みん者しやじゃない。


    　でも人間じゃないかは、わからない。


    　妖精の女王のような姿。麗うるわしのティターニア。


    　それはわたしによって与えられたイメージ。


    　本当の姿は、まだ確定していないんです。


    　だってこの子は、里の外に広がる世界から歩いて来たのだから。平行植物を引き連れて。


    　そう、引き連れて。


    　歩いたあとに生えてくる。


    　顔さえも定かではないその子は、確かに彼女に似ていました。


    「撃うたないでね。あの子に対してだけは、この武器は、本当の武器になってしまうと思うから」


    　助手さんを下がらせて、わたしは自分の武器を捨てました。


    「ずっとひとりだったんじゃないの？」


    　腰をかがめて、手をさしのべる。本能的に、安心させてあげられるよう。


    「自分が何者かもわからないですよね？」


    　わたしも彼女の正体を、今さっき気づいたばかり。


    「光を見つけたから、ここに立ち寄ってみたんでしょう？」


    　たぶん、誰だれもが同じようにして向こうからやってくる。


    　おじいさんも、わたしも、他ほかのみんなも、きっと。


    「本当なら、こんな夢の側に人里なんて、できやしないものね」


    　自分の向かうべき先に、強い光が降り注いでいて、はじめてみるその光景にびっくりして……足あし踏ぶみを強しいられた。四十週目を超えて。


    　これらの条件から、導き出される答えはひとつ。


    　突然、世界が暗みを増します。人々がいなくなったため、向こう側から漏れてきた光が、失われようとしているのでしょう。本来はこれが正常。


    　この暗くら闇やみの世界と向こう側を繫つなぐものは本来、小さな隙すき間までしかないのです。


    　誰だれかが夢を見た時とか。


    　誰かが生まれようとしている時とか。


    　そういう特別の時には、向こうとこっちがわずかに繫がるんです。


    「さ、こっち。こっちですよー……。あ、助手さん、先にログアウトしていいですよ」


    　彼は首を振りました。


    　最後まで付き合ってくれるみたい。たまに、しっかり男の子。


    　通話アプリを起動。


    『……うー……寝てたんだけど、どうしたの～』


    　彼女が寝ぼけた声で応じました。


    「呼びかけてみてください」


    『突然なに？　呼びかけるって誰に？』


    「あなたの、赤さんに」


    『え？　……どういう……呼びかけるって？　本当にやるの？』


    「やって！」


    　少女にも聞こえるように、マイクモードに切り替えます。


    『……えーと……じゃあ。……ね～、出てこないの？　このまま時間が過ぎたら、産まれることもできなくなっちゃうよ～。出てきなよ～。ひとりは寂さびしいよ～』


    　少女が、ぴくりと全身をわななかせました。


    　一歩前に出て、こちらに向かってきます。


    　世界はさらに暗くなり、各種のアプリによる処理は次々と機能喪そう失しつしていきます。


    　大勢の合意でなければ成立・維持できない世界ですから。


    　後退しながら、里の中心に少女を引き寄せます。闇が強まるごとに少女は駆け足になっていき……さすがにわたしに抱だきつかれると、困ったことになっちゃいそうなので……。


    「わたしたちはもう戻らなきゃいけないの。でも、間違わないですよね？　あなたが本来行きたかったところに行くんですからね？　小さな光のさす方に、進むんですよ？」


    　助手さんに目配せ。同時に、ログアウトを実行。


    　そして──


    



    



    　わたしは、ベッドの上で目を覚ましました。


    　マスクが激しく着信をコールしています。


    　通話モードに。


    「はい！　わたしです！」


    『い、痛い……さっき急に……痛くなって……これ何？』


    　ヤンママさんでした。


    　予期していたこととはいえ、即座にとは思わず、わたしの身と思考は強こわばります。


    　でも動かなきゃ。


    「す、すぐ行きます！」


    　テントを飛び出し、ぺろっと半分がたはがれかけたマスクを貼はり直し。彼女のいるテントを目指します。


    　みんなに連絡して、事情を話します。


    　ＹとＫさん、助手さん。駆けつけてくれるそうです。


    　あとプチモニがいる。


    　ぎょっとして胸ポケットあたりをまさぐると、かたいモノリスの感触が確かにあります。


    　良かった。これでなんとかなる、かも。


    　ならなかったらどうなるの？


    　……どうなるもこうも……ねえ？


    



    



    　ヤンママさんは自分の寝泊まりしているテントを出て、道ばたに転がり出てそこでうずくまっていました。


    「しっかり！」


    　駆け寄って両肩を抱だきます。


    　ヤンママさんが青ざめた顔でわたしを見上げました。ほつれた髪は汗で濡ぬれ、水でもかぶったみたいになっています。


    　彼女の寝ね間ま着きが、少し濡れているのがわかりました。


    「……いたい……すごくいたいぃぃ……なんか、陣じん痛つうっぽいんだけどぉぉぉ……」


    　彼女の声は半分、獣じゆう性せいのようでした。


    「えっと、こういう時は、どうするんでしたっけ？　本で読んだ……はずなのにっ」


    　頭の中、まっしろ。


    　切迫しているのに、できることが見つからない。


    　当たり前のことでした。助産師の真ま似ね事ごとさえ、わたしは経験がないんだから。


    　むざむざ、母子が危険を迎える様を傍観してるだけしかできない。


    　でも。


    　まず第一に、調ちよう停てい官かんには異種間を取り持つ義務があり。


    　第二に、わたしには人を助けるためのいくらかの知恵と技術が備わっていて。


    　第三に、彼女と約束したことを果たさねばならないのでした。


    　もちろんいざという時のことも、考えずにはいられません。取れない責任からは逃げたいと思っていました。


    　でもこの責任は、負うことにしました。


    「大だい丈じよう夫ぶ。あの時の約束、覚えてますか？」


    「うう……」


    　まともに答えられないほど、歯を食いしばっています。


    　胸からプチモニを取り出します。この子のサポートが、今は必要です。


    　でも。


    　バッテリーが切れてました。


    「ちょっとちょっとちょっと!!」


    　予想外。


    　真っ白を通り越して、パニックになってしまいそうな事態でした。


    　かろうじて冷静さを引き戻し、わたしにはまだ切り札があると言い聞かせます。


    　そう、最後の手段があるんです。


    「……妖精さん、助けて」


    　無力感を表現したみたいな、途切れ途切れの声。


    　これでは届きそうにない。


    「妖精さん、たすけてーっ！」


    「あはーい！」


    　どこからともなく声が響ひびいて、妖精さんたちは柵さくの上に順番に降り立ったのです。


    　その数、なんと八人！


    「さいしゅーしょくだー」「ばんざーい」「けいきかいふくした？」「ごそーだん、ごそーだん」「ここは、ぷろのわざにおまかせで」「やっときましたなー、このときが」「りあるならおまかせ！」「といれのとらぶる、はっせんかーい」


    　彼らの周囲に花々が咲き乱れます。妖精さんなりの現実拡張ってとこでしょうか。力が有り余っている。そんな印象でした。


    　わたしは妖精さんに訴うつたえます。


    「妖精さん、この人の赤さんが危ないんです！　逆さか子ごで、難産で、ピンチなんです！　うまいこと助けて！　もう生まれちゃう！」


    　期待に満ちた目を、彼らに向けました。


    「……………………えっ？」


    　妖精さんたち、どん引きしてました。


    　え、って言いたいのはこっちの方です。


    「ごしゅっさん……？」「ごしゅっさんっていうと？」「めでたきこと？」「それだ」「おめでーとござまーす」「おめっとー」「わー」「じゃあぼくら、そろそろおいとまで……」


    　帰ろうとしてました。


    「待って待って！　ピンチなんですよう！　わたしの力ではとりあげてやれないんです。さかさまなんですってば！　妖精さんの力で助けてくれませんかっ!?」


    「……………………えっ？」


    　八人いたはずの妖精さんが、瞬しゆん時じに五人になりました。
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    「へっ、減らないでくださいよっ！」


    　なんで、どうして？


    「あーいたぁ……う─────っ！」


    　ヤンママさんがひときわ大きな悲鳴を上げました。


    「……………………」


    　妖精さんが三人になります。


    「だから減らないでくださいってばーっ！」


    　もしかして妖精さんって、こういうの駄だ目めですかー!?


    　安心感の反動で、巨大な不安が双肩にずっしとのしかかります。


    　あまりの苦しさにヤンママさんがわたしの腕にしがみつき、爪つめをたてました。


    「ち、だ……」「ち……」「せっけっきゅーん……」


    　妖精さんがついにひとりっきりになってしまった。


    　血もだめですかーっ！


    　事ここに至って、わたしの前に壮絶な選せん択たく肢しが突きつけられました。


    『覚悟を決める』『傍観する』


    　表示はされていませんが、その二つの項目が眼前にひらひらと揺れています。


    　頼たよれる人は誰だれもいないし、でも子どもは生まれようとしていますし。


    　わたしはおそるおそる、ポケットからプチモニを引っ張り出します。


    「バッテリーゼロ……でも」


    　妖精さんを見ます。


    「妖精さん、充電ならいいですよね！」


    「は、はいー、いいです」


    　あたふたとプチモニにおぶさるたったひとりの妖精さん。下した敷じきで頭をごしごし。たちどころにプチモニのモノアイに火が灯ともります。


    「クレイドルじゃなくて、わたしのポッケで眠っててくれてありがとう」


    『そっちの方が、バッテリー切れを発見してもらえるかなと思って。……で、これどういう状況ですか？』


    　妖精さんの力が借りられないなら、人間とその眷けん属ぞくでなんとかするしかないでしょう。


    「おーい！」


    　他ほかのみんなが遅れて駆けつけてきてくれました。心強い。


    「よし……プチモニ、大急ぎでスキャン。この人の逆さか子ごの状態。自然分ぶん娩べんできるかどうか。赤さんの頭の大きさとか、産道の直径とか、そういうの調べて。大急ぎで」


    　思考とは別物のように口が動きました。


    『残念ながら逆子は直っておりません。帝てい王おう切せつ開かいが医学的には安全です。が、経けい膣ちつ分娩は不可能ではありません』


    　プチモニは一いつ瞬しゆんで回答してくれました。


    　視界に、出産に必要なものリストが出力されていきます。


    　近くにやって来たＹが「うわ……」と呻うめきました。


    「誰だれかお湯、大量に。あと近くで、出産に使える家、探して！」


    「わかりました！　他には？」


    「清潔な布、たくさん！」


    　ＹとＫさんが走って行きます。


    「ど、どうなっちゃう感じよこれ？」


    　震ふるえる声でヤンママさんが言いました。


    「……産むしか、ないでしょう」


    「あなたが、とりあげんの？」


    「そうですよ。やるしか、ないでしょう」


    　ヤンママさんの顔に、諦あきらめとも自じ嘲ちようともとれる皮肉げな笑みが浮かびました。


    「仕方ないか……でも、経験ないんだよね？　こりゃ、覚悟しといた方がいいかしら？」


    『経験はなくともデータがありましたけどね。何百年以上も前のですけど』


    「プチモニ、拡張現実の有用性を、実証しましょう」


    『失敗したら……』


    「わたしら極刑ですよ」


    『わぁお』


    　Ｋさんがこっちの家が大だい丈じよう夫ぶそうですー、と声を張ってます。


    「さ、あそこまで移動、できますか？」


    「むっ、無理ぃぃぃぃ……」


    『大丈夫ですよ、まだ一分くらいは』


    　すぐじゃん！


    　わたしと助手さんでヤンママさんに両側から肩を貸し、移動してもらいます。


    　その家屋は作りもしっかり、屋根もあり、ほどよい頑丈な机が残っていました。机の上には寝具からひっぺがしたシーツやらパッドやらが重ねてあります。Ｋさんナイス！


    　テーブルにヤンママさんを乗せ。


    『データ転送します』


    　現実世界に存在しない、様々な情報が一斉に視界を埋うめ尽くします。室内気温。妊にん婦ぷの体温。腹部の透視図。よけいなものをペッペッと捨て、他ほかの情報の優先度を確保します。


    　新たな情報が出力。至急属性。場所は妊婦の股こ間かん部ぶ、その奥。


    　拡張現実が子し宮きゆう口こうを確認しろと言っていました。


    『わかりますか？　インターフェースはできるだけ整えてますけど』


    「うん、わかる。続けてください。素人しろうとですからこっち」


    　古いデータと照らし合わせながら、一致する検索結果を表示、比較、相違点と類似点の検討……目にする光景は、蛍光マーカーで塗ぬったみたいに強調され、わたしの迷う隙すき間まを埋めてくれます。


    　子宮口を確認。


    「開いてるから……もう生まれてくる。助手さん、助産師、お願いできますか？」


    　彼は唇くちびるを嚙かみしめて……こわいのでしょうね……でも、力強くうなずいてくれました。


    　拡張現実が破は水すい警報を発した直後、かなり赤みがかった水が溢あふれてシーツに命の色をした染しみを作りました。ひとりの人間から、こんなに水が……。


    　目の前で見てしまった助手さんの顔から、一いつ瞬しゆんで血の気が引きます。


    「……尋常ではない」


    　珍めずらしく快活に言って、バターンと倒れてしまいました。


    　……さすがに今のは、ショックが大きすぎましたよね。女のわたしでも、ぎえーって思いましたもの。


    　でも。


    「……」


    　なんという気合いか。即座にむくりと身を起こし、ジトッと据すわった、まるで世の神秘を知り尽くしたみたいな顔で、きびきびと働きはじめたのです。


    「……お見事」


    　不ふ謹きん慎しんかもですが、ちょっと楽しくなってきました。


    「予備の布と、あとハサミを消毒しておきました……へその緒お、切る用で」


    「どーも」


    「お、お湯持って来た！　このボウルにとりわければいいのか？　飲むの？」


    「飲むか」


    　気分を落ち着けて、ボウルに取り分けた湯でようく手を洗いました。


    　妊婦のライフが表示され、出産開始の秒読みがスタートします。


    　さて、さてさて。


    　薄うす暗ぐらい道の向こうで、少女がためらっているように感じられました。


    　まあね。大人でも、あっち側にこもっちゃったりしますからね。思い通りになる世界って魅み惑わく的てきですけどね。


    　でも、あの平行植物たちが証していたように、光はここにしかない。


    　命になるのはとても大変で、偶然になんて生まれて来ない。みんなで目指して、押し寄せるくらいで、やっと偶然が必然に昇格する。そんな気が、しました。


    　みんながいて、妖精さんもいる。


    　だから、面めん倒どうなこともあるけど、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。


    　夢世界でロストしたマーカーが、唐とう突とつに再表示されました。


    



    



    　で、その後のクスノキ。


    　復興がはじまりました。やっと、という感じです。


    　支援物資が停止したのが、その大きなきっかけとなりました。停止の申請を出した者がいたのです。わたしです。


    　あんたらのせいで里が崩ほう壊かいしたんだろう、なんて住人には言われましたけど、だからこそ責任とって停止するのです、と言い返したらポカンとした顔をされました。


    　とにもかくにも、食べるためには働かなくてはならず、人々はいよいよその重い腰をあげたわけです。


    　今、里は日一日と以前の姿を取り戻しつつあります。


    　そして夢世界ですが、案の定規制となってしまいました。


    　ただなくしてしまうのではなく、後日本格的な調査を行うことになりました。


    　妖精さんたちが何らかの活動をしていたことも、わたしには気になりますしね。ただ……ＶＩＰ局長が関心を示しておいでだそうで、面倒なことにならなきゃいいんですけど。


    　ただラクッコピコリンの製造は中止、在庫も当局が厳重に管理するようになったので、その点だけは安心材料です。


    



    



    　その後のヤンママさんですが、母子ともに健康だそうで。


    　仮事務所に赤さんともどもよく遊びに来ています。


    　最初はゴブリン？　ってくらいしわくちゃだったのに、日に日につやつやの肌になっていく赤さんの姿は、正直妖精さんに負けないくらい愛くるしいです。


    　ただヤンママさんがすっごく個性的でイメージ重視でキラキラした幼い頃ころだけ似合う名前をつけようとして、実直な名前をつけた方が良いというわたしとの間で、何度か口論になりました。だって取り上げたんですから、そのくらい言う権利はあります。結果がどうなったかは、まあご想像にお任せします。


    　発育、極きわめて順調。


    「でもひとつだけ……こわいの」彼女が漏もらします。


    「というと？」


    「ごくたまになんだけど、手を使わずにものを動かしたり、見えないなにかと遊んでいるような気がして、大だい丈じよう夫ぶかなって……」


    「……それなら大丈夫。そのうち収まりますよ」


    　経験則から、そう言ってあげました。


    「そう？」


    「この世界で生きてればね」


    



    



    　オールウェイ（例のボウリングもの立体アニメ）の熱烈なファンの人たちですが、放送終了後もその何割かが故郷に戻らずクスノキの里に残ってくれました。


    　原因は、出会いがあったから、だそうです。


    　つまり暇ひまを持て余していた里の若者たちと、わきあいあいとしちゃったと。


    　Ｙはこの件については「気に入らないね！」と拳こぶしを振りかざす勢いで嘆なげいていました。


    



    　最後に、使い道のなくなった拡張現実はどうなったかというと。


    



    



    「あんた、建築スキル高いね。どうだい、転職してみちゃあ？」


    「いやあ、家を作るの手伝ってばっかだったからねえ。知らないうちにスキルアップしてたみたいだよ」


    「本業のペンキ塗ぬりなんて、レベル15でカンストしちゃってるじゃない。絶対その方がいいよ。建築スキルは最大95まで上がるしさ。奥が深いよ」


    「そうだねえ、そうしようかねえ……」


    



    「ねえ君、最近は菜園をやってるそうじゃないか」


    「そうなんだよ。いやね、マスクで見てみたら土地の栄養レベルが思いの外ほか高くてねえ。これは植えなきゃ損だって思って、はじめたんだよ」


    「どんな感じだい」


    「今、畑レベルが７。僕の農作業レベルが９ってとこだな。作製できる作物レベルは平均して５前後なんだけどね」


    「ははは。５じゃあ、まだまだ粒は小さいだろうね。でも精しよう進じんあるのみだぜ、君。農作物レベルが45を超えたあたりから、評価が高まって人生変わるって話だからな」


    



    「昨日歩いてたらさあ……いきなり歩行レベルがアップしちゃってさあ。歩くのにもレベルなんてあったんだな……たまげたよ」


    「それ、体力や健康のパラメーターも少しずつアップするらしいぞ。けっこうお得なスキルだよな、歩行って」


    



    



    　とまあ、すっかりスキルレベル制度が定着してしまいました。


    　拡張現実のアップデータによって、日々の暮らしの中に生きることで少しずつ向上していく能力や技術が、パラメーターとして確認できるようになりました。


    　夢世界ほど自由にエディットはできませんが、自分を変えることができることに気づいた人々は、そのことを大きなモチベーションとして現世に回帰しているようです。


    　わたしたちも、自分のスキルをおっかなびっくり確認してみました。


    「……ほー、こんなか」とさして面おも白しろそうでもなくＹ。


    「……まあ、意外と意外と」とどきどきを隠せないＫさん。


    「…………」助手さんはこのアプリとの相性が悪く、認識できなかったそうです。


    　で、わたしはどんくらいかと言うと、


    「どうだったよ親友」


    　Ｙが馴なれ馴なれしく肩を抱だいてきました。


    　パラメーター画面をのぞきこもうというハラでしょう。


    　マスクをさっと隠しながら、


    「……余計なスキルばかりがやたら高くて、欲しいスキルがのきなみ低いんですけど」


    「欲しいスキルって何さ？」


    「深しん窓そうのご令れい嬢じようにふさわしい、清せい楚そさと教養」


    　あと口には出さないですが、人を自由自在にこき使うスキル。


    　Ｙはジト目で言います。


    「まだ夢みてるぞ、あんた」


    「……冒険家スキルが50超えしてる者の気持ちなんて、あなたにはわからない！」


    　運命はわたしに何を求めているのか。


    　これからの人生、もちょっと考えなくちゃ、と思いました。


    　とりあえず自分のパラ画面が人から読まれないよう、ロックをかけてセキュリティ対策をしておきました。


    　ちなみにこのパラメーター、移住をした人なら誰だれでももらえる拡張現実対応機器（マスクとは限りませんが）で確認できます。


    　日々の暮らしに新しい刺激が欲しい方には、強くおすすめしたいです。


    　さらに今なら、当面の順番待ちにはなりますけれど、なんと家が一軒もらえちゃいます。新築の家をお望みの場所に建ててさしあげますよ。


    　あなたもひとつ、おいかが？


    



    　ということで、本日も人類は絶賛衰退中……なのですが。


    「郵便でーす！」


    「おりょ？」


    　エピローグ気分だったわたしのもとに、一通の手紙が舞い込みました。


    「なんか案件でも残っていたかしら……」


    　なんとか丸く収まったと思うんですが。


    　手紙を開封した瞬しゆん間かん、わたしは椅い子すを蹴け立たてて立ち上がってしまいました。


    



    『……この度たび実施された月旅行計画再建プロジェクトにおいて、シャトルとの連絡が途絶えた件について、我々は長く通信回復に努つとめてきたが、○月×日をもって計画を打ち切ることに決定した。この件について、ご遺族の皆様にはお詫わびの言葉もなく、また……』


    



    　……ご遺族？


    　それって、誰のこと？


    



    



    
      つづく

    

  


  
    　妖精さんメモ【ラクッコピコリン】


    



    　妖精さんが作ってくれた、とってもきき目のある眠り薬。


    　ちょびっと飲んだだけでグッスリ眠れてしまう魔ま法ほうの薬。


    　不思議なことに、この薬で眠った人同士は夢の中で会うことができるというおまけつき。


    　ただ心は根っこの方でもともと繫つながってたって噂うわさもあって、薬はそのきっかけにすぎないかもって言う人もいます。


    　ところでこの薬の材料には、世にも奇妙な平行植物というものの一種が使われているそうです。その植物とは、妖精さんいわく〈デグチハアッチ〉という名前で、とっても社会的な植物なんですって。社会的って、いったいどういうことなんでしょうね？


    　普通の眠り薬は体に負担がかかるから、あまり飲んだらいけないんですけど、これは平気みたい。


    　でももうちょっと当局で調べるまでは、皆さんが使うのはだめですよ。


    　どうしても眠れない夜は、あたたかいミルクを飲むか、数学の本でも読みましょう。
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     あとがき


    



    　平成二十五年になりました。


    　四半世紀かよ。驚きだね。俺、メガネのオッサンがフリップに『平成』って書いて立てたシーン、まだ鮮明に記憶してるよ。いやいや、まいったまいった。


    　我々オッサンの間で「平成生まれのやつが台頭してくるぞ（笑）」というのは、あり得ないことだろうという意味のギャグでしかなかったが、もう洒しや落れでも冗じよう談だんでもなく現実になってしまった。あまつさえ平成元年生まれすらもう来年には二十五歳……オッサンになるのだ。


    　……ページの向こうから当事者世代のものだろう異論が聞こえてきたが、無視するぞ。なんと言おうが二十五歳はオッサン。これはゆずれない一線です。小学生の感覚を思い出してみろ。そして二十五歳がオッサンかヤングかジャッジするんだ。……わかるな？　そういうことだ。大体こっちだって二十五歳の時にはオッサン呼ばわりされたのだ。諸君らだけ免まぬがれさせるものか。部活の伝統シゴキみたいに負の連鎖として受け継いでいくぞ！　いいな！


    　とにもかくにも、時間は常に垂れ流されているわけだ。


    　そう……時間と心臓は決して一休みはしないものさ（後世に残す用名言）。


    　考えれば、かなり長いことものを書いてきた。拙せつ僧そうもそろそろ不ふ惑わくに近い（トシ食うと僧そう侶りよ気分になりますよね）。もうじき四十代男子というミステリアスな存在になれるかと思うと、胸が熱くうずく。この年になって改めて思うことは…………あー……ない、かな？


    　うん、ないな。自分でもびっくりするくらいに何もない。年齢相応のオッサン的な含がん蓄ちくある言葉などまったく出てこない。考えてみれば、もともと性格的に改あらたまることがないタイプだったな。反省もしないが成長もしてないな。こういう人間だから物書きライフはまことに性に合っておるようで、毎日エキサイティングに過ごさせてもらってます。みんなありがとう。ただまあ、まったく後悔がないわけじゃなく、思い出して恥はずかしい過去というものはある。


    　そう、あの時、あの頃……！　まだ二十歳そこそこだったあの頃。「世界は俺らヤングのもの！　若さがすべて！　三十歳越えたら生きてる意味ねーし。死んでも別に惜おしくねーし！」とか気持ち良くホザいてた時代が拙せつ僧そうにもあり申した。ああ、なんと恥ずかしく、愚おろかしい発言だ。そしてそれをなぜ新年そうそう思い出すのか。巳み年だけに蛇へびのように執念深い記憶が追ってきたのか。三十歳越えたら死んでもいい？　すいません、三十歳越えた瞬間に絶対に死にたくないって考え変わってます。死ぬって。あほか。今日も生きてます。これからも生にしがみついてやるつもりです。アニメとかに出てくる醜しゆう悪あくな権力者の老人のようにな。永遠の命をもたらす秘宝、どこです？（最悪Ｔウイルスでも）


    　そんなこんなで『人退』も八巻目となってます。


    　僕はグッズとか出すの好きなので、昨年はアニメ化の影響もあってか『人退』グッズをたくさん出してもらえて幸せでした。グッズがたくさん出ると、ああ（誰かがどこかで）たくさん仕事したなあ～って実感しちゃいますね。グッズはいいよ、グッズはいい。この商売やってて本当に楽しいって感じる瞬間です。


    　死ぬ時はマイグッズに囲まれて死にたいね（死なないけど）。


    



    　ところで『少年サンデーＳ』という雑誌があります。


    『ＡＵＲＡアウラ　～魔竜院光牙最後の闘い～』のコミック版が連載されているわけです。これがたいそうデキの良いコミカライズになっておりまして、是ぜ非ひ一度チェックしてもらえたら嬉うれしいです。単行本、ちょうどこの本と同時期に三巻が発売されてます。四十歳オーバーのセンパイ方から、前途有望な少年少女の皆様まで、幅広く手に取っていただけたら嬉しくてほくそ笑みます。特にここ十年ほど紙し幣へいとカードしか使ってないという富裕層のセンパイ方、よろしくお願いしますよ。


    　さて、連載のおかげで毎月サンプルとして「サンデーＳ」が送られてくるもんで、ここのところすっかり熱心な読者と化しているんですが、皆さんご存じかな。「ウマドンナ」ってコンテンツがあるでしょう？　あるんだよ。ブラウザゲーム版の「ウマドンナ」はそのぶっ飛んだ設定から一部で話題になって、一日の大半をネットで過ごしてるような人はみんな知ってる。その「ウマドンナ」、コミック版が「サンデーＳ」にひっそり連載されてるわけ。このコミック版、どう考えてもＪＲＡ（日本中央競馬会）が本来企き図とした方向性からは逸いつ脱だつしてる部類の面白さで、その勢いは読んですぐ「あっこの電車、レールから外れたまま走ってる」と読者を戦せん慄りつさせるほどで、異次元から侵略してきたようなネタの数々に拙せつ僧そうの愚ぐ息そくも思わず昇天ですよ（絶賛している）。はじめて読んだ時、ＪＲＡから作者にかかる圧力を案じて不安になりました。こっちの単行本も出ているので、拙僧としては『ＡＵＲＡ』とあわせて強くおすすめしたい。ブラウザゲーム版の「ウマドンナ」は言ってみればまっとうなぶっ飛び方をしているのに対して、コミック版は一種のダークファンタジーとでも呼べる異次元的な作品となっているので、別個に楽しんでくださいませ。こういうものをバンバン読んで豊かな人間性を育はぐくもう。


    　あとがきなのにブログみたいな使い方しちゃってスミマセン。


    　ではまた次巻。そうお待たせせずに出したい、と思うだけは思ってます。

  


  
    田中ロミオ


    Romeo Tanaka


    



    最近の仕事としては、氷川神社に参詣した（業務用祈願）。基本自分の幸福がメインなのだけど、いくらかは盟友ガガガ文庫のためにも祈った。果たしてどのくらいやれるのか見物だな、ガガガさんよ（敵キャラ口調）。
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